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　　　第二十二話　ジャージーコンドルの逆襲










　　　ぷろろーぐ




「本名不ふ詳しよう、年ねん齢れい不詳、国こく籍せき不詳、分かっていることはジャージーコンドルという呼び名と、彼がテロリストのボスということ。そして、本日この空港から出国するという情報だけ。もちろん顔も明らかにはされていない。警察としても正直お手上げといったところなのだ」

　少し偉えらそうなヒゲ警部はため息交まじりに吐はき出すと隣となりの少女に目を向けた。

　髪の長い、涼すずしげな瞳ひとみの少女だった。丹たん精せいな顔立ちだが、そこに感情の色はない。

「ミス・カエデ。私なんぞでは想像もつかないルートで派は遣けんされてきた君が一体どんな方法でジャージーコンドルを捜さがすのかは分からない。正直納得のいかないところもあるが、協力は約束する。我々は一体何をすればいい？」

「何も……………」

　少女は囁ささやくようにして言った。

「見つけたら知らせるから、待ってて」

「しかし……………それでは我々のメンツが」

「納得出来ないなら、私は帰るわ。ゴードンおじさんに頼たのまれたから仕し方かたなく来ただけだから」

「…………分かった………」

　ヒゲ警部は口元をもぐもぐさせながらもこっくりと首を縦たてに動かした。

　少女はそのままの表情でスタスタと歩いていく。

「警部。ご機き嫌げんが悪そうですね」

　下したっ端ぱ警官が耳元で囁いた。

「彼女のせいですか？」

「当たり前だ!!　上からの命令じゃなけりゃたたき出してるぞあんな小こ娘むすめ」

「でも、可愛かわいいじゃないですか。なんか冷たい感じしますけど大きくなったらすごい美人になりますよ」

「フン」

　ヒゲ警部は興味ないとでも言いたげに鼻息を荒く鳴らした。

「見ろ、何をするかと思えばただパスポートのチェックをしてるだけだ。パスポートなんぞでボロを出す犯人なんかじゃないのに」

「本当にパスポートが目的なんですかね」

「なんだと？」

「いや、僕ぼく思ったんですけど、ほら、よく見てください。彼女、必ず相手の手に触れてるじゃないですか」

　確かにその通りだった。意図は不明だが、少女は必ず相手の手に自分の手を触れさせていた。

「後ろめたいことがある人間は手のひらに汗あせかくって言いますし、それでも調べてるのかな」

「馬ば鹿かな」

　ヒゲ警部は鼻毛で笑った。

「あのジャージーコンドルがそんなたまかよ？　それに手のひらに汗かいてる人間なんて五万といる。ブライトを見ろ」

「確かに、ブライトさんっていっつも汗かいてますもんね」

「ん、誰か呼んだ？」

　ハンバーガーむしゃむしゃしながらでっぷりとした警官がやって来た。近寄っただけで暑苦しくなるうっとおしさだ。事実、湿度と温度が少し上がった。

「何でもない。お前は黙だまって入り口を固めていろ!!」

　ヒゲ警部に怒ど鳴なりつけられ、ブライト巡じゆん査さは汗ふきながら戻って行った。湿度と温度が少し下がった。過ごしやすくなった。

「それじゃ、なんなんですかね？」

「さあ、正直何も言えないよ」

　ヒゲ警部は憮ぶ然ぜんとしてそう呟つぶやくと、くだんの少女に目を向けた。

　少女は相変わらずの無表情で作業を続けていた。

「何だよ。こんなとこでもパスポート見せるのかよ。面めん倒どうくせえな」

　あんまり頭のよくなさそうな奴やつが不平をぶちまけた。

「大体、お前空港の職員なのか？　どう見たってガキじゃねえか」

「警部。男がごねごねしてます」

「仕し方かたない。行って注意してこよう」

　警部が歩きかけたその時だ。

「まあまあ、いいじゃないですか。パスポートを見せるくらい」

　見るからに紳しん士しって感じの男性がすっと歩み出た。

「安全管理のためには仕方ないじゃないですか。それにあなたが早くしなければ、多くの方が迷めい惑わくすることになるんですよ」

「くそ」

　ごねごね男は舌した打うちするとパスポートを突き出した。

「警部。紳士っているんですね」

「ああ、てっきり絶ぜつ滅めつしたもんだと思ってたが、いや大したもんだ」

　ごねごね男も通過し、紳士の番がやって来た。

「ご苦労様だね。お嬢じようさん」

　すっと差し出されるパスポートに、少女は手を伸のばした。

　軽く目を通し、閉じて差し出す。

「もう終わったのかい。ありがとう」

　紳士が手を伸ばした。

　一瞬、手と手が触れ合った。

　少女の体が一瞬ビクリと震ふるえた。

「どうかしたのかい？」

　心配そうに声をかける紳士を見ようともせず、少女は小さく呟いた。

「残ざん忍にんで狡こう猾かつな……………ハゲワシ」

「え？」

　少女はヒゲ警部に顔を向けると、ハッキリとした口調で言った。

「ジャージーコンドルだと思うわ。調べて」




　国際テロリスト犯、ジャージーコンドル。

　逮たい捕ほ後、国際法によって裁かれ、懲ちよう役えき百六十五年の実じつ刑けい判決。

　五年後の十月。脱だつ走そうをくわだて失敗。その際、看守の放った銃じゆう弾だんにより死亡。

　本名、年ねん齢れい、国こく籍せきは最後まで不明であった。




「ボス………ボス」

　高級車の弾だん力りよくある後部座席で、男は目を覚ました。

「そろそろ港につきます」

「そうか……………」

　男は座席に座りなおすと大きく深呼吸した。

「準備は整っているんだな」

「はい。武器も人材も全すべて。すでに潜もぐり込ませてあります」

「上じよう出来だ」

　男は軽い笑みを浮かべた。

「復帰後第一号の仕事にしちゃ文もん句くない大きさだ」

「決行は？」

「予定通りだ。しばらくは豪ごう華か客船の旅を味わうことにするよ。単なる一人の乗客としてね」

「ごゆっくり」

「ああ、それから、例の調査進めておくようにな。俺おれを牢ろう屋やにぶちこんだ小こ娘むすめの居い所どころ。つきとめておけよ」

「努力します」

「努力じゃたりねえんだな」

　男はぶっとい拳けん銃じゆうを引き抜くと、部下の後頭部に押し当てた。

「必ず捜さがし出す。そう言え」

「はい…………必ず…………捜し出します」

「いいだろう。情報が入り次第連絡を入れろ」

　男は拳銃をしまうと、背もたれに背中を預けた。

　軽く目を閉じる。瞼まぶたの裏にくっきりと張り付いている、あの表情の少ない顔。コンドルという名前を告発したあの冷たい声。

「小娘め……………」

　男は奥歯をぎちぎち鳴らすと、残ざん忍にんな笑みを浮かべ言った。

「必ず復ふく讐しゆうしてやるからな。必ず」













　　　第一章　春休みには豪華客船に乗って
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「大当たり～～～～～！！！！！」

　飯いい波なみ市の商店街にて、その声は響き渡った。福引所の前だ。

「おめでと─────ございます!!　春休み豪ごう華か客船一週間の旅!!」

　ガランガラン鐘かねを鳴らして、商店街のおっさんが胴どう間ま声ごえを響かせた。

　青年は動かなかった。

　いや、正確に言えば動けなかったのだ。

　そりゃそうだ。たまたま頼たのまれた買い物で手に入れた福引券でたまたま福引してみたら、なんと特賞が当たってしまったのだ。

　不運の星の下に生まれて、見上げるといつでも不運の星が見えるってな人生を送ってきた青年にとっちゃ、あまりの衝しよう撃げきにリアクションが取れないのだ。

「神様」

　青年は三月の寒さむ空ぞらを見上げると、多分そこらにいるんじゃないかって神様に感謝の言葉を告げた。

「神様は見ててくれたんですね。僕ぼくのこれまでの不運な人生を……………」

　軽く目を閉じると、瞼まぶたの裏にいろんな不運が見えた。引っ越し地じ獄ごくの不運だ。

「感謝します。アーメン」

　青年は柏かしわ手でをぱんぱん打つと静かに十字を切った。おまけに南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつも唱えた。もひとつおまけに多分聖地メッカだと思われる方向に頭も下げておいた。

　何やら怪あやしい儀ぎ式しきやってる青年に、福引役員は少々疲れた汗あせを浮かべながらも、笑顔を作る。

「それではお受け取りください。春休み豪華客船一週間の旅!!　お二人でゴージャスな旅をお楽しみください！」

「おう！！！」

　招待券を受け取った。係員が何か説明してたけど、そんなの青年の脳みそにゃ到達してなかった。

　もう頭の中にゃ豪華客船でウハウハしてる自分ちゃんしか映ってなかった。

　そんな時だ。一瞬だけ背中がぞくぞくっとした。何な故ぜか不思議と唐とう突とつに。

「…………ん？」

　ちょっとだけ浮かない顔した青年だけど、気分はまたウハウハに戻る。

　そのぞくぞくが、不幸を知らせるイモムシだってことに、ウハウハの大王になってる青年には知る由よしもなかった。

　ある訳ないってもんだ。

　ただ一つ……………気になることがあるとすれば………。

「待てよ………そう言えば係のおじさん。何か妙みようなこと言ってたな」

　脳みその溝みぞをほじくり返してみた。妙な一言はすぐに発掘された。幸いまだ化石にはなってなかった。

　お二人でゴージャスな旅をお楽しみください。

「お二人で………？？」

　チケットをよく確認してみたら、ペアって書いてあった。

「ペア…………か…………」

　青年は道みち端ばたで考え込んだ。




　長なが野の県の南に位置してる山に囲まれた街、飯いい波なみ市。

　そこの団だん子ご坂ざかっちゅうとこにある一いつ軒けん屋やにて、青年は悩んでた。

　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ。それが青年の名前だ。オオカミ男っていうちょっぴり人とは違う体質の持ち主だけど、心はちょっぴりシャイな十七歳さいだ。

　銀之介の目の前には一枚のチケットがずどんと自己主張してた。たまたま当たっちゃった豪ごう華か客船一週間の旅ペア券だ。

「ペアか…………」

　そうポツリ呟つぶやき、銀之介はうーむと唸うなった。

「はてさて、一体誰を誘さそうべきか」

　銀之介は改めて考え直した。

　最初に浮かんだのはソバカス外ハネ娘むすめだ。なんだかんだで一緒にいるから気心も知れてるし、明るいし楽しい娘だから旅のお連れとしたら申し分ない。

「でもな、いくら何でも泊まりの旅に唐とう子こを誘うってのは問題あるよな」

　却きやつ下か！

　次に浮かんだのは超ちよう元気印のオオカミ小こ娘むすめ。まあ性別的には女の子だけど、まだちっこいし親しん戚せきだから問題ない。きっと誘えば尻尾しつぽふって喜んでついてくるだろう。問題があるとしたら、その後だ。




　船長のヒゲにしがみついて遊ぶ銀ぎん花か。

　うっかりオオカミに変身して船内を駆かけ回る銀花。

　タイタニックごっこしてて本当に海に落ちる銀花。

　そしてクラゲに刺さされてぎゃーぎゃー泣き喚わめく銀花。

　それらに対たい処しよすべく走り回ってる自分。




「銀ぎん花かと一緒じゃきっとぼろぼろに疲れて帰ってくるんだうな。僕ぼく」

　却きやつ下か！　却下！　却下！

　次に浮かんだのは、ゴージャスな大人おとな女性とぐるぐる眼鏡めがねの変てこ娘むすめ。もちろん、却下した。

　となると………………。

「やっぱり男友達誘さそうってもんか。なんかこう納得いかないとこあるけど、他ほかにないもんな。河かわ村むらか植うえ田だあたりに声かけてみよっと」

　電話番号書いたノートを手に銀ぎん之の介すけが立ち上がったそんな時だ。

「銀之介君！　銀之介君！　銀之介君！」

　大おお騒さわぎして飛び込んで来る奴やつがいた。ちこっと前に頭に浮かんできた、ソバカス外ハネ娘その人だ。

「ど─────したんだよ。唐とう子こ。血けつ相そう変えて飛び込んで来て」

「ど─────したんだじゃないよ！　銀之介君当たったんだって？」

「何が？」

「豪ごう華か客船一週間の旅！！！！」

「何で知ってるんだ？　は、まさか超ちよう能力」

「ちっちゃい商店街だもん。どこの誰々が当たったって情報くらいすぐに伝わってくるよ」

「そっか、唐子ん家ちはばりばり商店街側だもんな」

「そ──だよ。ちなみにその賞品を用意するためのお金はうちだって少し出してるんだから」

「ふむふむ、商店街に感謝感謝だな」

「何はともあれ、おめでとう」

「おう、ありがとう」

　二人はお互いにぺっこり頭を下げた。

　そのまま、沈ちん黙もくがしばらく経過した。

「で、唐子は何だ。おめでとうを言うだけにわざわざ来てくれたのか？」

「それだけって言えばそれだけなんだけど、それだけじゃないって言えばそれだけじゃないんだよな」

「？？？？？？？？」

　クエスチョンマークに埋うもれてる銀之介を尻しり目めに、唐子は銀之介のベッドによいこらしょっと腰を下ろす。

　なんか明後日あさつての方向に目向けて、唐子は呟つぶやいた。

「春休み、アタシちょっとヒマなんだよなあ」

「店の手伝いあるんじゃないのか？」

「それが、お父さんが新しいうどんの研究するとかで五日ぐらいお店を休ませるんだって。だから手伝いもないんだよな」

「そりゃよかったな」

「うん、あ～～でもヒマなんだよな～～～何しよっかな～～～。銀ぎん之の介すけ君と遊びたくても、ちょうどその時は海の上だしな～～～銀之介君」

　ちらって唐とう子こは銀之介を流し見た。

「そっか、ちょうどその時だったのか。そりゃ残念だったな。僕ぼくがいりゃよかったのに」

　唐子はちょっとだけ頰ほおを膨ふくらめたけど、また明後日あさつての方向に目を向け語り出した。

「ほら、アタシの家って食べ物屋だから、これまで旅行とかってあんまししたことないんだよな～～。一度でいいから何泊もする旅行とかしてみたいんだよな～」

「大人おとなになったら出来るよ」

「……………………」

　唐子はさっきよりも数倍不ふ機き嫌げんそうに膨れたけど、それでも続けた。

「この間タイタニック見ててさ、アタシもローザになってみたいなって思ってたんだよ」

「僕はジャックにはなりたくないな。寒中水泳はもうこりごり。あの時だけで十分だよ」

　百億万倍くらい、唐子の不機嫌が膨れ上がった。

「もういいよ」

　プイッとそっぽ向いて帰ろうとする唐子に、銀之介はおずおずと声をかけた。

「あのさ、もしかして唐子、船乗りたいとか？」

　振り返らなかったけど、唐子はピタリと足を止めた。

「………ペアチケットだから、一緒に行くか？」

　返事はなかった。銀之介は慌あわてて取り繕つくろうように言った。

「あ、冗じよう談だん冗談。いくら友達って言ったってさすがにそれはナシだよな。あははは、気にしないで」

「スーパーミラクル感謝！！！」

　ぶっとばしそうな勢いで振り返った唐子は、銀之介の手をがっちりと握にぎり締めた。

「なんかアタシだけ仲間外れにされた感じがしてたの。そんな時に銀之介君が当たったって聞いたからさ。もしかしたらと思って飛んで来ちゃったの。ありがとありがとありがとありがとありがとおおおおおおおお!!」

　銀之介の手をぶるんぶるん振りたくった唐子は、半ば突き倒すように手を離した。

「いっけない!!　早く準備しなくっちゃ。え～～と何を持ってこっかな？　もしもの時のために浮き輪とか持ってった方がいいかな。あと笛ふえもいるかな。もしもの時のために吹かなくちゃいけないから」

　そんなことぶつぶつ口ずさみながら、唐子さんは去っていかれた。台風の後のような静けさだけが残された。

「まさか唐とう子こと行くことになるとはな。ちょっと想像してなかった」

　それは嬉うれしいことだ。非常に嬉しいことなんだけど…………。

「僕ぼくって、男として見られてないのかな？」

　それはそれでちょっと悲しくなる銀ぎん之の介すけだった。
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「お～～～～～いっす。銀之介君」

　でっかい荷物抱かかえてえっちらおっちら駅へとやってくる銀之介に、唐子は思い切り手を振った。

「おはよう。昨日きのうはよく眠ねむれた？」

「まあな」

　銀之介は荷物を地面に置くとふわああと特大の欠伸あくびをかました。早朝の空気は涼すずしくて心地いいんだけど、眠いもんは眠い。

「とうとう出発だね。アタシ昨日の夜はあんまし眠れなかったんだ」

「とてもそうは思えないくらい元気だけどな」

　銀之介のさらっとした皮肉も、唐子にゃ届いてなかった。

「お銀ぎんちゃんお土産みやげお土産って騒さわがしかったでしょ？」

「お銀には、勉強合宿だって言ってある。正直に言ったら最後、連れてけ連れてけってうるさいからな」

「そっか、ちょっと可哀かわい想そうだよね。もしアタシが一緒じゃなかったら、お銀ちゃんが来てたかもしれないのに」

「それはない。絶対にない」

　銀之介は断固として否定した。

「ま、帰ってきたらパフェでもおごるよ」

「そーそー。それがいいよ。それより見て見て！」

　唐子が両手を広げて見せた。そこにはいろんな種類の笛ふえがひしめいてた。

「笛だな」

「笛だよ」

「うん、こりゃ間違いなく笛だ」

　銀之介はたっぷりとこくこく頷うなずいてから、そこにある疑問を口にした。

「しかしま～～～ど～～してこんな笛ばっか」

「もしもの時だよ」

　唐子はクソ真ま面じ目めな顔して言ったもんだ。

「もし船が沈没した時、この笛ふえを吹いて助けを呼ぶの」

「そ～～いや～～そんなシ～～ンがあったな。有名映画で」

「でしょ、だから持ってきたの。まあ本当にそんなことあっちゃ困るけどなんて備えあれば憂うれいなしって言うし」

「正しいのか正しくないのか分からん」

「それにほら、こんなのもあるんだよ」

　唐とう子こは一つの笛を摑つかむとプ～～～～と吹いた。

「聞こえた？」

「聞こえないぞ」

「でしょ、これは変身した銀ぎん之の介すけ君じゃなきゃ聞こえないと思うよ」

「犬笛か」

　銀之介は露ろ骨こつに顔をしかめた。犬笛の音ね色いろってのは何度か聞いたことがある。なんか脳みそに痛いのだ。

「もしもの時にはこれ吹くから、ちゃんと助けに来てよ」

「僕ぼくはマグマ大使か？」

　ちょっと古めのネタで嘆たん息そくしてから、銀之介はしばし物思いにふけった。

「船旅か……………」

　唐子と二人の船旅。ちょっと一般規定からは外れてるとはいえ、唐子は紛まぎれもない女の子。よくみるとそれなりに可愛かわいいし、ソバカスもアクセントだし、プロポーションも悪いほうじゃないと思う訳で……。

　バカ友達としてドツキ合いしてきた仲とはいえ、二人きりで船旅というと………………。

　青少年の思考回路が、しだいにあっちの方へ進んじゃうのはそりゃ仕し方かたないことだっちょ。

「いかんいかんいかん！」

　銀之介は精神集中して雑念を追い払った。多分七三パーセントくらいは追い払えたと、ちょっとそう思った。

「友達との楽しい旅行。へんなことなんか期待するな。期待するんじゃないぞ。そんなこと期待しない僕だから唐子の奴やつだってあんな風ふうにさらっと飛びついてきたんだ。うんうん。そうだそうだ」

　だけど…………ちょっと期待しちゃう。だって男の子だもん。

「でもまあ、そうなったらそうなった時ってことでだな。臨りん機き応おう変へんに行こう」

「ど────したの？　一人でぶつぶつ」

「いや、何でもない。ちょっと今後の方向性をだな。うんうん」

　とりあえずの方向性を決めた銀之介は、床に腹ばいになってた荷物をどっこらしょと持ち上げた。

「さ、もう駅の中に入るか」

「あ、ちょっと待って」

　歩きかける銀ぎん之の介すけを呼び止めた唐とう子こは、続けてこう言った。

「もうすぐ来るから」

「もうすぐ来る？」

　太古の遺い跡せきの中からこんにゃくぜりーを発見してしまったような顔つきで、銀之介は首を傾かしげた。

「うん。あ、来た!!」

　唐子が指差した向こうからやって来たのは、ぐるぐる渦うず巻まき少女と大人おとなの女性のコンビ。

「ちょっと遅れちゃったみたいね」

「プチ三みつ石いしちゃんが荷物作るのに手間取ってるからよ。一体何がそんなに詰つまってるの？　そのエベレストにでも挑戦するような大きなリュックに」

「いろいろです。海の亡ぼう霊れいから身を守るための穴の開いたひしゃくとか、安全な航海を祈き願がんするために、海の神様に捧ささげるお神み酒きとかお塩とか。倉くら地ち先生だって人のこと言えないじゃないですか。そんな大きなスーツケース三つも引きずって」

「たった一週間っていったって豪ごう華か客船の旅なのよ。それなりの格好ってのが必要になるわけ。下着だっていつもと同じって訳にはいかないし」

「全部下着なんですか？」

「失礼ね。服もあるわよ。あとお化け粧しよう道具も」

「はあ、もういいです」

　言うまでもなく、不思議の国のお姫ひめ様こと三石小こ夏なつと、グラマラスの国の女王様こと倉地香かおりのお二人だ。

「おはよう。お二人さん」

「おはようございます。七しち味みセンパイ。駒こま犬いぬセンパイ」

　朝の挨あい拶さつ渡されたけど、銀之介は酸欠のコイになってた。

「倉地先生！　小夏ちゃん!!　ど─────して」

「あら、七味さんから聞いてないの？　福引で当たったの」

　倉地はふわさって髪をかき上げ言った。

「私、クジ運強い方だから」

「まあ、倉地先生ファンの商店街役員が出で玉だまを操作したって噂うわさもあるんですけど……」

「プチ三石ちゃん」

　やんわりとした殺意をぶつけられた小夏は、ひょいと肩をすくめた。

「とにかくそんな訳で、私もご一緒させてもらうことになったんですう！」

「でもびっくりね。あの後に駒犬君も特賞当てるなんて」

「ホントホント。言っちゃ悪いですけど駒こま犬いぬセンパイってあんまりクジ運よくなさそうですもんね」

「七しち味みさんもよかったわね。私達が行くって話した時、ものすごく羨うらやましがってたものね」

「きっと神様が導いてくれたんですよ」

「唐とう子こ、よく状況が飲み込めないんだけど」

「あ、言ってなかったっけ。いけないいけない」

　唐子はぺろって舌したを出した。

「倉くら地ち先生とプチ三みつ石いしちゃんが豪ごう華か客船に乗るって聞いていいな～～って思ってたら、銀ぎん之の介すけ君が当たったって情報が飛び込んできたでしょ。ダメ元で頼たのんでみよっかなって銀之介君のとこ行ったら、ＯＫしてくれたからさ。よ～～し、これでみんなで行けるぞ～～～って」

「なるほど。そ──ゆ───ことだったんだ。みんなでね。みんなで」

　銀之介はため息一つついた。

「そりゃそうだよな。そうじゃなかったらさすがに泊まりの旅行にゃ行かないよな」

「それじゃ行こ！」

　早足で歩き出す女性連合の後ろを、銀之介は力なく着いて行った。

「そう言えば、特賞って確か三本あったわよね。もう一本は誰が当てたのかしら？　七味さん聞いてる？」

「美男美女のカップルとしか聞いてないけど、一体誰なんだろ───ね」
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　ゴトンゴトン音を立てて進む電車。いくつか乗り換えをして港を目指すのだ。

　向かい合った四人収容のボックス席。目の前には倉地が座ってる。お休み中のようだ。組まれた足の隙すき間まからは、禁断の谷間が見えるよーな見えないよーなそんな今日きようこの頃ごろ。

　気き恥はずかしくなって、銀ぎん之の介すけは視線を斜めにずらした。

　小こ夏なつがいた。メガネの向こうは見えないけど、規則正しい寝息が聞こえる。電車に乗った時暑いからって外した胸元のボタンがまだそのままになってた。見えるほど谷間ないけど、ちょっとどきどきだ。どきどき村のどきどき村長さんだ。

　さらに気恥ずかしくなって、銀之介はすぐ左隣どなりに目を向けた。

　唐とう子こが気持ちよさそうに眠ねむってた。しかも全体重を銀之介に預けてだ。

　すーすーって寝息が聞こえてくる距離。シャンプーの香りだってかすかにする。なるべく考えないようにはしてるけど、銀之介のひじんところが唐子さんの胸元とちょっと接合してるのだ。

　ただ一人、眠れない銀之介は頰ほおを赤らめながら呟つぶやいた。

「もしかしたら僕ぼく、ものすごくラッキーボーイなのかもしれん」













　　　第二章　海の上からこんにちは
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　豪ごう快かいに水を割り、客船は進んで行く。残された飛行機雲のような白いさざなみの跡が、二、三度左右に揺ゆれ消えていった。

　白くどっしりとした船体からは、金かかってんだぞオ～～ラがこれでもかってくらい迸ほとばしってた。

　人々が優雅にくつろぐ中、ぐったりしてる皆様がいらっしゃった。飯いい波なみ市からいらっしゃった皆様だ。

「何とか……………間に合ったね」

「そうですね七しち味みセンパイ。…………倉くら地ち先生。大丈夫ですか」

「御ご免めん。返事も出来ないくらい……疲れてるの」

　しばし、地球の酸素を消費する作業が続いた。

「にしても、危なかったですね。もう少しでせっかく当たったチケット、無む駄だになっちゃうところでしたね」

「四人みんなで居い眠ねむりして乗り換え駅を乗り過ごすなんてね。タクシーの運転手が元レーサーで助かったわ。ホント」

「だけど、タクシー下りてからもあんなに距離があるんだもんね。アタシこんなに走ったの久しぶりだよ」

「ところで、駒こま犬いぬセンパイ大丈夫ですか？　さっきから声聞いてないんですけど」

「確かアタシが手を引っ張って船には乗ったはずだけど…………」

　唐とう子こはゆっくりと振り返り、搭とう乗じよう口ぐちの辺りを見やった。

　銀ぎん之の介すけ君は見事に力つきてなさった。見たところ意識もないようだ。男だからって理由で無理矢理に持たされた小こ夏なつや倉地の荷物が、無残にも彼の体を押しつぶしていた。

「ああああ!!　銀之介君しっかりいいいい」

「ううう、唐子。僕ぼく達、船に乗れたんだね」

「うん！　ちゃんと乗れたよ。乗れたんだよ」

「よかった…………ガクッ！」

「銀之介く～～～～ん!!」

　なんて感動劇場やってる隣となりで、復活した倉くら地ちと小夏はさっさと立ち上がった。

「さ、客室でくつろぎましょ」

「そ～～～ですよね、先生。それじゃセンパイ。失礼しま～～～す」

「あ、そこのお兄様方。荷物運んでくださる」

　知らないお兄様方達に荷物を運ばせちゃうとこなんかがさすが女じよ帝てい様々って感じだ。

「七しち味みさん達の荷物もとりあえず部屋に運んでおくからね」

　倉地先生と小夏はさっさといなくなった。唐子と銀之介のお二人が残された。

「どう、銀之介君。動ける？」

「おう………」

　とは言ったものの、立ち上がろうとする足腰は涙が出るくらい弱々しい。

「いいよ、そんなにがんばらなくたって。もう少し休んでから行こ」

　唐子は銀之介に肩を貸すと、近くのソファーに腰掛けさせた。そしてクスリって笑った。

「きっと変身した銀之介君なら、息ぎれ一つしなかったんだろうな」

「悪かったな。弱っちくて」

「いいよ。弱っちくなかったら、アタシ何もしてあげられないもん」

「？？？？」

　喜ぶべきか、はたまた落ち込むべきか。

　唐子の言葉に、銀之介は真しん剣けんに悩んだ。

「でもすごいね。アタシ達今、豪ごう華か客船の中にいるんだよ」

「なんかドタバタしててよく聞いてなかったけど、なんて船だったっけ」

「も～～、そんなことも知らないの？」

　唐とう子こは笑いながら言った。

「キングホルス号。オーストラリアを出発して半年かけて世界を一周するの。その途中で日本に寄ったの。で一週間後また日本の港に寄るからその時に下ろしてもらうの。一週間だけの豪華客船体験が出来る特別ツアーって訳。五〇人くらいいるらしいよ。港で乗った人」

「そうなのか」

「部屋を余らせるよりいいって思ったんじゃない。日本を出た後でも各国に寄って同じことやるみたいだから。でもね、一週間っていったって値段はけっこうするんだよ」

　唐子は銀ぎん之の介すけの耳元でごにょごにょと数字を囁ささやいた。

「そんなにするのか!!」

「そんなにするの。それがタダで味わえるんだもん。ホント銀之介君には感謝感謝だよ。もう銀之介君には足向けて眠ねむれないよ」

　唐子は銀之介に手を合わせるとナムナムと何か拝おがんだ。

「さ、そろそろ部屋に行こ。倉くら地ち先生がカギとか全部管理してるから」




「あ、カギね。はい」

　倉地は一枚のカードキーを唐子に握にぎらせた。

「荷物はもう運びいれておいたから。それじゃ」

　欠伸あくびしながらひっこむ倉地先生を銀之介は慌あわてて止めた。

「ちょっと待ってください。倉地先生」

「何？」

「あの、僕ぼくの部屋のカードキーは？」

「何言ってるのよ」

　倉地は軽く息を吐はき出してから言った。

「七しち味みさんに渡したじゃない」

「え、唐子それ二枚あるか？」

「ううん、一枚だけだけど」

　はっとした。もしかして、もしかしてこれはつまりあ～～ゆ～～ことなのでは…………。

「倉地先生。アタシの魔まよけのお線せん香こう、消さないでくださいよ」

　部屋の奥の方から小こ夏なつが出てきた時、その確信はさらに深まった。

　そして、それは的中した。

「二人で一部屋よ。そう説明あったじゃない一番最初に」

「まじっすか!!」

「大きなマジ！」

「でもそれはやっぱり」

「大丈夫よ。ベッドはダブルベッドだし。ソファーだってあるし。二人ぐらい簡単に泊まれるわ。それじゃ」

　倉くら地ち先生はそれだけおっしゃってドアをお閉めになられた。

「だってな」

「だってね」

　二人はしばし押し黙ってた。なんとなく気まずい空間。

　いくばくか時間が経過し、唐とう子こが拳こぶしを振り上げた。

「じゃんけんしよ。勝ったほうが今日きようベッドね。一日交こう代たいでいこう」
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「ふー食べた食べた」

　部屋に返って来た銀ぎん之の介すけはソファーにどっさりと腰を下ろした。結局じゃんけんで負けたから今日はこっちなのだ。

「おいしかったね～～。バイキング料理」

「ああ、毎日毎日あんなん食ってたら一週間後には北京ペキンダックになっちまうぞ」

「明日あしたは朝とお昼を考えないとね。夜はパーティーだって言ってたからまたすんこい料理出るんだろ～な」

「パーティー？」

「そ───だよ。倉地先生言ってたじゃん。今回乗って来た人達のために歓迎パーティーするって。明日の夜だよ」

「そー言えばそんなこと言ってたな」

「も──、ローストビーフに魂たましい傾かたむけてるから人の話が耳に入ってこないんだよ。さてっと」

　唐子は座ってたベッドからぴょんと立ち上がり、元気よく言った。

「ジャンケンしよ。勝った人からお風ふ呂ろね」

　ジャンケンが行われた。軍配はあっさりと唐子に上がった。

「じゃ────ね。お先に」

「おう、ゆっくり入ってこいや」

「覗のぞいたら怒るからね」

「バ、ババババ、バカ！！！」

「冗じよう談だん冗談。あははは」

　からからと乾かわいた笑いを響かせて、唐子は着替え抱かかえてバスルームに消えて行った。

「全く、バカな冗談を……………」

　銀之介は鼻で笑いながら、テレビのスイッチを入れた。

　なんかよく分からない英語のアニメがやってた。もちろん頭には入らない。言葉が分からないって理由もあるけど、それ以外の理由もちゃんとある。

　バスルームから聞こえてくるシャワーの音がなんか気になっちゃって気になっちゃって仕し方かたないのだ。

　そりゃ銀ぎん之の介すけだって健全な男の子だ。年相そう応おうの青少年菌きんが脳みそで繁殖してる。だけど普段は静かにしてる大人おとなしい性質の青少年菌だ（色はピンク。脳みそに付着している）。

　だけど、聞こえてくるシャワーの音に青少年菌がミラクル活動を活発化してるのだ。

　青少年菌は分裂を繰り返しどんどん面積を広げていく。このままでは脳みそ全部が覆おおわれるのも時間の問題だ。ピンクの脳みその誕生だ。

　いけないいけないと思いつつも、シャワーを浴びてる唐とう子こ様のお姿を想像してしまった。

　水に濡ぬれて幾分落着いた外バネの髪。視線をずずずって下ろしていくと湯ゆ気げの中に見える幻まぼろしの大地。山あり谷ありで………他ほかにもいろいろと……

「あああああああああああああああああああああああああああ!!　僕ぼくは何考えてんだああ」

　すんごいこと考え始めた頭を、銀之介はポカリスカリ殴なぐりつけた。

「唐子!!　ちょっと散歩に出かけてくる!!」

　バスルームに向かってそう怒ど鳴なりつけると、銀之介は部屋を飛び出した。




　甲かん板ぱんには、涼すずしい風が吹いていた。ところどころに設置された照明に照らされて、いい感じな雰囲気だ。

　思ったほど人影はなかった。少し肌はだ寒いって理由もあるだろうし、ロマンチックに愛を語ったりするにはまだちょっと早いってのもあるだろう。

　きっとあと二時間もすれば、カップルが徒と党とうを組んでやって来るんじゃないかなって、銀之介はちょっとそう思った。

　ヘリの手すりに体重を預けて、ちょっとしょっぱい風を体一杯に吸い込む。海から聞こえてくる音も心地よい。

　心が落着く。九〇パーセントまでピンクに染まった脳みそもいつもの色を取り戻しつつあった。シワは少ないけど。

　しばし、そうやってぼんやりと時を過ごした。

　人間はどこから来てどこへ行くのか？　なんて哲学的なことはこれっぽっちも考えちゃいない。

　明日あしたのパーティーにはどんな料理が出てそれはどんな味なのか？　なんてことを真しん剣けんに考えてた（肉料理オンリー）。

　たっぷりとよだれをすすり、唐子のシャワーそろそろ終わってるかな？って帰ろうとしたそんな時。

　銀ぎん之の介すけは気がついた。少し離れた場所に同じ様ように海を眺ながめてる人影があることに。

　後ろ姿しか見えないけど、長い髪の女性だった。

　突然、強い風が吹いた。長い髪が風になびく。

　どきっとするくらい綺き麗れいなうなじに、銀之介の鼓こ動どうがちょっと速くなった。

　銀之介は、今年度のベスト・オブ・ジ・うなじ賞を文もん句くなしにその女性に捧ささげた。

　さ、馬ば鹿かやってないで帰ろう、って心の中で呟つぶやき一歩を踏ふみ出した銀之介は、何かを踏みつけた。

　白地に波模様の…………ハンカチだ。この状況から考えて落とし主はあのうなじの持ち主ってのが妥当だろう。

「すみません。このハンカチ…………」

　女性がくるりと振り向いた。

　一瞬の間まの後、二人は同時に叫んだ。

「駒こま犬いぬ君！」

「楓かえでさん！」

　銀之介はパクパクと空気を食べてから追っかけ叫んだ。

「どうしてここに？」

「それは多分…………駒犬君と同じ理由だと思うわ」

「………………そっか、楓さんも当たったんだ。商店街の福引に」

「まさか、駒犬君も当たってたなんてね」

「僕ぼくだけじゃないんだぞ。倉くら地ち先生も当たったらしいし。結局、倉地先生、不思議研の小こ夏なつちゃん、唐とう子こ、それから僕の四人で来てるんだ」

「いつものメンバーが勢ぞろいね」

「楓さんは………」

　唐子の言葉が思い出された。美男美女のカップルってあの話だ。

「そっか、そーだよな。楓さんならいてもおかしくないもんな。うんうん」

「何言ってるの？」

「だから、彼氏と来たんだろ？」

「私が彼氏と？」

　楓はしばし目をパチクリさせてから、軽く笑った。

「冗じよう談だん。兄さんとよ」

「狩かり谷や先生と？」

　言われてみれば、あの兄妹が並べば美男美女のカップルと誤解されてもおかしくないような気がする。

「そっか、狩谷先生も来てるんだ」

　楓かえでが彼氏と来てないってのは、ど───してかちょっとほっとするとこもある。でも船の中に狩かり谷や先生がいるってのはちょっと背せ筋すじが寒いとこだ。

「目玉焼きには気をつけよっと」

　銀ぎん之の介すけは小さな呟つぶやきを潮風に乗っけてから尋ねた。

「楓さんは、こんなとこで何してるの？」

「別に、海でも眺ながめようと思って。駒こま犬いぬ君は？」

「僕ぼくは…………」

　唐とう子このシャワーの音が気になっちゃって脳みそがピンクになっちゃって…………なんてこた言えない。

「魚でも眺ながめようと思って」

　銀之介はニヒルにそう呟つぶやいた。

「でも本当ラッキーだよな。僕って全然クジ運ないんだけど、たまたま頼たのまれた買い物で…………」




「も────、自動販売機で日本円が使えないんだもんな。でもよかった。両りよう替がえしてくれるとこあって」

　なんてぶつくさ呟きながら、唐子はコーラのボタンを押した。ガゴンって音をたてて自動販売機がコーラを吐はき出す。

「ふ～～～冷たい冷たい」

　出て来たコーラをそで伸のばした服で持ち、歩き始めた唐子は、ふとその足を止めた。

「あれ？」

　横切った窓から甲かん板ぱんが見えた。問題はそこにいた人物だ。

「銀之介君？」

　距離はかなりあるけど、健康優良児だから目はいいのだ。服、髪型、顔、どう見たって銀之介だ。

　問題は銀之介が女の人と話してるってことだ。影になってよく見えないけど、紛まぎれもない女の人だ。

「誰と話してるんだろ？」

　窓ガラスにへばりつく唐子の後ろから、聞きなれたメガネ声が聞こえた。

「海の亡ぼう霊れいですね」

　そんなこと言うのはあの娘むすめだけだと思って呆あきれながら振り返ると、やっぱりあの娘だ。

「海の亡霊ですよ。駒こま犬いぬセンパイお人よしの顔してるから引きずり込まれようとしてるんですよ」

「ははは、そんな訳ないって小こ夏なつちゃん」

「いいえ！　そーに決まってます。そう考えないとおかしいじゃないですか。駒こま犬いぬセンパイがあんなに楽しそうに話してるんですよ。初対面の女の人と話せる性格じゃないでしょ。駒犬センパイって」

「それは…………そうだけど」

「海の亡ぼう霊れいの力に引きずり込まれそうになってるんです。早く助けてあげないと。はい、七しち味みセンパイ」

　ひしゃくが唐とう子この手に渡された。これでどーしろっちゅうねんって感じだ。

「甲かん板ぱんへと続く扉はあっちですね。行きますよ」

　小こ夏なつが飛び出してくもんだから、唐子は仕し方かたなしにその後ろをついていった。事故はその直後に起こった。

　角を曲がった人物と、唐子が軽く正面衝しよう突とつしたのだ。

「いたたたた」

「すみませんでした。大丈夫ですか？　七味さん」

「いえ、こっちこそごめんなさい…………え？」

　何で名前知ってんだろ？

　その謎なぞも、顔を上げてすぐに分かった。

「狩かり谷や先生」

「こんばんは。七味さん」

　狩谷森もり彦ひこが、軽く会釈した。

「ど～～して先生が」

「あれ、倉くら地ち先生から聞いてないんですか」

「あ、アタシ聞きました。狩谷先生と狩谷センパイも福引で当たったそうですね」

「さっきラウンジで倉地先生と会った時は驚きましたよ」

「そっか、美男美女のカップルって、先生と楓かえでちゃんのことだったんだ。ってことは楓ちゃんも来てるってことですよね」

　頷うなずく狩谷に、唐子はやったと飛び跳はねた。

「で、楓ちゃんどこですか？　お話ししたいから」

「楓は甲板に行くと出かけて…………ほら、あそこですよ」

「え？」

　って視線を向けたとこには、銀之介と話す楓の姿があった。この場所からならしっかりと見えた。

「遅いから心配になって見に来たんですが、その必要はないみたいですね。ところで」

　狩谷は唐子と小夏の手に握にぎられる物体を見て、不思議そうに尋ねた。

「それは一体何ですか？」

「気にしないでください。気にしないで。あははは」

　底の抜けたひしゃくを背中に隠かくし、唐とう子こはあはははと笑った。

「せっかくですから、喫茶店にでもどうです？　ご馳ち走そうしますよ」

「本当ですか？　わ～～い」

　小こ夏なつが素直に喜んだ。

「唐子さんも？」

「ありがとうございます。それなら銀ぎん之の介すけと楓かえでちゃんも呼んで来よう」

「待ってください」

　二人を呼んで来ようと駆かけ出す唐子に、狩かり谷やがそっと待ったをかけた。

　不思議そうに振り向く唐子に、狩谷は穏おだやかに言った。

「三人で行きましょう」

「え？　でも」

「いいから」

「そーですそーです！　行きましょーよ。七しち味みセンパイ」

　小夏に手をぐいぐいと引っ張られ、唐子はその場を後にした。

　唐子の瞳ひとみの中で、楽しそうに話す楓と銀之介が映っていた。




　キングホルス号内、高級レストラン、マヨーネ。そこに男はいた。

　きっちりとスーツを着こなしたワシ鼻の男だ。見えているか分からない細い目をしょぼしょぼさせながら豪ごう華かディナーを楽しんでいる。

「ワインのおかわりはいかがですか？」

　ワインを注ぎに来たボーイさんが、男の耳元で囁ささやいた。

「ボス。これを伝えてくれと？」

　突き出された紙切れを、ワシ鼻男は開き、ゆっくりと文字を読む。

「カエデ。ジャパニーズ。強ごう盗とうに両親が殺され、富ふ豪ごうに引き取られた。これだけか？」

「それだけでした」

「ふざけやがって」

　ワシ鼻男は紙切れをくしゃくしゃに握にぎりつぶすと足元に転がした。

「おい、今度連絡がきたら伝えておけ。俺おれが帰る前に居い場所を見つけておけってな。何が何でもだ」

「了りよう解かいしました」

　ボーイさんはまたもとのボーイさんの顔つきに戻ると、テーブルから離れて行った。

　ワシ鼻男は高級そうな葉巻を取り出すと口にくわえた。火をつけると、高級そうな煙が漂ただよう。

「名前も分かった。素す性じようも分かった。ただ現在の場所が分からないか。冗じよう談だんじゃねえ。一番肝かん心じんなとこじゃねえか」

　ワシ鼻男は面おも白しろくなさそうに窓の外に目を向けた。

　客船の上部に作られたレストラン。その窓からは海と、そして何よりこのキングホルス号の雄大さを目にすることが出来る。

「どいつもこいつも役たたずめが…………女一人捜さがせな…………」

　男はそこで言葉を止めた。

「噓うそ……………だろ……………」

　葉巻をまだ料理の残ってるステーキ皿に押しつけると、立ち上がる。まるで夢む遊ゆう病びよう者しやのような足取りで前面ガラス張りの窓に歩み寄った。

　甲かん板ぱんが見えた。そして照明に照らされる男と女も。

　あれからもう何年もたっているが、面影はしっかりと残ってた。

「おい！」

　ワシ鼻男はボーイを呼ばった。

「みんなに伝えておけ。予定を早める。明日あしたの夜決行だってな」

「しかし、もう少し沖おきに出てからと」

「いいんだよ。明日の夜だ。分かったな!!」

　ボーイを追い返し、わし鼻男はまたガラスに顔をくっつけた。

「まさかこんなところで会えるなんてな。運命ってのは面白いぜ」

　軽く唇くちびるを舐なめると、残ざん虐ぎやくな笑みを浮かべ吐はき出した。

「見つけたぜ。カエデ!!」




「明日のパーティーって楓かえでさんも出るの？」

「あまり気はのらないけど、兄さんが出うって」

「そうそう、出た方がいいってば。すっごい料理出るんだよきっと。豚の丸焼きとか、座ざ布ぶ団とんみたいなステーキだとか、他ほかにもいろいろ」

「ヨダレ……」

「おっといけないいけない」

　銀ぎん之の介すけは慌あわててヨダレをすすった。

「本当に肉が好きなのね」

「まあね。血ち筋すじって奴やつかな」

「血筋か………………」

　楓は少し考え込んでから、おもむろに口を開く。

「銀之介君」

「何？」

「お手……………」

「…………………」

　突き出された楓かえでの手に、銀ぎん之の介すけは思わず絶句した。いきなりお手なんて言われるのも絶句もんだけど、それを言ってるのが楓ってのが一番の驚きだ。

　だけど楓はぴくりとも表情を変えず続ける。

「お手………………」

「……………………」

「お手………………」

「……………………」

「お！て！」

　沈黙の中、銀之介はゆっくりとグーにした手を持ち上げた。そしてそれを、楓の手のひらにちょこんと載のっける。

「わん…………」

　再び走る沈黙。吹き出したのは楓が最初だった。

「ふふ」

「はは」

「ふふふ」

「あはは」

　夜風の中、二人は笑いあった。

　残ざん忍にんな影が、見下ろしていることも知らずに。













　　　第三章　ドキドキパーティーは波乱の始まり？
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　白いヒゲの立派な男だった。でも立派なのは何もヒゲだけじゃない。着てる服だって立派なもんだ。でっぷりとしたお腹なかだって立派だし、ぷるぷる揺ゆれる耳たぶだって立派だ。

　そりゃそうだ。なんてったって彼はキングホルス号の船長さんなのだから。

　船長さんはコーヒーを一口すすり、操そう舵だ室から見える夜の海を眺ながめた。

「今日きようも海は穏おだやかだな」（日本語じゃないよ）

「そうですね」（こっちもそーね）

　船の舵かじをとってた若い船員さんが頷うなずいた。

「そう言えば船長。今日はパーティーでしたよね」

「ああ、何度目なのか忘れてしまったがな」

　うんざりとした口調で船長さんは呟つぶやいた。

「週に一度は何かと理由をつけてパーティーだ。慌あわただしいことこのうえなしだ。のんびりとした時を味わいたくて船に乗るんじゃないのかい？」

「最初はそう思ってても、段々疲れてくるんじゃないですか、のんびりするのに。所しよ詮せん人間ってのは退屈に耐えられない生き物なのかもしれませんね」

「そういうことかもな」

　船長さんはまたコーヒーをすすった。

「船長も参加なさるんですよね」

「仕事だからな。それに挨あい拶さつしなきゃならん」

「そっか、ご苦労様です」

「挨拶、考えておかなくちゃな」

　船長さんがそう呟つぶやいた直後だった。操舵室の扉が勢いよく開かれ、男が堂々と入ってくる。ワシ鼻の目立つ男だ。

「紳しん士し淑しゆく女じよのみなさん。ようこそこのキングホルス号へ。新たな旅の仲間が出来たこと、心より嬉うれしく思います。さて、この船はこれよりクソッタレ海峡を越えクソッタレ島へと向かいそこで…………」

「すみません！」

　突然入ってきて演説ぶる男に、船長さんは船長さんらしく堂々と言った。

「ここは関係者以外立ち入り禁止です。何か御用がございましたら」

「これは失礼。ついリハーサルに夢中になってしまいましたな」

　ワシ鼻男は軽く頭を下げた。

「実は、船長さんに休きゆう暇かをとっていただこうと思いましてね」

「休暇？」

「そうです。ご心配なさらずに。船長さんのお仕事はこの私が代行させていただきますから」

「面おも白しろい冗じよう談だんですな」

　船長さんは白ヒゲを揺ゆらして笑った。

「せっかくですが遠えん慮りよさせていただきますよ」

「遠慮なんかする必要ないんですよ。いや、遠慮なんか出来ないんですよ。私がそう決めたのだから」

　その言葉が合図だったかのように、どやどやと操そう舵だ室に飛び込んで来る屈くつ強きような男達。それぞれの手に拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

「どうです？　休暇をおとりになる気になられましたか？」

　無数の銃じゆう口こうに見詰められてちゃ、首を縦たてに振るしかない。

「結構結構」

　ワシ鼻男は満足気に頷うなずいてから、目を開いた。それまで人のよさそうだった顔つきが一変する。残ざん虐ぎやくで狡こう猾かつな猛もう禽きん類を思わせる顔だ。

「服を脱ぬがせろ」

　男達が剝はぎ取った船長さんの制服を、ワシ鼻男は素早く着込んだ。帽ぼう子しもかぶり、パイプもくわえる。

　ワシ鼻船長さんの誕生だ。本物ほど恰かつ幅ぷくはよくないが、貫かん禄ろくはなかなかのものだ。

　猿さる轡ぐつわはめられてむーむー言ってる船長さんに、ワシ鼻船長は薄ら笑みを浮かべ言った。

「心配いりません。最高のパーティーにしますから。最高のくそったれパーティーにね」

　くくくくという忍び笑いが、操舵室に響いた。
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　パーティーだ。どこからどう見たってパーティーだった。血統書つけたっていい。

　キングホルス号のメインホール。見上げればすごく豪ごう華かなシャンデリアなんかがぶらさがってるようなところだ。

　並べられるのは色とりどりの料理達。載のってる皿も豪ごう勢せいだけど、載っかってる料理も負けず劣らずすごい。

　オーケストラの生なま演奏が流れる中、ゴージャスですってオーラを巻きつけた男達と女達がワイングラスを傾ける。もちろん着てる服はドレスやタキシードだ。見るからに高そうだ。一万円札を縫ぬい合わせて服を作ったってまだかなわないかもしれない。

　そんな中、庶しよ民みんの代表みたいな顔つきした二人はひたすらポカンとしてた。

「すっごい豪ごう華かなパーティーだね」

　唐とう子こがぽつり呟つぶやいた。

「ああ、豪華だ」

　銀ぎん之の介すけが頷うなずいた。

「みんな、ドレスとかタキシードとか着てるね」

　唐子がまた呟いた。

「ああ、着てる」

　銀之介はまた頷いた。

「アタシ達…………場ば違いだね」

「…………」

　二人はゆっくりと自分達の格好を見つめた。千円札を縫ぬい合わせて作った服にも完敗するだろう。今はなき百円札で、いい勝負かもしれない。

「これでもアタシが持ってる中で一番いい服持って来たのにな」

　自分の花はな柄がらワンピースをひらひらさせ、唐子はぼそっと呟いた。

「唐子はまだいいよ。僕なんかほら、バリバリの普段着だぞ。しかもひじんとこなんか穴開いてるし」

「浮いてるね」

「だろ、浮きまくってるぞ」

　銀之介ははあってため息を吐はき出した。

「でも、大丈夫だよ。もうすぐ倉くら地ち先生と小こ夏なつちゃんが来るから。きっとあの二人だって庶しよ民みんの代表」

「こっんばっんは」

　突然、目の前にドレス姿の小こ柄がらな女の子がやって来た。ショートカットの目のパッチリとした女の子だ。なかなか可愛かわいらしい。

「こ、こんばんは」

　免めん疫えきのない銀之介はいきなりきょどった。

「あ、何も飲んでないんですか？　ダメですね。何か持って来てあげます。何がいいですか？」

「コーラ……唐子は？」

「アタシは…………オレンジジュース」

「分っかりました。ちょっと待っててくださいね」

　女の子はてこてこ駆かけて行った。

「ねえ、銀之介君」

　唐子はジト目を銀之介にと向けた。

「一体いつの間にあんな子と仲良くなったの？」

「ちょっと待てよ。唐とう子この知り合いじゃないのか？」

「知らないよ。銀ぎん之の介すけ君の知り合いでしょ」

「知らない娘こだよ」

「噓うそ、知らない子がいきなり、こっんばっんは、なんて言って近寄って来るの？」

「だから、本当に知らないんだって」

　プチな言い争いが勃ぼつ発ぱつする中、二人の間にコーラとオレンジジュースが割って入った。

「どうぞ。七しち味みセンパイ。駒こま犬いぬセンパイ」

「え？？？？」

　二人は女の子の顔をしげしげと見つめた。自分達のことをセンパイって呼ぶ人物は、この船には一人しかいないはずだ。ってことは…………このぱっちりとした目をぐるぐるメガネで覆おおって、手に呪のろいの人形か何かを握にぎらせたら………。

「小こ夏なつちゃん！！！！」

「ど～～したんですかお二人ともそんな顔して」

「その………メガネは？」

「コンタクトですよ。あんまり得意じゃないから普段は使わないんですけど、こういう時だから使いなさいって倉くら地ち先生が。あ、服も倉地先生に見立ててもらったしお化け粧しようもしてもらったんですよ」

「すごいね」

「ああ、全然浮いてないもんな」

　銀之介と唐子はかくかくと首を動かし感心した。

「ところで、倉地先生は？」

「とっくの昔に来てるはずですよ。会いませんでしたか？」

　小夏はぐるりと辺りを見渡し、叫んだ。

「ほら、あそこです」

　ワイングラス傾けながらたくさんのハンサムジェントルマンに囲まれてる倉地先生がいた。

　どおりで見つけにくいはずだ。浮かないどころか溶け込んでるのだ。

「すごいね。倉地先生」

「ああ、素質はあると思ってたけどな」

「それじゃ私、倉地先生んとこに行ってくるので。失礼します」

　小夏はぺこって一礼するとてこてこ駆かけて行った。後ろ姿も浮いてなかった。

「残る希望は………狩かり谷や先生と楓かえでちゃんなんだけど………」

「あの二人は………浮いてないと思うぞ」

　銀之介の予想は当たった。聞こえてくるどよめきで、二人は振り返る。パーティー会場への入り口から姿を現した一組の男女に、人々が軽く息を漏もらしたのだ。
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「楓かえでちゃん。キレイだね」

「ああ、キレイだ」

　ちょっと魂たましい吸い取られたような顔つきで、銀ぎん之の介すけが答えた。

「なんか……………悔くやしいな」

　唐とう子こが靴のつま先で床をぐりぐりってやった時だ。

「はい」

　一枚のカードキーが目の前に突き出された。

「私の部屋のカードキーよ。ベッドの上にたくさんドレスが広げてあるから、もし気に入ったのがあればどうぞ。貸してあげるわ。靴もいくつかあるから好きなのを履はくといいわ」

「倉くら地ち先生…………」

「お化け粧しよう箱も置いてあるから使ってもいいわよ。やり方が分からなかったら一緒に行ってあげても」

「大丈夫です！　ありがとうございました！」

　唐子はぺっこり頭を下げた。

「よかったな。唐子」

「うん!!」

「それじゃ、僕ぼくはご飯食べてるからあとでな」

　元気よくローストビーフに突進しようとする銀ぎん之の介すけの襟えり首くびを、唐とう子こはむんずって摑つかんだ。

「銀之介君も来るの!!」

「何でだよ。僕ぼくはドレスなんか着ないぞ！」

「そうじゃないの。服が庶しよ民みんなのは仕し方かたないけどさ、せめて」

　唐子は銀之介の足元を指差した。

「靴下………せめて同じ色のにしようよ」

　銀之介は自分の足元を見下ろした。靴下の色が左右違ってた。よくやるうっかりだ。

「いや、でもこれもファッションだと思えば………」

「いいから来るの!!」

　ぐいぐいと銀之介は引っ張られた。

「ああ、僕のローストビーフ。ローストビーフ」

　悲痛な叫び声を上げ、銀之介はパーティー会場から連れ去られて行った。

「相変わらずですね。駒こま犬いぬセンパイの肉好き」

　皿一杯にシーフド山盛りにした小こ夏なつが、海エ老ビをむしゃむしゃしながら呟つぶやいた。

「本当ね。まるで肉食動物みたい」

「でも倉くら地ち先生。七しち味みセンパイ着れますか？　先生のドレス」

「大丈夫でしょ。私の方が少し背は高いけど、それぐらいは」

「問題は背じゃなくてですねえ。倉地先生と七味センパイじゃ全然サイズが違うじゃないですか？」

　小夏が倉地のダイナマイツなとこを指差した。

「あっ」

　こりゃうっかりだって声が漏もれた。

「子供だって分かりますよそんなこと。倉地先生、酔よっ払ってるんじゃないですか？」

「七味さんのことだからきっと何か工く夫ふうするわよ。そーそー。頭のいい娘こだから。あ、船長さんの挨あい拶さつが始まるみたい。ほら、プチ三みつ石いしちゃん。英語の勉強。英語の勉強」

　なんか強ごう引いんに誤ご魔ま化かされたみたいだったけど、小夏は言われるままに首を動かした。

　バルコニー風になった壇だん上じように、船長さんが立ったところだった。

　オーケストラの音楽が止やみ、パーティー会場に静けさがやってくる。

　ワシ鼻の船長さんは、大きく息を吸い込むと語り出した。多少なまりはあるものの紛まぎれもない日本語だった。




「日本から乗船された紳しん士し淑しゆく女じよのみなさん。ようこそこのキングホルス号へ。新たな旅の仲間が出来たこと、心より嬉うれしく思います。さて、この船はこれよりクソッタレ海峡を越えクソッタレ島へと向かい………」




「ねえ倉くら地ち先生。くそったれ海峡って何なんですかね」

「さあ…………それにおかしいわね」

　倉地は小首を傾かしげて呟つぶやいた。

「昨日きのう挨あい拶さつしてた船長さんと違うような気がするけど」

「人事異動があったんじゃないですか？」

「航海の中で、そんなこと聞いたこともないわ」




「みなさんの素す晴ばらしい思い出がこの船で作られることを祈いのり乾かん杯ぱいをしたいと思います。そこで、日本より乗船された方で一名、壇だん上じように上がっていただきたいのですが…………」

　ワシ鼻の船長さんはぐるりと眼下を見下ろし、一人の女性に目を止めた。

「そこの青いドレスのお嬢じようさん。どうぞこちらへ」




「楓かえで。お前に声がかかってるぞ」

「気が進まないわ」

「そう言わずに行ってこい。せっかくのチャンスなんだから」

　森もり彦ひこが楓を促うながした。

「それとも、駒こま犬いぬ君を探して一緒に上がってもらおうか？」

　楓は兄を睨にらみつけてから、つかつかと壇上に向かって行く。その後ろ姿を、森彦は優しい瞳ひとみで見つめた。




「このお嬢さんに拍はく手しゆ！」

　ワシ鼻船長さんが声を張り上げた。言葉は分からなくても誰かが拍手を始めれば皆がそれに続く。盛大な拍手に会場は包まれた。

「どうぞ。お嬢さん」

　ワシ鼻船長さんがグラスを楓に差し出した。

「ありがとう」

　楓がワイングラスに手を伸のばした。手と手が、一瞬だけ触れた。

　強きよう烈れつな映像が、楓の頭の中に流れ込んでくる。死肉をあさるハゲワシの映像だ。見続けるのもおぞましい、残ざん忍にんな表情をたたえたハゲワシ。

　その映像を目にするのは初めてではなかった。昔、これと同じハゲワシを感じたことがある。まだイギリスに暮らしていた頃ころ、叔お父じの頼たのみで警察の捜そう査さを頼たのまれた時だ。プロファイリングの資料に目を通した後、空港へ向かった。一人の紳しん士しが、このハゲワシを飼かっていた。テロリストと聞いた。確か名前は…………。

「ジャ───ジ───……コンドル」

「覚えていてくれて光栄だ。俺おれの正体をみやぶったあの力はまだ健在のようだな」

　ワシ鼻船長、いや、コンドルは楓かえでの腕を摑つかむと拳けん銃じゆうを突きつけた。

　それを合図とし、会場の入り口からなだれ込んで来る男達。迷めい彩さい服ふく。目と口しか出ていないフェイスマスク。そして拳銃。

　おびただしい悲鳴。騒そう然ぜんとするパーティー会場。

「楓！」

　壇だん上じように駆かけ上がろうとした森もり彦ひこだが、コンドルの部下の一撃であっさりと床に沈んだ。

「やかましい!!」

　コンドルの放った一発の銃声で、ピタリと静寂が訪れる。重苦しい沈ちん黙もく。

　コンドルは満足気に頷うなずいてから、早口の英語で喋しやべった。

「自己紹介が遅れたな。新船長のコンドルだ。これからは私に従ってもらおう。もし従いたくないなら遠えん慮りよなく言ってくれ。鉛なまり玉だまをご褒ほう美びにくれてやるからな」

　全すべての人が遠慮した。

「一体ど～なってるんですか？　ど～～～して狩かり谷やセンパイがあんなことに」

　小こ夏なつが小声で囁ささやいた。

「よくは分からないけど」

　倉くら地ちはゴクリと唾つばを飲み下し呟つぶやいた。

「逆さからわない方がいいことだけは確かね。長生きしたければ」




　パーティールームがそんなすごいことになってる時、我らが銀ちゃんが何してたかとゆ～と。

「靴下靴下。立ちながら靴下を穿はくのはバランスをとるのが大変…………うおっち!!」

　元気に部屋で転んでいた。

　波乱が始まっちゃってるってことなんて、知る由よしもなかったのだった。













　　　第四章　気がつけばシージャック？
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「お～～～い、唐とう子こ。まだか～～」

　靴下が同じ色になった銀ぎん之の介すけは、こんこんって倉くら地ち先生の部屋の扉を叩たたいた。

「お～～～い」

　再度声をかけ続ける。もち気になっちゃってるのはローストビーフだ。っていうかそれ以外は何も考えちゃいない。

「ちょっと待って！　今開けるから！」

　扉の向こうからくぐもった声が聞こえてくる。その言葉通り、ドアが開かれた。

　出て来た唐子の姿に、銀之介は不思議そうに尋ねた。

「唐子。それがドレスなのか？　気のせいかさっき着てた服に似てるけど………」

「当たり前だよ。さっき着てたワンピースだもん。ドレスね、着るには着てみたんだけどさ。胸んとこが全然もう悲しくなるくらいがばがばで、ティッシュ詰めたりとかしていろいろ試してみたんだけど、なんか息が詰まっちゃってさ」

　いや～～まいっちゃったよって唐子はへら笑った。

「やっぱり動きやすいこっちの方がいいかって結論になったんだ。せいぜい銀之介君と一緒にいてアタシ一人が目立たないようにしてるよ」

「そっか。まあドレスなんかよりこっちのほうが唐子らしいよ。さ、飯めし食いに行こ。すぐ行こ、さあ行こ」

「うん、ドレスデビューはまだ大事にとっとくよ。結婚式の時まで」




　最初に異変に気がついたのは唐子だった。パーティー会場のホールに向かって歩いてる中、ふと怪け訝げんそうな顔をして見せた。

「なんかさ、静かだよね」

「そうか？」

「静かだよ。さっきここ歩いてる時は音楽とかざわざわしてる声とか聞こえたもん」

「音たてちゃダメダメゲームでもやってるんじゃないか？」

「こんな豪ごう華か客船で？」

「ありえるぞ。お金持ちの考えることは分かんないからな。そんなことよりもローストビーフだ。ローストビーフ」

　もはや脳みそには牛肉の塊かたまりしかない銀之介は、ぶんちゃか足を進める。会場入り口にはまもなくたどり着いた。たどり着いたんだけど………。

「閉まってるぞ」

「おかしいね。アタシ達が出てからまだ十五分くらいしかたってないよ。いくらなんでもパーティー終わったってことないよね」

「ないない。いくらなんでも十五分であの料理全部かたづけるのは無理だろ。乗客全員がフードファイターでもない限り。とりあえず入れば分かるよ」

　果か敢かんに扉を開けようとする銀ぎん之の介すけを唐とう子こが止めた。

「待ちなって銀之介君。なんか偉えらい人の話とかで静かになってる中、ひょこひょこ入ったらますます格好悪いじゃん。ただでさえ服装で浮いてるのに」

「そりゃまあそうだけど、僕ぼくのローストビーフが………」

「ほら、一階上の通路がバルコニーみたいになってたじゃん。そこに行けば様子が見えるよ。そうしてからにしよ」

「だけど、僕のロースト………」

「そんなすぐなくならないって。この船で旅してる人達にとっちゃローストビーフなんてそんな珍しい料理じゃないよ。うんうん。さ、行こ行こ」

　唐子はまた銀之介の襟えり首くびをぐいぐい引っ張った。

「ロースト………」

　最高級にうらめしそうな顔して、銀之介は引きずられて行った。




　一階上の通路。観葉植物がならぶちょっとした休きゆう憩けい場。そこがホールと繫つながっていた。観葉植物の後ろからちょいと覗のぞき込めばホールの中が見下ろせるのだ。

「葉っぱが顔にちくちくささって痛い痛い」

「しー。ほら、覗いてみよ」

　二人は葉っぱと葉っぱの間に顔を突っ込み、ホールを覗き込んだ。

「よかった。ローストビーフはまだしっかり残ってるぞ」

「そんなことより銀之介君。なんか様よう子すが変だよ」

「確かに変だな。料理がどれも減ってない」

「そんなんじゃないよ。よっく周りを見て！」

　小声でそう叱しつ責せきされる。銀之介は顔をしかめながら初めて料理以外のものに目を向けた。

　参加者達がおびえた様ような顔で小さくなってて、その間を拳けん銃じゆうを持った男達が目をひからせながら歩き回ってる。

　そ～～ゆ～～状況だ。

「一体ど～～ゆ～～ことなんだ？」

　訳が分かりませんって声を出す銀之介の隣となりで、唐子が固く息を吐はき出した。

「間違いないよ。シージャックって奴やつだよ」

「シージャック！！！」

　大声を上げる銀ぎん之の介すけの口を唐とう子こは慌あわてて押さえ、頭を引っ込ませる。

「ダメだって大声出しちゃ」

「すまん。ついびっくりして。でもシージャックって言えばあれだろ？　ハイジャック、バスジャック、トレインジャック、ブラックジャックとかの親しん戚せきの」

「最後のは違うと思うけど。とにかく、船を乗っ取っちゃうあのシージャックだよ。アタシ映画で見たことあるもん」

「オーマイガッド」

　銀之介はがっくりと落ち込んだ。

「そ～だよな。運の悪い僕ぼくが当たった旅行だもんな。なんかありそうな予感はしてたんだよな。なんかありそうな予感はさ。は～～、運ないんだよな。昔から」

　どんどん鬱うつにはまってく銀之介の肩をがっちと摑つかみ、唐子は力いっぱい揺ゆさぶった。

「そんなことで落ち込んでる場合じゃないって。なんとかしないと」

「なんとかしないとって言ったってな」

「映画だとね、実はすごく強いコックさんとかが単身立ち上がって悪い奴らをばったばった倒しちゃったりするんだよ」

「都合よくそんなコックさんはいないだろ」

「でも、すごく強い乗客ならいるじゃん」

「どこに？」

「ここに！」

　銀之介の鼻はな面づらに唐子の指が突きつけられた。確かにすごく強い乗客だろう。強くなるにはそれなりの儀ぎ式しきって奴が必要だけど。

「でもな、狩かり谷や先生もいるってのに変身するのは……」

「そこは後で誤ご魔ま化かすしかないよ。とにかく、ここは銀之介クンしかいないの!!」

　熱っぽくそう説得された。

　銀之介は考えた。確かに、拳けん銃じゆうごときで武装した集団なんて変身してしまえば軽く倒せるだろう。流れ弾だまが他ほかの人に当たらないようにするとかいろいろと考えなきゃならないけどそれでも勝てない勝負じゃない。

　それに、あいつらをなんとかしないことにはローストビーフが冷めてしまう!!

「よし、やろう」

　銀之介は深く頷うなずいた。動機の八〇パーセントくらいはローストビーフだけど、本人の名めい誉よのために付け加えれば、残りの二〇パーセントくらいは正義感だ。

「よし、唐子。月見うどんをポケットから出せ」

「無理言わないでよ。未来の世界から来たロボットじゃないんだからさ」

　唇くちびるを尖とがらし、唐とう子こは言った。

「ホールの料理の中に確かゆで卵輪切りが載のってるサラダあったけど、入るのは無理そうだね」

「それに人前で変身って訳にもいかんだろ」

「となったら、あと卵がありそうなとこって言えば調理場だね」

　とりあえずの行き先が決まった。

「目指すは調理場だよ」

「おう！」

　二人は小声で叫び、拳こぶしを振り上げた。
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「船内見取図によれば、この向こうが調理場だよ」

　通路の角に身を潜ひそめ、唐子が押し殺した声を出した。

「なるほど、確かに調理場っぽい入り口が見えるぞ」

　こくこくと頷うなずいた銀ぎん之の介すけは、続けて呟つぶやいた。

「問題はどうやってあそこまで行くかだよな」

「確かにね」

　唐子も頷うなずいた。

　調理場へと向かう通路に、迷めい彩さい服ふくの男が一人立っていた。拳けん銃じゆうを持ってることから考えてシージャック犯の一味だろう。

「それにしても、ど～～して調理場なんか見張ってるんだ？」

「そんなのちょっと考えれば分かるじゃない」

　銀之介はちょっと考えた。だけど分かんなかった。

「じゃあヒント。シージャックとかした犯人が恐こわがることって何だと思う？　それを考えれば調理場を見張ってる理由が分かるよ。きっと」

「犯人が恐がること…………それが調理場と関係ある」

　しばし、考えてから銀之介はポテリと手を打った。

「なるほど、分かったぞ」

「分かった？」

「ああ、空腹だな」

「へ？」

　呆あきれる唐子なんかどっかに置いてけぼりにして、銀之介はひたすら自分の路線を突っ走った。

「犯罪ってのはなかなか体力がいるんだよ。後ろめたいことやってると神経だって疲れるだろうし。腹が減っちゃなんにもならないからな。だから調理場を見張っていつでも料理が作れるように」

「もういいよ。銀ぎん之の介すけ」

　はあってため息を吐はき出してから、唐とう子こは言った。

「犯人グループが恐こわがることって言うのは、乗客達が一致団結して立ち向かってくることなんだよ。どう見たって数はそっちの方が上でしょ」

「確かに」

「調理場には庖ほう丁ちようとかフライパンとかたくさんの武器があるでしょ。それを乗客達が手に入れないように見張ってるんだよ」

　シージャック犯相手にフライパンを振り回して戦う乗客達の図が頭に浮かんだ。それはそれで立派なもんだと銀之介は感心した。

「庖丁もフライパンも必要ありません。僕ぼくが欲しいのは卵です。って宣言すれば通してくれるかな？」

「多分ダメだと思う。それに、日本語通じないんじゃないの？」

「それもそうだ」

　はてさて、ど～～したもんだろ～～か。

　二人は漬つけ物もの石いしのように押し黙だまって考え込んだ。

「あ～～、悩んでたってしょうがないね」

　唐子がすくっと降ろしてた腰を上げた。

「いい、銀之介君。アタシが囮おとりになって犯人をひきつけるから、銀之介君はそのスキに調理場へ行って変身して来て！」

「それはいくらなんでも危険すぎるよ」

「いいから!!　頼たのんだからね！」

　唐子は一方的にそれだけ言うと陰から飛び出した。

　見張りが気がつく。何かを叫ぶけど唐子は明後日あさつての方向に逃げ出した。道は開いた。

「唐子！　すぐに助けに行くからな!!」

　銀之介は調理場めがけて突進した。力いっぱい足を動かし、調理場の扉を押し開ける。一面銀色の世界が広がった。調理場のステンレスの色だ。

「ついた!!」って叫んだ途と端たん、世界が反転した。

　銀之介はそのまま何な故ぜか意識を失った。不思議なことに。




「おかしいな。銀之介君まだ来ないのかな？」

　かれこれもう三分はたってるはずだ。もう変身した銀之介が助けに来てくれたっていいはずなのに………来ない。まだ来ない。

　自動販売機の片隅で丸くなってる唐とう子こ。見張りから逃げてここに身を潜ひそめたのだ。

　と、不意に影がかぶさる。てっきり銀ぎん之の介すけだと思った唐子は元気よく顔を上げた。

「遅いよ銀之す………」

　残念賞だった。そこにいたのは息を切らした見張りの人だ。

「この小こ娘むすめ、ちょこまかちょこまかと走り回りやがって」

　何言ってんだかさっぱり分からないけど、多分そんなこと言ってんだと思った。

「ほら、来いよ」

　拳けん銃じゆうを突きつけられ、唐子は素直に従った。

「はいはい、ついてきますってついてきます」

「さんざん走らせやがって。いいか、今度逃げようなんて真ま似ねしやがったらタダじゃおかねえからな」

　みたいなこと言ってるなって唐子は思った。

「いくら女だからって容よう赦しやしないぜ。次はこうだ」

　みたいなこと言って、男は天てん井じように向けて拳銃の引き金を引いた。

　ズキューンって音が響く。唐子はびっくりしてその場にしゃがみこんだ。

「はははは、分かったか。分かったら大人おとなしくし」

　みたいなこと言ってた男だけど、がしゃ～～んって音がしたと同時にその口も止まった。

　真相は単純だ。男が天井に向けて撃うった銃じゆう弾だんが、通路のシャンデリアに直撃。それが落下してきたのだ。

「こ～～ゆ～～こともあるんだね」

　ぴよぴよヒヨコまわしてる犯人を見下ろし、唐子は感心したように呟つぶやいた。

「にしても、銀之介君どうしちゃったんだろ？」

　まさか、調理場には別の見張りがいてそこで…………ズッキューン。

　なんてべっとりと黒い不安が唐子の胸を覆おおう。

「銀之介君が危ない!!（かもしれない）」

　血けつ相そうを変えて唐子は走った。走って走って調理場に飛び込んだ。と、何かにつまづいて転んだ。

　それが倒れてる銀之介だって気がついた唐子は、悲鳴を上げて銀之介を抱だきかかえた。

「御ご免めんなさい。アタシが悪いのお。アタシがもっと考えてれば………」

　おや？　と唐子は首を傾かしげた。息はあるぞ。撃たれたって訳でもないようだ。それに、調理場に犯人達の姿はない。

　少し離れたとこに、無む残ざんにも踏ふみ潰つぶされたバナナの皮があるのを見つけた唐子は、なんとなく事の顚てん末まつを理解した。

　抱きかかえてた銀之介からぱっと手を離す。

「いってええええええ」

　後頭部打って目覚めた銀ぎん之の介すけは、目をパチクリさせた後、慌あわてて立ち上がった。

「いかん！　早く唐とう子こを助けに」

「誰を助けにだって。銀之介君」

「あれ………唐子？　ど～～してここに」

「ど～～してここにじゃないよ。アタシがあんなに危ない目にあってる時に、銀之介君はバナナの皮で転んで気絶してるんだもん」

「バナナの皮。そっか、世界が反転したのはこいつのせいか」

　このやろこのやろと銀之介はバナナの皮を踏ふみつけた。

「それより唐子。大丈夫だったのか？」

「アタシを脅おどすために天てん井じように向けて撃ったピストルの弾たまがシャンデリアに当たってね。それでがちょ～～んって」

「そうだったんだ。本当すまん。唐子を危ない目にあわせて」

　すまんすまんと土ど下げ座ざする銀之介にため息一つ吐はき出してから、唐子は肩をぽんぽんと叩たたいてあげた。

「もういいよ。さ、早く卵捜さがそ」

「そうだそうだ。卵」

　二人は手分けして卵捜しを開始した。

「銀之介君、あった？」

「いや、殻からなら腐くさるほどあるんだけど………そっちは？」

「こっちにもないの。困ったね」

　そう呟つぶやきため息を吐はき出した唐子は、何かに体をびくつかせた。

「ど～～した？」

「誰か来るよ。声がするでしょ」

「ああ、やばいぞこりゃ」

「隠かくれなきゃ」

「おう」

　唐子は近くの調理台の下に潜もぐり込んだ。銀之介も近くの大きな扉を開いて中に飛び込んだ。なんだか分かんないけど飛び込んだ。

　ガチャン!!って音がした。もしやと思ったけど、やっぱり外のかんぬきが落っこちてた。出られない。

　おまけに明らかな冷気。いわゆる巨大冷蔵庫ってとこだ。

「なんで僕ぼくはいつもこうなんだよ」

　一人落ち込む中、どやどやと調理場に入ってくる音が、扉越しに聞こえた。




「おかしいな。物音がしたような……」

　ボーイの格好したシージャック犯は不思議そうに銀色の部屋を見渡した。

「気のせいじゃないのか？　コック達はもう閉じ込めたはずだろ？」

「もしかしたらパーティーに出てなかった乗客がいたかもしれん」

「いたとしたって包ほう丁ちようやらフライパンで俺おれ達に歯向かおうなんて考えてる奴やつはいないさ」

「しかし、ボスの気まぐれにも困ったもんだ。予定は十日後だったはずだろ」

「仕し方かたないさ。雇やとわれてる俺達は文もん句くなんか言えねえよ。ほら、ここには誰もいない。さっさと見回りに戻ろうぜ」

　男が背をむけ調理場を出ようとした時だ。かつ～～んってステンレスを叩たたく音が響いた。

「おい、今の音………」

「ちょっと調べてみるか」




　あ～～～、やっちゃったやっちゃったやっちゃった。

　唐とう子こは心の中で百万回くらい叫んだ。うっかり動かした足がステンレスのボ～ルを転がしてしまったのだ。

　どうしよ、もし見つかったら………。

　そりゃあもう恐ろしい光景が頭に浮かんだ。まだ卵が見つかってない今、それを阻そ止しできる人間はいない。

「とにかく、とにかく落着いて。落着くんだよ唐子。落着いて静かにしてれば見つからないはず…………あ～～～～!!　ついつい声が出ちゃった！」

　やかましいことこのうえなし。そして、やかましさは確実に不運をまねいた。

「こんなところで何をやってるんだい？　お嬢じようちゃん？」

　みたいなことが耳元で囁ささやかれる。（唐子の勝手な翻ほん訳やく）

「あの、違うんです。ちょっとお腹なか空すいちゃって。それでふらふらって」

「そんな言い訳が通用すると思ってるのか？」（唐子の勝手な翻訳）

　ふとももみたいなぶっとい腕で、唐子はぐいっと引っ張り出された。

「お嬢ちゃん。かわいい顔してるじゃないか」（唐子の勝手な翻訳）

「ちょっとおじちゃん達と遊ばないか？」（しつこいけど唐子の勝手な翻訳）

　あたしってばすっごいピンチ！！！

「助けてええええええええ！！！　銀ぎん之の介すけく～～～ん!!」




「おい、どうするこの小こ娘むすめ」

「よく分からんから、同じ様ようにパーティー会場に閉じ込めとくか」

「そ～～だな」

　男達が乱暴に唐とう子こを担かつぎ上げたその時だ。

　ドゲン！

　冷蔵庫の扉が、音をたててひしゃげた。

　ドゲン！　ドゲン！

　内側から何かすさまじい力がぶつけられてるのだ。

「何なんだ!!」

「分からん!!　この船の冷蔵庫にはゾウでも飼かってるのか？」

　そして、崩ほう壊かいの時は訪れた。破れた扉の向こうから漂ただよう冷気。そこに立っていたのは明らかに人間じゃない影。オオカミだ。

　男達が拳けん銃じゆうのトリガーを引くよりも早く、オオカミは襲いかかった。

　ドゲドゲドゲドゲゲゲゲ！

　四人の男が床とお友達になるのに、瞬またたき三回は必要なかった。




「いや～～、卵があって助かった」

　床とお友達になってる男達を丁てい寧ねいに倉庫に押し込めながら、銀ぎん之の介すけは言った。

「冷蔵庫だったんだ。寒くて寒くて仕し方かたなかったけど、卵があってさ」

「銀之介君！」

　唐子は感かん涙るいの瞳ひとみで銀之介を見つめた。

「こんなに銀之介君が格好よく見えたのってもしかしたら初めてかもしんない」

「なんか素直に喜べないぞ。その台詞せりふ」

「いいからいいから」

　銀之介の毛むくじゃらの肩をぱんぱん叩たたいてから、唐子は元気よく叫んだ。

「それじゃ行ってみよ～～!!　シージャック犯をやっつけに!!」

「おう！」

　元気よく飛び出し行こうとする銀之介を、唐子は呼び止めた。

「でも服だけは変えてこうよ。その服じゃ知ってる人に見られたら銀之介君だってばればれだから。ほら、ここにコックさんの服あるよ」




　　　　　３




「ボス、船員達はほぼ全員倉庫に閉じ込めました」

「乗客達も部屋に戻しました。出歩いたら撃うつってあれだけ脅おどしておけばまあバカなことを考える奴やつもいないでしょう」

「ご苦労。交代で船内の見張りを続けること。残りは……………」

　コンドルは乾かん杯ぱいの仕し草ぐさをして見せた。

「ひゃっほ～～～」

　犯人達が歓声を上げ料理や酒に群がった。

「さてと、カエデ。気分はどうだい？」

　柱に縛しばり付けられた楓かえでに、コンドルは下げ衆すな笑顔を向けた。

「私は嬉うれしくて嬉しくて仕し方かたないんだがね。まさかこんなところで君と会えるなんて」

　舐なめるような視線で楓を見つめる。

「五年ですっかり大人おとなになったものだな」

　コンドルは楓の顎あごに手を這はわせた。楓は強く首を動かし手を逃れた。

「まあいい、時間はたっぷりあるからな」

　嬉うれしそうにワインを一口すするコンドルに、楓は尋ねた。

「これからどうするつもり？　身みの代しろ金きんでも要求する？」

「表向きはな」

「表向き？」

「そうさ。ぶっちゃけ言えば、金かね儲もうけしようなんてこれっぽっちも考えちゃいないさ。ここの乗客の持ってる宝石でもいただいときゃそれで十分だよ」

「ならどうしてシージャックなんか」

「信用の復活」

「え？」

「俺おれのような雇やとわれテロリストにとっちゃ信用が第一なのさ。お前のせいで捕まったおかげで信用はガタ落ち。その信用を取り戻すには何か大きなことを世界に見せる必要があるのでね。どうだい、豪ごう華か客船のシージャック。申し分ないだろう」

　くくくと笑うコンドルを、楓は冷ややかな瞳ひとみで見詰めた。

「その目だ。あの時もその目だったな」

　コンドルは壮そう絶ぜつに笑った。

「心の底を覗のぞかれるような、冷たい目」

　しかし、そんな目に違う色が走る。温かみのある色が。

「駒こま犬いぬ………君」

「何？」

　コンドルは楓の視線の方向に目を向けた。パーティー会場の入り口からひょこひょこ入ってくる人影があった。

　コックさんの白い服を着た、毛むくじゃらの男だった。




　突然会場に飛び込んで来た男に、シージャック犯達は笑った。理由は一つだ。犬のぬいぐるみを着てたからだ。少なくとも犯人達はそう判断した。

　誰もがパーティーの余よ興きようだと信じて疑わなかった。

「よく来たな。パーティーはまだ続いてるんだ。わんわんダンスでも踊ってくれよ」

　なんて言いながら酔っ払ったシージャック犯が着ぐるみに酒臭くさい息をふきかけた。

　また笑い声がさざめいた。

　笑ってられなくなったのは電でん光こう石せつ火かのカカト落としで酔っ払い男が床に沈んでからだ。

　人々は気がついた。目の前にいるのがそんじょそこいらの着ぐるみじゃないってことを。凶きよう暴ぼうなオオカミだってことに。
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　銃じゆう口こうが一いつ斉せいに謎なぞのオオカミに向けられる。オオカミは手近の二、三人を軽くぶちのめすと大きく跳ちよう躍やくした。

「がるるるるるるるるるるる」

　四本足で着地し、思いきり威い嚇かくの唸うなり声を上げてやった。多少ひるんだ犯人達だが気を取り直して銃口を向ける。

　四人はトリガーをひく前に強力なオオカミパンチをくらった。六人は一発撃うった後にオオカミフライングキックを食らった。残りの五人はオオカミ回転アタックで吹っ飛んだ。さらにもう三人がオオカミアッパーで空高く跳はね上げられ、一人がオオカミコブラツイストで泡あわをふいた。

　シージャック犯らが静かになるのに、ものの五分もかからなかった。

「あとは…………ボスだけ」

　全すべての料理を終えた銀ぎん之の介すけは、バルコニーに目を向けた。が、目をパチクリさせる。

　柱に縛しばり付けられた楓かえではいた。だけど肝かん心じんの黒幕の姿がないのだ。

　銀之介は床を蹴けるとひゅるひゅる回転しながら楓の脇わきに着地した。縛り付けてる紐ひもにツメをかけ一気に引きちぎる。

「楓さん。大丈夫？」

「ええ。縛られてた手が少し痛いだけ」

「一番悪そうな奴やつは？」

「逃げたわ。駒こま犬いぬ君が床に下りて暴れ出した頃ころ」

「そっか」

　悔くやしがる銀之介は、足元に転がる帽ぼう子しに気がつく。船長帽子だ。

「もしかしてこれ」

「あいつがかぶってた。もとは本物の船長さんのだと思うけど」

「問題なっし」

　銀之介はくんくんと船長帽の臭においを嗅かいだ。深くしみついた香りと、そんなに深くしみついてない香り。浅い方が正解だ。

「よし、覚えたぞ。これで追いかけられる」

「ね～銀之介君」

　下の方から声が聞こえた。唐とう子こだ。

「この人達、縛っといた方がいいよね」

「ああ、半日くらいは目を覚まさないとは思うけど、用心に越したことないからな。頼たのむ」

「了りよう解かい。ロープはどこかなどこかな」

「さ、あいつを追いかけないと」

　飛び立とうとする銀之介に、楓が声をかけた。

「駒犬君」

「何？」

「…………ありがとう」

「いいってことよ」

　ニッカリと銀之介は笑った。

「こ～～ゆ～～時こそ、僕ぼくの体質を有効利用しなくちゃ」

「う………」

　ぐったりと倒れてた森もり彦ひこが唸うなり声を上げる。

「やば！　狩かり谷や先生起きちゃう！　それじゃ。うまく誤ご魔ま化かしといて」

　銀ぎん之の介すけはそれだけ言い残してホールを飛び出して行く。

「駒こま犬いぬ君…………」

　後ろ姿を見詰める楓かえでの近くで、森もり彦ひこは目を覚ました。

「ん…………、そうだ、楓が」

「兄さんおはよう」

「おはようって、楓！　大丈夫なのか？」

　さらに辺りの光景に森彦はメガネの中の瞳ひとみを丸くした。レンズを拭ふいたけど光景に変わりはない。

　ひっくり返った料理の香り漂ただよう中、シージャック犯達が仲良く倒れてる。よく観察しなくても誰かにぶちのめされましたって雰囲気だ。

「楓、一体何があったんだ？」

　キツネにカカト落としでも食らったような顔つきで尋ねる兄に、楓は答えた。

「さあ、私が気がついたらこんなだったわ」

「信じられん」

　ひたすら唸うなる森彦に、楓は一言だけ言った。

「ヒーローでも現れたんじゃないかしら？」

　小声でこう付け加える。

「毛むくじゃらのヒーローが」




　なんだあいつは!!

　弾だん丸がんを避よけ素す手でであれだけの数を倒すとは。

　まともじゃない!!　化け物だ!!

　だが落着け。こっちにだって化け物はあるじゃないか。頭のいい連中が作り出した化け物が。

　まさかここで使うことになるとは思わなかった……いいだろう。

　あの着ぐるみ野や郎ろうをひねり潰つぶしてやる。




　濡ぬれた鼻を地面にこすりつける。臭においの線さえ心のスクリーンに見えてしまえばそれを追いかけていくだけでいい。

「こっちだな」

　四つんばいになって臭いの線を伝っていく。徐じよ々じよに臭いは新しいものへと変わっていく。もう逃すことはない。

　客室部をすぎ、機関部のあるフロアまで来ている。辺りが殺風景なのはそのせいだろう。豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんや壁紙はここにはない。ひどく無機質な空間。

　なんか壁に矢印が書いてあった。その下に英語で何か書いてあった。

〈cargo room〉

　なんとなくだけど貨物室だって分かった。

「貨物室。あいつ貨物室に隠かくれたのか。ま、僕ぼくの鼻で簡単に……………」

　そこで銀ぎん之の介すけは言葉を止めた。止めざるをえなかったのだ。突然隣となりの壁が爆ばく発はつし、その爆ばく風ふうで吹っ飛ばされた。

　後頭部をしこたまぶつけ星がちらついた。そんな視界の中、銀之介はそれを瞳ひとみに映した。

　壁の穴からのっそりと姿を現す、鉄の塊かたまり。

「これはこれは、オオカミボーイ」

　マイクを通した声が、鉄の塊から響いた。

「先ほどは挨あい拶さつも出来ず失礼しましたな。少々衣い装しよう替えに時間がかかってしまってね」

　床に転がる銀之介に、鉄の塊は足を振り上げ、下ろした。間かん一いつ髪ぱつで踏ふまれる瞬間、銀之介は横に転がり避よける。そのままジャンプして立ち上がり塊を観察した。

「すごい」

　ずきずき後頭部が痛む中でも、ついそう言葉が出てしまう。

　鉄で出来たゴリラ。それが銀之介の印象だった。

「某ぼう国こくで極秘開発されていた白はく兵へい戦せん用兵器。メタルゴリラ。戦車とだって格闘出来るすぐれもんだぜ。これを手に入れるのは苦労したんだ。用心のために乗っけといたが、まさか本当に使うことになるとはな」

　鉄の腕が機械音を立てて持ち上がる。

「しかも、生なま身み相手に」

　メタルゴリラの拳こぶしが銀之介に襲いかかる。紙かみ一ひと重えでそれを避けると銀之介は右足に力をこめた。

「オオカミきいいいいいっく」

　ガツ！！！！

　ほんの少し、ほんの少しだけメタルゴリラの外装にへこみが出来た。でも代だい償しようは大きかった。

「いってえええええええええええええええええ」

　必死に涙をこらえる銀之介の首を、鉄ゴリラの鉄の手が捉とらえる。そのまま持ち上げた。

　銀之介がいくら暴れても、がっちりとした腕はぴくりともしてくれない。

　コンドルの声が届いた。

「さて、ここで君の首をへし折るのはたやすいが…………その前に一つ聞かせてくれ。君は一体何なんだい？」

「ぐぐぐぐ」

「これまでにいろいろな肉体増強薬を見てはきたが、これほどまでのは始めてだ。教えてくれ。一体どんなクスリを使えばこんなになれる？　その秘密を話せば、助けてやっても……」

「あいにく、僕の体は天然なんでね」

　かすれた声で、銀ぎん之の介すけは答えた。

「天然？　冗じよう談だんの好きな子供だ」

　もう片方の鉄の拳こぶしが、銀之介の腹にくいこんだ。そのまま吹っ飛ばされる。壁をぶち壊こわし、銀之介の体は止まった。

　全身を激痛が走る。今の一いち撃げきでかなりアバラをやられた。

「かはっ………」

　真まっ赤かな液体をせきと一緒に噴ふん出しゆつする銀之介に、足跡を響かせて鉄ゴリラが近寄って来る。

「もう一度だけ聞こう。君はどこの生体兵器だ」

「だから………天然………なんだって」

「終わり…………だな。死体を冷凍保存し調べさせてもらうことにしますよ」

　鉄ゴリラの腕が持ち上がった。止とどめの一撃を食らわそうって魂こん胆たんだ。

　やばい！　避けなきゃやばい！

　頭じゃ分かってるんだけど、すごいことになってるアバラがそれを許してくれない。いくら普通じゃない治ち癒ゆ力りよくを持ってるオオカミ人間でも動くにはまだ時間がかかる。

　ついてない僕ぼくが当てた旅行だもんな。やっぱりついてなかったよ。

　半ば諦あきらめモードでそう思った時だった。突然目の前に現れる長い髪の後ろ姿。

「楓かえで……さん！」

　楓は鉄ゴリラの顔面部分に向かって消火器のホースを向け発射弁を握にぎり締めた。迸ほとばしる白はく濁だく色しよくの泡あわ。鉄ゴリラの視界が奪われる。

「ＮＯＯＯＯＯＯ!!」っと視界を奪われたコンドルがパニックを起こした。泡をぬぐおうとするが無ぶ骨こつな鉄の腕じゃどうしようもない。

「駒こま犬いぬ君！　逃げて！」

「でも、楓さんが」

「いいから!!」

　楓が強い口調で言った。

「銀之介君！」

　唐とう子こが駆かけ寄り、銀之介に肩を貸す。

「私もすぐに行くから！　二人とも早く！！！！」

　銀之介と唐子がその場を後にするのを確認した頃ころ、消火器も空からになった。軽くなった消火器を投げ捨て、楓が駆かけ出す。

　しかし、それは許されなかった。

　足元の床を穿うがつ銃じゆう弾だんに、楓は足を止めた。

「やってくれたな。カエデ！」

　鉄ゴリラの頭部ハッチから上半身を乗り出し、手に拳けん銃じゆうを握り締めるコンドルの姿。

「シージャックは失敗したが、お前への復ふく讐しゆうは果たせそうだな」

　コンドルは壮そう絶ぜつな笑みを浮かべ言った。

「ついでにあのオオカミ野や郎ろうも道づれにしてやる」
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「銀ぎん之の介すけ君、しっかりして。死んじゃダメだからね。死んだら承知しないからね。死んだら化けて出るから！　脅おどしじゃないからね」

　ぐったりとするオオカミをひきずりながら、唐とう子こはしつこく囁ささやいた。言ってることは意味不明だけど。

「えっと………」

　目の前に扉があった。プレイルームって書かれてる。日本語で言うところの遊ゆう戯ぎ室って奴やつだろう。扉の隙すき間まからビリヤード台が見えた。

「とりあえずここにしよ」

　唐子は扉を押しのけて部屋に入った。人の姿はない。ビリヤード台に張られた緑の布が妙みように目についた。

　一番奥のビリヤード台の陰に、銀之介を横たわらせた。

「ここならあいつも追いかけてこないよね。だってあいつじゃ体大きすぎてこの通路に入れないだろうし」

　額ひたいの汗あせをぬぐう唐とう子こに、銀ぎん之の介すけが尋ねた。

「唐子、楓かえでさんは？」

「……………」

　唐子は無言で首を横に振った。

「捕まっちゃったんだと思う」

「そっか」

　起き上がろうとする銀之介を唐子は慌あわてて押し止とどめた。

「ちょっと銀之介君。ダメだって！　そんな体で動いたら」

「でも、楓さんが」

「そりゃ楓ちゃんは心配だけどさ…………アタシは許さないよ。今の銀之介君が飛び出してくの。せめてもう少し元気になってからじゃないと」

「………………そうだな。少しだけ、少しだけ休む」

　銀之介は全身の力を抜いた。

「ちくしょ～～。空腹だから治なおりも遅いや。こんなことならパーティー会場でしっかり食っときゃよかった」

「あ、それならアタシに任せてよ」

　唐子がぽてりと自分の胸を叩たたいた。

「料理はたくさん余ってるはずだからアタシが取って来てあげる」

「バカ、危ないって」

「大丈夫!!　シージャック犯人はみんな銀之介君が倒しちゃったじゃない。もう残ってないって。いいから大人おとなしくしてて。しててって言ったらしててね!!」
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　案あんの定じよう、誰にも出くわさなかった。乗客は恐こわくて部屋で震えてるし、シージャック犯は銀之介が全員ぶちのめしてたし。

　パーティールームはそのままだった。ひっくりかえった料理。砕くだけたグラス。流れ出るワインの川。食欲大魔人じゃない唐子だって一言叫びたくなる。

「あ～～あ、もったいないな～」

　気を取り直し、唐子は手近に転がってたワゴンを起こしてあげた。これから料理を運ぶにあたっての大切なパートナーだ。

「ローストビーフでしょ。鶏とりのからあげでしょ。それから………」

　肉料理を中心にワゴンに載のっけていく。たちまち小さなワゴンには肉料理の山が出来た。

「こんなもんか」

　最後にオレンジジュースのピッチャを載のっけた唐とう子こは、満足気に息を吐はき出した。その直後だった。

「フリーズ！！！」

　そんな声で、唐子は振り返った。

　シージャック犯がいた。震える手で唐子に銃じゆうを向けてる。唐子は素直にホールドアップした。こんなとこで撃うたれちゃ、銀ぎん之の介すけに料理を届けるって仕事が果たせなくなってしまう。

「ｊｋｊｆかｌｓｊｆｋぁｓｄｊｆｋぁｓｊｆかｓｊふぁ」

　シージャック犯は早口にまくしたてるけど、唐子に分かるはずもない。でもまあ、大体のことは推測出来る。

　多分この犯人はお腹なかの具合が悪かったのね。それでずっとトイレに入ってたんだよ。で帰って来てみたらパーティールームはこんなにしっちゃかめっちゃかになってるし、仲間はみんなナルト目になっちゃってるし。それでパニックを起こしてるんだ。

　ぐいって銃じゆう口こうが突きつけられた。覗のぞきたくもない黒い穴が見えてしまう。鉄のタンを飛ばす厄やつ介かいな穴だ。

　なんか聞いてるってのは分かるんだけど、唐子に答えられるはずもなく……………どんどこシージャック犯のテンションは高くなっていく。このままじゃいつドカンとやられてもおかしくない。

　よく分かんないけど、唐子は力一杯まくしたてた。

「ノーノーノーノー！」

　アタシがやったんじゃないよ！　って気持ちをこめての叫びだけど、どうやらジョーカーをひいてしまったようだ。

「かいｈふぁｋじょｆｄじゃ！！！」

　シージャック犯が叫んだ。テンションはさらに上がっている。かなり危険レベルだ。

「フリーズ！」

　シージャック犯の後ろからそんな声が聞こえた。

「狩かり谷や先生！」

　森もり彦ひこが、シージャック犯に拳けん銃じゆうを突きつけていた。

　唐子にはさっぱり理解出来ない早口の英語のやりとり。シージャック犯を地面に座らせると森彦はロープで縛しばり上げる。

「七しち味み君。さっきの返答はまずかったね。『お前は乗客か？』と聞かれてたんだ。ノーと答えたら余計に怪あやしまれるだろ」

「ありがとうございます。先生」

「ところで七味君。楓かえでを知らないか？」

「楓ちゃんは…………」

　口ごもる唐とう子こに、森もり彦ひこはため息を吐はき出した。

「やはり、ジャージーコンドルに捕らえられているか」

「ジャージーコンドル？　それがあのワシみたいな鼻した悪い奴やつの名前なんですか？」

「ああ、本名かどうかは知らないがな。国際テロリスト犯人だよ。十年ほど前、楓かえでが捜そう査さに協力し、そして捕らえられた」

「ど～して楓ちゃんが捜査協力なんか」

「それは…………」

　唐子は気がついた。楓の特殊能力のことだ。

「あ、楓ちゃんの動物占うらない！」

　叫んでからしまったって口を押さえる。

「知っているのか？　楓の能力のことを」

　森彦は驚いたようにそう言ってから、ふっと口元を緩ゆるめた。

「楓は、どうやら本当の友達を手に入れたようだな」

「それじゃそのジャージーコンドルって奴は楓ちゃんに恨うらみを持ってるってことですよね」

「おそらく。それにしても」

　森彦は辺りに転がるナルト目の犯人達を見渡し呟つぶやいた。

「一体何があったんだろうな。私が気絶している間に」

「さ～～～、きっと正義の味方が出て来たんだと思いますよ」

　唐子は苦しく笑いながら続けた。

「ほら、映画とかだと、こ～～ゆ～～時ってコックさんが立ち上がるじゃないですか。きっと今回も立ち上がっちゃったんですよ」

「コックがか？」

「そーそー、今はちょっと疲れて休んでるかもしれないけど、きっともうすぐまた立ち上がって、がんばってくれると思います」

「フフ、そうだといいがね」

　森彦は軽く笑いを漏もらすと、仕し切きりなおすように言った。

「さ、七しち味み君。君は早く部屋に戻りたまえ。まだ船内にシージャック犯が残っているかもしれないし、それにジャージーコンドルも何かをたくらんでるだろうから」

「狩かり谷や先生は？」

「楓を取り戻す」

　森彦はそれだけ言うとホールを出て行った。

「狩谷先生、心配なんだろうな」

　しばし見送ってから、唐子はワゴンのグリップを握にぎり締めた。

「さ、銀ぎん之の介すけ君とこ持ってかなくちゃ」
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　ワゴンのからからという音を響かせながら、唐とう子こは銀ぎん之の介すけのいる部屋までやって来た。念のため辺りに人がいないのを確認してから、扉を開け中に入る。

　お行ぎよう儀ぎよく並ぶビリヤード台の間を抜け、一番奥へと向かう。そこに横たわる人物に唐子は声をかけた。

「銀之介君。持って来たよ。肉料理ばっか」

「悪いな。唐子」

「いいよ。アタシだってなんかしなくちゃ」

「食って休めば治なおる。しっちゃかめっちゃかになったアバラもなんとかなるだろ。そしたら楓かえでさんを捜さがしに行ける」

　銀之介は目の前に並べられた肉料理を手づかみで食べ始めた。

「そんなに急いで食べたらどっか悪くするよ」

「はしｆはｓｆじゃしｆはいｓｆじゃ!!」

　咀そ嚼しやくされたローストビーフがたくさん飛んできた。唐子は大人おとなしく見守ることにした。

　最後にぐぐぐぐぐぐぐぐってオレンジジュースを飲み干し、銀之介の捕食活動は終了した。

「ちょっと眠ねむる。十五分たったら起こしてくれ」

　それだけ言うと銀之介はすーすーと寝息を立て始めた。

　そんな寝顔を見つめながら、唐子は複雑な心境だった。

　ある程度体が動くようになったら、銀之介は飛び出して行くだろう。楓を助けるために。普段は頼たよりないしちょっと臆おく病びようだけど、こ～～ゆ～～時は突進していく性格だ。このオオカミ青年は。

　だけど、相手はあの鉄で出来たロボットみたいな奴やつだ。空腹ってのもあったかもしんないけど、オオカミ銀之介が勝てなかったのだ。ぼろぼろに負けたのだ。次は勝てるなんて言えない。言えるわけがない。

　さっきは危機一いつ髪ぱつのところで助かったけど…………今度はどうなるか分かんない。

　もし、もしここで起こさなかったら。

　唐子の頭にそんな考えが浮かんだ。

　もし、銀之介君をずっと眠らせとけば…………あの鉄の化け物と戦わなくてもいいかもしれない。楓ちゃんは可哀かわい想そうだけど…………。

　唐子は激しく首を振った。

　アタシってばなんてひどいこと考えてるんだろ！　友達を見捨てるなんて!!

　バカバカバカバカって唐子は自分の頭をぽかぽか叩たたいた。

　そして結論を出した。

　どうなるか分からないけど、楓かえでちゃんを助けるためにがんばろ！　銀ぎん之の介すけ君と一緒に!!

　そう決意を固め拳こぶしを握にぎり締めた時だった。唐とう子この耳にその音は聞こえた。かつんかつんって足音。それは確実にこちらへ近づいて来てる。

　扉の前に立つ人影が見えた。隙すき間まから見えるのは紛まぎれもない迷めい彩さい服ふく。

　シージャック犯だ!!

　唐子は必死になって息をひそめた。手足も縮こませて動かさないようにした。調理場のような失敗を繰り返さないためだ。

　だけど、よく分かってない人物がすぐ隣となりにいた。

「ふごごごご」

　銀之介君！！！！！

　唐子は慌あわてて銀之介の濡ぬれた鼻を押さえた。うわ、銀之介君の鼻ってこんなにぬるぬるしてるんだって新しい発見にちょっと感動しちゃったりしたけど、今はそんなばやいじゃない。

　お願いだから聞こえなかったってことにして！　神様!!

　神様に必死になって祈いのりを捧ささげたけど、神様ってのは基本的に意地悪なのだ。

　扉が開いた。フェイスマスクしたシージャック犯がゆっくりと室内に入ってくる。

　銀之介君を起こさなくちゃ!!

　揺ゆさぶろうと伸のばした手を、唐子はぴたって止めた。

　待ってよ。今銀之介君は必死にがんばって体を治なおそうとしてるんだよ。邪じや魔ましていいの。

　必死にがんばってるってわりには気持ちよさそうな寝顔だったけど、まあそれはよしとする。

　ここはアタシががんばんないと……………シージャック犯くらいアタシ一人でなんとかしてみせる。迷めい惑わくはかけられないよ。

　唐子はそっと体を動かした。少し離れたところにあったスタンドタイプの灰皿を手にする。アルミ製だろう。見た目よりは軽い。

　辺りを見渡しながら歩くシージャック犯の後ろに唐子はゆっくりと歩み寄った。十分距離を狭せばめ、灰皿を振り上げる。

　がしゃ～～～ん。

　すっごくいやな音が響いた。

　唐子はゆっくりと頭上を見上げた。ランプが粉こな々ごなに砕くだけてた。ちゃんと確かめずに振り上げた結果がこれだ。

　もちろん、すぐ後ろでこんな音たてられたら奈な良らの大だい仏ぶつだって振り返る。

　振り返るシージャック犯に、唐子は力いっぱい灰皿を振り下ろした。

　紙かみ一ひと重えで避よけられる。灰皿は床を思い切り叩たたいた。振動がび～～んてきて思わず灰皿を手放す。

　だけどこんなことではひるまない。唐子はシージャック犯に思い切り体当たりを食らわせた。

　さらに何かを叫ぼうとするシージャック犯の口に間かん髪ぱつ入いれずにハンカチをねじ込む。

　唐とう子こが優勢に立てたのは残念ながらそこまでだった。大きく体を波打たせるシージャック犯の力で、唐子は軽く飛ばされた。

　立ち上がるシージャック犯を睨にらみ上げながら、唐子は考えた。

　銀ぎん之の介すけには気がついてないようね。ってことは、アタシが囮おとりになってどこかへ逃げちゃえばきっと追いかけて来るよね。そしたら銀之介君に迷めい惑わくはかけない!!

　唐子はタイミングを計るかのように一呼吸してから出口向けて走り出した。だけどシージャック犯の行動も素早かった。間髪入れず唐子の腕を摑つかむ。唐子がいくら暴れてもがっちりと摑んだ腕は放してくれない。

　それならばと唐子は腕に嚙かみついた。さすがにこれにはまいったのだろう。シージャック犯は唐子を振りほどいた。

　しかし、逃亡は不可能になった。シージャック犯が扉の前に移動したのだ。唐子の考えを読んだのだろう。

　ここまで…………なのかな。

　唐子はがっくりと脱力した。その時だ。

　銀色のオオカミが、回転しながら唐子とシージャック犯の間に飛んで来た。オオカミは唐子を守るように立つと、シージャック犯に向かって牙きばを剝むき出し唸うなった。

「がるるるるるるるるるるるるる」

「銀之介君！」

「唐子！　なんでもっと前に僕ぼくを起こさないんだよ！」

「だって、傷ついてる銀之介君に迷惑かけちゃ」

「バカ！」

　そう一いつ括かつしてから、銀之介はシージャック犯を睨にらみつけた。

「悪いけど、骨がくっついたばっかでまだ力の加減が分かんないんだ。手加減は出来ないからな」

　シージャック犯はちょっと待てとでも言いたげに片手を突き出した。もう片方の手でねじ込まれたハンカチを引っ張り出す。

　まさに銀之介が飛び掛ろうとした瞬間、シージャック犯は叫んだ。

「ちょっと待った！　駒こま犬いぬ銀之介君」

　銀之介はピタリと足を止めた。

「ど～～して僕の名前を」

「私だよ私」

　シージャック犯はフェイスマスクを外した。さらに迷めい彩さい服ふくのポケットから帽ほう子しを引っ張り出す。それをかぶり斜め四十五度にかまえ顔を向けた。

　見覚えはあった。正体ばれちゃった会員二号の人だ。

「久しぶりだね。二人とも」
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「漆うるし野の刑けい事じ！！！！」

　唐とう子こと銀ぎん之の介すけは同時に声を張り上げる。続いて同時に呟つぶやいた。

「いくら警察をクビになったからって、何もシージャックなんかやらなくても」

「誤解だ誤解!!　私は秘密の任務のためにここにいるんだ。クビになぞなってない。失しつ敬けいな」

　長なが野の県警の破は天てん荒こう刑事、漆野百ひやく太た郎ろうは近くのビリャード台に腰を下ろすとタバコをくわえた。

「とある国で開発中の兵器が奪われた。犯人はすぐに分かった。知っているかもしれないがこのシージャックの主犯、ジャージーコンドルだ。私はその兵器を取り戻すため、ここに来たのさ」

「あの、漆野刑事は日本の国家公務員だと思ってたんですけど」

「日本の国家公務員さ。ま、こいつは小こ遣づかい稼かせぎのアルバイトみたいなもんだ。警察には内ない緒しよだぞ」

　し～～ってやる漆野に、今更ながらこの人はとんでもね～～～奴やつだって二人は思った。

「ところで漆野刑事。その盗ぬすまれた兵器ってのは、もしかして………鉄で出来たゴリラみたいな奴やつ？」

「その通り。ってことはやはり戦ったんだな。コンテナが開かれていたからもしやと思ったが」

　漆うるし野のは気の毒にとでも言いたげに銀ぎん之の介すけを見つめた。

「とにかく、それを取り戻せ。そうお達たつしを受けて私は来たんだ。まず経歴をでっちあげ傭よう兵へいとしてジャージーコンドルのもとに潜もぐり込み」

「やってることがもう０ゼロ０ゼロ７セブンの世界っすね」

「本当ならシージャック決行は一週間後だった。それまでに私が手引きしたチームが潜せん入にゆうしメタルゴリラを奪だつ回かいする手はずだったが、ジャージーコンドルの奴やつが急に予定を変えやがって。いや、まいったまいった」

　漆野はため息一つ吐はき出してから銀之介に目を向けた。

「にしても驚きだよ。まさか君達が乗ってたなんてな。シージャック始まっちゃったし、もうシージャック犯のまま行くとこまで行っておこぼれもらったら逃亡しようかなんて考えてたとこなんだ。君がいるならシージャックを止めるのも不可能じゃないだろう。うん、助かった助かった」

　もしかして一番危険な人物ってこいつなんじゃないかって、銀之介と唐とう子こは漠ばく然ぜんと思った。

　そんな時だ。船内にこんな放送が走った。

「オオカミに告ぐオオカミに告ぐ。無口な赤あか頭ず巾きんは預かった。助けたければ甲かん板ぱんに来るがいい。いいな？」

　最後に下げ卑びた笑い声を残して、放送は消えた。

「ジャージーコンドルだな。今の声は」

「無口な赤あか頭ず巾きんってやっぱり………」

「間違いない。楓かえでさんのことだろうな」

　重く呟つぶやいた銀之介はゆっくりと立ち上がった。

「僕ぼく、行かなくちゃ」

「銀之介君。アタシも行く！」

「唐子はここに隠かくれてろ」

「やだ！　行くって言ったら行くの」

　まっすぐな瞳ひとみだった。決して曲げることの出来ない、不屈の意思。

「唐子…………」

　銀之介は諦あきらめたようにため息を吐き出した。




「バカ！　あほ！　スカポンタン！　人でなし！　銀之介君なんて死んじゃえばいいんだ!!」

　娯ご楽らく室中央の円形の柱。そこに縛しばりつけられた唐子は思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを撒まき散らした。

「女は男について行きたいと言った。戦いに向かう男は、女を守るため、彼女の身を拘こう束そくする。そして一人、戦場へと旅立っていく。いい話だ」

　柱のちょうど反対側で、漆うるし野のはうんうんと頷うなずいた。

「ただ分からないのは、ど～～して私まで縛しばられなきゃならんのかってことだ」

「アタシの紐ひもを解いちゃわないようにって考えたんだよ。ばかばかばかばかばか」

　唐とう子こは両足をばたばたさせた。

「まいったなこりゃ」

　漆うるし野のはニヒルに呟つぶやいた。

「これじゃタバコに火がつけられないじゃないか」

「銀ぎん之の介すけ君」

　唐子は甲かん板ぱんのあるであろう上を見上げ、呟いた。

「死んだら、化けて出てやるからね！」













　　　第六章　吼えろ！　オオカミ反撃の時
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　夜の甲板。まばらにライトが照らされているが、薄暗い空間。その中央に、ジャージーコンドルはいた。鉄の鎧よろいをその身にまとって。

「来たか。オオカミボーイ」

　顔面部分のハッチを開け、コンドルは銀之介に笑顔を見せた。

「言われるままにな。さ、楓かえでさんを離せ」

「まあそう急ぐなって。今見せてやるからな」

　コンドルが何かを操作した。全すべてのライトに電気がはしる。これまでとは比べ物にならないくらいの明るさだ。

　そして、銀之介は見た。遠く、船の後部の方に突き出す旗をはためかせるための棒。そこにぶら下がる楓の姿をだ。オオカミ時の視力はかなりよくなっている。間違いはない。

　もしロープが切れでもしたら、甲板に叩たたきつけられておじゃんだろう。

「心配はいらないさ。風に揺ゆられて切れるようなロープじゃない。一番の特等席で見てもらおう。そう思っただけさ」

「悪趣味だな」

「褒ほめ言葉として受け取らせていただくよ。最初に断っておくが、逃げるんじゃないぜ。もしお前が戦いを放ほう棄きしたら、俺おれは迷まよわずポールをへし折る」

「戦うしかないってことか」

「そういうことだ」

　コンドルはからかうようにそう言った。顔面部分のハッチがゆっくりと下りる。鉄の鎧よろいが完璧になった。

「あおおおおおおおおおおおおん！」

　銀ぎん之の介すけは夜空に向かって絶叫した。

　そして、力いっぱい地面を蹴けとばした。




「あ～～～もう!!　銀之介のデベソ！　ドテカボチャ！　すっとこどっこいのおたんこなす!!」

　唐とう子この罵ば詈り雑ぞう言ごんはまだ続いてた。よくもまあレパートリーが続くもんだ。

「はーはーはーはー」

　さすがに疲れたのか、荒く息を吐はき出す。もう終わるかと思いきやまた始まった。どうやらもう一度最初から繰り返すようだ。

「銀之介のバカマヌケアホトーヘンボク………」

　そこで唐子の罵詈雑言劇場は終わりを告げた。がっくしと頭を垂たれて脱力する。

「銀之介君。大丈夫かな？」

「駒こま犬いぬ銀之介君の強さは知ってるが、あのメタルゴリラってのも化け物兵器だからな」

「そりゃアタシは何も出来ないよ。応援しか出来ないよ。石ぶつけるぐらいしか出来ないよ。だけどさ、だけど………」

　悔くやしさで、目の奥が熱くなった。

「銀之介の………バカ！」

「こんなことなら、ちゃんと用意してくりゃよかったな」

　漆うるし野のがぼそっと呟つぶやいた。

「そうすりゃ機能停止できたのに」

「ちょっとまって、漆野刑けい事じさん！　今何て言ったの！」

　柱越しに唐子が鋭く声を飛ばす。

「きのーていしとか聞こえたんだけど、もしかしてあのメタルなんとかって奴やつを止める方法があるの」

「あるぞ。あいつの腰の部分のハッチを開けて、そこに機能停止コードを入力するんだ。番号は１１９２鎌かま倉くら幕府だな。覚えやすくていいだろ」

「バカあああああああ！　刑事さんなんて死んじゃぇ！」

「今度はこっちか」

「ど～～～してそれを銀ぎん之の介すけに教えてあげなかったのさ!!」

「無理だよ。いったん動き出したメタルゴリラはハッチにロックがかかってるんだ。オオカミ少年のバカ力ならこじ開けられないこともないだろうが、その場合は入力を受け付けないように設計されてる」

「そのハッチを開ける方法は！」

「ある音波に反応してハッチのロックが解除されるようになってる。二〇、〇〇〇ヘルツから三〇、〇〇〇ヘルツって音波だ」

　もうちんぷんかんぷんだった。

「やっぱ、ダメなのね」

　唐とう子こはがっくしときた。

「そんな訳分かんない音波、そこらに転がってるわけないよね。聞いたことないもん」

「そうだな。聞こえるのは犬ぐらいなものだろ」

「犬？」

　唐子はがっくしきてた首をむっくり持ち上げた。

「そのなんとかヘルツからなんとかヘルツって音波は、犬の耳には聞こえる音波なの？」

「そうだな。いわゆる犬いぬ笛ぶえの音波に近いな」

「犬笛！！！！！！！！！」

　唐子は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「漆うるし野の刑けい事じさんのバカ！！！」

「何だ。またか」

「アタシ、犬笛持ってるんだよ！」

「………ど～～してまた犬笛なんか」

「そんなことどうだっていいじゃん。持ってるもんは持ってるの!!」

　応援だけじゃないことが出来る！　唐子の体に活力がみなぎった。だけど活力だけじゃロープは切れてくれないとこが現実の悲しさだ。

「あああああああ、神様あああああああ」

　神様が答えたのか、ビリヤードルームに入って来る知り合いがいた。

　だけど、あんまり優しい神様じゃないなって唐子は思った。

「あ、七しち味みセンパイじゃないですか！　こんなとこでなに縛しばられてるんですか？　趣味ですか？」

「小こ夏なつ…………ちゃん」

　ちょっとクールダウンした唐とう子こだったけど、このさい文もん句くは言えない。

「お願い。このロープを解いて!!」

「そりゃ七しち味みセンパイの頼たのみなら解きますけど、え～～～と………どっかでハサミか何か持って来ますから、ちょっと待っててくださいね」

「これで切れるんじゃないかしら？　護身用に持って来たの」

　倉くら地ちが果物ナイフを差し出す。

「倉地先生も？　ど～～して？」

「私は、この娘むすめのおもり」

　倉地は最高に疲れた表情で言った。

「ど～～しても外そと出るんだ出るんだってうるさいから、一人で出す訳にはいかないでしょ」

「だって、倉地先生。さっきの放送聞こえたでしょ。オオカミですよ。オオカミ。もしかしたら……」

「はいはい分かった分かった。それより七味さんのロープ」

「はいはい」

　小夏がロープに果くだ物ものナイフを当ててごりごりとする。少しずつだが繊維が切れていく。

　ロープを解いてくれるのはありがたいけど、これは厄やつ介かいなことになっちゃったなって唐子は心の中で呟つぶやいた。

　知的探究心だけで息してるこのメガネ娘むすめのことだ。ダメって言ったって甲かん板ばんに上がるだろう。変身中の銀ぎん之の介すけを見るだろう。正体隠かくしてる余よ裕ゆうなんてないだろうから、きっとボロが出るだろう。

　そして引っ越し。さよなら駒こま犬いぬ銀之介。

「ううううう、仕し方かたないんだけど、仕方ないんだけど、つらいな」

「やった！」

　小こ夏なつが華はなやいだ声を上げた。ロープがやっとこさ切れたのだ。

「さ、七味センパイも行きましょう。甲かん板ぱんに。ねえねえねえ」

「おい！」

「何なんですか今忙しいのに」

　振り向いた小夏は銃じゆう口こうとご対面した。フェイスマスクした迷めい彩さい服ふく男だ。ただなんか帽ぼう子しかぶってるけど。

　男は小夏の手から素早く果物ナイフを取り上げた。

「大人おとなしくしろ！　いいな」

　男は手早く三人を縛しばり上げた。倉地、小夏に目め隠かくし猿さる轡ぐつわをかます。

　残った唐子の前で、男はフェイスマスクを脱ぬいだ。

「漆うるし野のけ……」

　うっかりすべる口は漆うるし野のの手でふさがれた。そのまま唐とう子このロープを切ると静かにビリヤードルームを出る。

「もういいだろ」

　すべった口がまた自由になった。

「漆野刑けい事じさん！　一体」

「よく考えてみたまえ。これであの二人は甲かん板ぱんに行けないだろ。それに七しち味み君にも疑いはかからない。後で何か言われたら犯人に連れ出されたけど自じ力りきで逃げたとでも言えばいい」

「そっか…………」

　唐子は感嘆の瞳ひとみで漆野を見た。

「さすが漆野刑事さん。すっごい悪知恵」

「人聞きの悪いことを言わないで欲しいね」

　漆野は憮ぶ然ぜんとして言った。

「さ、急ごう。オオカミ青年が心配だからな」

「はい！」




「むーむーむーむー」（あ～～ん、ワイルドウルフ様と会えるかもしれないのにいいいいい!!）

「むむむーむ！」（プチ三みつ石いしちゃん。出来れば静かにしてくれないかしら。先生頭痛いから）

　器用にむーむー語で小こ夏なつをたしなめてから、倉くら地ちはむーむー語で呟つぶやいた。

「むむむ、むむ？」（なんか、ずっと昔にもこんなことがあったような気がするわ。デジャブかしら？）
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　ぐわっしゃ！

　メタルゴリラの拳こぶしが、銀ぎん之の介すけの鼻先をかすった。かろうじて後ろに飛びダメージを殺すが、それでも十メートルばかし吹っ飛ばされる。なんとか後ろ足をふんばり、転倒は免まぬがれる。

　口の中にたまった血液をぺっと吐はき出し、銀之介はメタルゴリラを見み据すえた。

　全身傷だらけ。もう上半身の服なんてぼろぼろになってどこかへ飛んでた。右目の辺りを殴なぐられたのだろう。試合直後の負けボクサーみたいになってる。

　超回復力でも治なおせないのは、それだけ強く、そして断続的にやられたってことだろう。

　でも、銀之介だけじゃなかった。メタルゴリラの方だって無傷じゃない。装そう甲こうのあちらこちらにヒビが入り、右アームの先部分は砕くだけてた。

「正直、ここまでやるとは思わなかったぞ。先ほどとは比べ物にならない強さだな」

「しっかり肉を食べたからな」

　適度な間合いを開け、銀之介は荒く呼吸を整えながら言った。

「だがここまでだ。お前は勝つことは出来ない。戦えば戦うほどお前の体は疲労する。このメタルゴリラと違ってな」

「確かに、そいつに疲れはないだろう。でもな」

　銀ぎん之の介すけは思い切り息を吸い込むと、熱血三〇〇パーセントで叫んだ。

「こっちには根こん性じようがあるんだ！」

　って叫んではみたものの、自分が不利だってことは銀之介が一番よく知っていた。

　メタルゴリラと立ち会うために、一〇〇パーセントですっ飛ばしてる。だからこそ致命的な攻撃を受けずにいるのだ。これからどんどん疲労がたまりパーセンテージが落ちたら、強烈な一いち撃げきに撃げき沈ちんすることとなるだろう。

　銀之介は考えた。このままでは、自分が敗北する。それにもう十分は経過してる。時間がない。

　後はどうなるか分からないが、限界の力で一気に押しつぶすしかない。その後どうなろうとも。

「野や獣じゆう拳けん法ぽうっての見せてやる。今つけた名前だけど」

　銀之介は四本足になると、低く唸うなった。そして、甲かん板ぱんにツメをつきたて一気に突進した。神かみ業わざ的な素早さだ。

「バカめ！　突っ込んで来るとは！」

　突き出されるメタルゴリラの腕を、銀之介は紙かみ一ひと重えで避ける。空中で宙返りし、背後に回る。

「まだだ！」

　メタルゴリラが腕を振り回しながら半回転した。だがそこに銀之介はいなかった。

　巨大な腕で出来た陰、そこに潜ひそんだのだ。

　腕が取り払われた瞬間、銀之介は一八〇パーセントの力で地面を叩たたいた。

「だっしゃああああああああ」

　銀之介の回転キックが、メタルゴリラの顎あごに決まる。そのまま倒れるゴリラに覆おおい被かぶさり、銀之介はツメが光る腕を振り上げた。

「これで、終わりだ！」

「ロープには爆ばく弾だんがしかけてある。起爆装置は私が持っている」

「何だって！」

　銀之介に隙すきが生まれた。その隙を見逃してくれるほど敵は甘あまくなかった。

　メタルゴリラの右腕が、銀之介の腹部に食らいこんだ。しかもただの右腕じゃない。銀之介に接触した途と端たんに激しくスパークする右腕だ。

　甲板の端はしまで一気に弾はじき飛ばされる。手すりをへり曲げ銀之介はなんとか海に落ちるのを免まぬがれた。

「バカな奴やつだな。あんな噓うそに騙だまされて。本当にバカな奴だ」

　メタルゴリラがゆっくりと起き上がった。

「バカな奴やつだ」

　ゆっくりとゆっくりと歩いて来る、残ざん虐ぎやく性の現れだ。

「くそっ！」

　なんとか逃げようとふんばるが、一いち撃げきのダメージが大きすぎた。特大のスタンガンを食らったように体がしびれて動かないのだ。胸から腹の毛がちりちりに焦こげてた。かなりの高圧電流が流されたのだろう。

　もう、終わりか。

　そんな厭えん世せい的な気分が、銀ぎん之の介すけの心を侵略した。

　メタルゴリラはゆっくりと近づいてくる。視界一杯が鉄の塊かたまりになった時。止とどめがさされるのだろう。

　しかし、鉄の塊が消えた。正確に言えば、視界一杯に別のものが飛び込んできたのだ。

　外はねのくせっ毛の後ろ姿。

「唐とう……子こ……」




「置いてかれた文もん句くは、後でたっぷり言うからね」

　銀之介を守るように両手を広げた唐子は、力いっぱい叫んだ。

「耳塞ふさいで、銀之介君」

「あ？」

「あいつを止めるの！　耳塞いで!!」

　銀之介に言葉を叩たたきつけてから、唐子は目の前のメタルゴリラをはったと睨にらみつけた。

「なんのつもりかな？　お嬢じようさん」

　歩き続けながら、声は聞こえた。

「どいてください。潰つぶされたくなかったらね」

「唐子。逃げろ……早く」

「い…や…だ！！！」

　唐子はきっぱり言った。

「そりゃ、アタシは銀之介と違って月見うどん見たって変身出来ないし、強くもなんともないけど、だけど！！！」

　唐子は手に犬いぬ笛ぶえを握にぎり締めた。

「銀之介君の味方でいたいの!!」

　すぐ目の前まで来たメタルゴリラが右腕を振り上げた瞬間、唐子は笛をくわえ力いっぱい息を吹き込んだ。

　音はしない。少なくとも唐子の耳には聞こえなかった。

　でも、すぐ後ろで銀ぎん之の介すけが両耳押さえてうぎゃああとか言ってたから、音波は響いていたのだろう。

　メタルゴリラの振り上げた腕は、下りてこなかった。成功だ。

　唐とう子こはすかさずメタルゴリラの裏側に回った。お目当てのものはすぐに見つかった。軽くレバーを引っ張ると弁当箱くらいの大きさのハッチはすぐに開いた。中にあるのはデジタル板だ。唐子は慎しん重ちようにボタンを押した。番号は暗記している。１…１…９…

「あと一つ！」

　最後のボタンを押そうとした直前だった。沈黙していたメタルゴリラが振動音を立てた。

　激しく体をよじり両手を振り回す。当たりはしなかったけど、かすった唐子は大きく飛ばされる。犬いぬ笛ぶえが唐子の手から離れた。

「笛が！」

　犬笛に手を伸のばすが、鉄の塊かたまりによって犬笛は視界から消えた。踏ふみ潰つぶされたのだ。

「驚いたぜ。まさか非常停止方法を知っていたとはな」

　少しあせりの色の交まじったコンドルの声が、メタルゴリラから響いた。

「小こ娘むすめ、お前どこで知ったんだ？　まあいいか。そんなことは」

　メタルゴリラが右足を持ち上げた。

「踏み潰してやる!!」

　逃げなくちゃ逃げなくちゃ！

　だけど、超ド級の恐怖に体が動かない。

　迫る鉄の塊の恐怖に耐え切れず、唐子は思わず瞳ひとみを閉じた。

　ガシ！

　死は訪れなかった。恐る恐る目をあけると、鉄の偏へん平ぺい足そくを体で受け止めてる銀之介の姿があった。

「唐子!!」

　搾しぼり出すような声で銀之介は叫んだ。

「頼たのむ!!」

　限界がすぐそこまできてるって表情だ。

「分かったよ！」

　唐子は走った。メタルゴリラの裏側に回りこむ。銀之介の一言。頼むって言ってくれたその一言が、勇気を奮ふるい立たせた。

「させるか！！！」

　迫る腕もものともせず、唐子は点滅を繰り返してるデジタル板に向かって指を突っ込ませた。

　２！！！！！！

　メタルゴリラは、完全に機能を停止し、音を立てて倒れた。

「止まった…………」

　唐とう子こはなかば呆ぼう然ぜんとしながらそう呟つぶやいた。

「止まったよ！　銀ぎん之の介すけ君！」




「くそったれが」

　メタルゴリラの頭部ハッチが開かれ、コンドルが姿を現す。コンドルはゆっくりと拳けん銃じゆうを持ち上げた。

　オオカミと小こ娘むすめは手を取り合って喜んでいた。こちらに気づいてる気配はない。

　コンドルは拳銃の狙ねらいをオオカミに向けてから、考え直し小娘に向けた。

　引き金を引こうとした瞬間だった。

　脇わきから飛んで来た銃じゆう弾だんが、コンドルの拳銃をはじき落とした。

「ゲームオーバーだ。ジャージーコンドル」

　迷めい彩さい服ふくに帽ぼう子しってへんてこな格好した男が、コンドルに拳銃を突きつけた。

「貴様は？」

「この鉄の塊を取り戻してくれと依頼を受けたもんさ」

　漆うるし野のはニヒルにそう呟くと帽子のつばを指でピンと弾はじいた。
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「もう朝だね」

「ああ」

　空を見上げると、うっすらと明るくなり始めてた。雲一つ見えない。今日きようはいい天気になりそうだ。

「さ、楓かえでさんを下ろしてあげないと」

　歩き出そうとした銀ぎん之の介すけの耳に、その声は届いた。

「いいことを教えてやろう！　オオカミボーイ」

　漆うるし野のに腕をひねられたコンドルが、笑いながら叫んだ。

「あのロープには爆弾がしかけてある。明暗感知式のな。ある一定の明るさを感知した時、スイッチが入る。例えばこんな朝日のような明りさ」

　コンドルの話が終わる前に、銀之介は駆かけ出してた。全速力で。ポールに向かって。

　きっかり三秒後、ロープが千ち切ぎれた。楓の落下が始まった。

「間に合うわけがないさ。間に合うわけが」




　上の方で、ボシュって音がした。次の瞬間には、風を切る音が耳に聞こえてた。

　私、落ちてく。

　びっくりするくらいゆっくりと時が流れる。本当は一瞬のことなのに。

　朝日に照らされる甲かん板ぱんがどんどん近寄ってくる。

「いやだ！」

　無意識にその言葉が口から零こぼれ落ちた。

「いやだ！！！」




　銀ぎん之の介すけは走った。走って走って走った。両手足の筋肉を総動員し、銀色の弾だん丸がんのように突っ走る。

　瞬またたきするヒマすら残ってない。

「どりゃああああああああああああ」

　銀之介はツメを甲板に食い込ませ、飛んだ。

　落ちてくる楓かえでと、甲板すれすれを飛ぶ銀之介とが交差した。




　多分、一瞬意識がなくなってたのだろう。何が起こったのか楓には分からなかった。

　ただ、気がつくと毛むくじゃらの手の中にいた。

「よかった。間に合った。間に合った」

　毛むくじゃらの手の持ち主は、破は顔がんして言った。

「駒こま………犬いぬ………君」

　無む邪じや気きで、屈くつ託たくがなくて、最高にいっぱいの笑顔。

　楓かえでの両目から、涙がぼろぼろと流れ出した。何年かぶりの涙だ。

「駒犬く～～～ん」

　楓は銀之介に抱だきついた。涙で濡ぬれた顔を銀之介の胸にうずめる。

「！！！！！！！！」

　ぼろぼろに疲れてるのに、銀之介は全身の毛を逆さか立だたせて赤くなった。




「信じられん。まさか間に合うなんて」

　コンドルががっくりとビザをついた。

「シージヤックも失敗。復ふく讐しゆうも失敗。このジャージーコンドルが………このジャ───ジ──コンドルが」

　口元に笑みが浮かんだ。自分をあざけり笑うような、そんな微笑。

「さ、ジャ──ジ───コンドル。例のものの場所を教えてもらおうか？　あちこち捜さがしたが結局見つからなかったんだ」

「例のもの？」

「お前があの鉄の化け物と一緒に盗ぬすみ出したものさ」

「ああ、あれね。なあに、すぐ返すさ」

　カチリ！

　小さな音が響いた。

「地じ獄ごくで受け取ってくれ」

「まさか…………」

　漆うるし野のはコンドルの口を開かせ手を突っ込んだ。そして、舌した打うちする。

「奥歯にスイッチを仕込んであったのか………」

「何、ど～～したの？　なんかいけないの？」

　唐とう子この質問に、漆野はやべ～なって表情で呟つぶやいた。

「爆ばく弾だんだよ。最新式のな。大きさはそれほどでもないが威力は超ド級だ。こんな船の上で爆ばく発はつしたらまず間違いなく」

「間違いなく…………」

「ザ！タイタニック!!」

「え～～～～！！！」

　唐子は両頰ほおに手を当ててわめいた。

「大変だよ大変だよ大変だよ」




「駒こま犬いぬ君…………」

「その、楓かえでさん。そんなに強く抱だきしめられると、僕ぼくの僕が僕しちゃって僕になっちゃったり」

「あ～～～、もう二人とも！　そんなことしてる場合じゃないんだってば!!」

　唐とう子この乱入でしっぽりな時は終わりを告げた。

「大変だよ！　船が沈むんだよ！」

「なんだって!!」

「すっごい爆ばく弾だんがあるんだって。すっごい爆弾が」

「お、落ち着け。とにかく深呼吸だ。深呼吸」

「そうだね。深呼吸。す───は──す───は──す──は──」




「言え！　どこに爆弾をしかけた。一体どこに？」

「すぐ近くさ」

「どこだ？」

「すぐ近く………」

　コンドルは意味ありげに笑う。

「言え…………」

　漆うるし野のは言葉を止めた。断続的に聞こえてくるピーピーって音に気がついたのだ。

　ゆっくりとクビを動かした先にはメタルゴリラがあった。

「あそこか!!」

「一緒に地じ獄ごくへ行こうじゃないか。はーっはっはっはっはっはっは」

　コンドルは笑った。心の底から大笑いした。




「あ～～、もうおしまいだ！　もうダメだ！　もう沈没だ!!」

　唐とう子こは頭抱かかえてわめき散らした。

「唐子さん。こんなことしてる場合じゃないわ。早くみんなに知らせないと」

「うん、そうだね。ほら、銀ぎん之の介すけ君も」

　銀之介は動こうとしなかった。

「ちょっと銀之介君ってば。今は正体がどうのこうの言ってる場合じゃ」

「神様って本当に意地悪だよな。唐子」

　空見上げながら、銀之介は呟つぶやいた。

「もうぼろぼろだってのに、これ以上がんばれって言うんだもん」

「ちょっと銀之介君。何言って」

「あのメタルゴリラって奴やつに、爆ばく弾だんが入ってるんだってさ。漆野さん達が話してるの聞こえたんだ。耳いいから」

　銀ぎん之の介すけはよいこらしょと伸のびをした。

「あれをどうにかしちゃえば、なんとかなるってことなんだろ」

「駒こま犬いぬ君。もしかして」

「もう一回だけ、最後にがんばってみるか。最後の最後に」

　銀之介は力なく笑ってから、唐子に目を向けた。

「唐子、言えなくなったら困るから言っとく」

　照れくさそうに、呟いた。

「最初に、恐こわがらないでくれて、ありがと」

「銀之介君!!」

　銀之介は走り出した。弾だん丸がんのような走りだ。

　銀の弾丸はそのままメタルゴリラに突進する。勢いで押す。押す。押す押す押す！！！

　だが甲かん板ぱんのへりまでで、動きは止まった。

「これが最後の、これで最後の、クソ力だああああああ」

　銀之介の体は、メタルゴリラと共に海にその姿を消した。

　十秒ほどが経過した。鈍い破は裂れつ音。海がざわめいた。船を越えるぐらいの水柱が、上がった。傾く船。だがなんとか持ちこたえる。




「どうやら、『ザ！タイタニック！』は免まぬがれたようだな」

　漆うるし野のが、小さく呟つぶやいた。船の揺ゆれも徐じよ々じよに穏おだやかになってきている。そろそろ立ち上がっても大丈夫だろう。

「お前さんの最後のすかしっぺも、どうやら失敗だったようだな」

　すぐ近くで転がってるコンドルに、漆野は言った。

「全すべて…………失敗。全てが……全てが」

　コンドルは笑った。それまでの残ざん忍にんな笑みとは違う。壊こわれたロボットあたりが浮かべそうなちぐはぐな笑みだ。

「全て……………」

　この瞬間、国際テロリスト犯、ジャージーコンドルは消滅した。




「銀ぎん之の介すけ君」

　呆ぼう然ぜんとへたりこんで、唐とう子こはその名前を呟いた。

「銀之介君……………………」

　その瞳ひとみにこんもり涙が浮かび上がる。

「あ～～～～～あんあんあんあんあん」

　やかましく泣きじゃくる唐子からさほど離れてないとこに、そいつはどべしゃって落っこちて来た。

　どべしゃ！

　びしょぬれになったみすぼらしい毛玉。毛玉はぶるるうって水をはらうと、一言だけ呟いた。

「死ぬかと思った」

「銀之介君！！！！！！！！」

　唐子が飛びつくと思い切り抱だきしめる。

「だああああああ、痛い痛い痛い！　アバラが！　アバラが！」

「うるさい！」

　ぴしゃりと銀之介をしかりつけてから、唐子はさらに力強く抱きしめた。




　そんな光景を、楓かえでは寂しそうな瞳ひとみで見詰めてた。

「楓」

　森もり彦ひこが、いつの間にかすぐ横に来ていた。

「見てたのね。兄さん」

「ああ」

　森彦はこっくり頷うなずいてから、言った。

「ここには私達が求めるオオカミはいなかったようだな」

「そうね」

　楓かえでは軽く微笑ほほえみ、明るく言った。

「帰りましょ。おじさんのところに」

　明るいけど、寂しい笑みだった。
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「銀ぎん之の介すけ！　朝だぞ」

「ううん」

　銀之介は蒲ふ団とんの中で寝返りをうつと、蒲団から手を伸のばし目覚まし時計を引き込んだ。

「なんだ、まだこんな時間じゃないか」

　むにゃむにゃむにゃって目覚まし時計を蹴けり出す。

「まだ春休みなんだから。寝坊くらいさせてくれたって」

「銀之介。今日きようは駅に行くんじゃないのか？　見送りに」

「駅、駅、駅…………………駅!!」

　銀之介は蒲団から飛び上がった。

「そ～～だ、今日は楓かえでさんの見送りだったんだ！」

　あせあせと服を着替える。寝坊で鍛きたえられた電でん光こう石せつ火かの早はや業わざだ。

　着替えの終わった銀之介は一気に部屋を飛び出した。

「銀ぎん之の介すけ大丈夫か？　車で送ってやろうか？」

「いい、自転車で走れば間に合うから！」

　台所で新聞読んでる銀ぎん一いち郎ろうに声を飛ばしてから、銀之介は外に飛び出した。

　愛車のシルバー号にまたがる。つい先日、安売り市で購入した普通のママチャリだ。色は銀色。

「行けよシルバー!!」

　なんて掛け声かけて、銀之介は出しゆつ立たつした。

　四月頭あたまの春の朝を、銀之介の乗ったシルバー号は駆かけ抜けて行った。




　駅に人影は少なかった。

　田舎いなか町まちは自家用車での通勤者が多いから駅利用者っていうと学生が主だ。学生が休みの春休み、利用者はぐんと減る。

「遅いよ銀之介君！」

　シルバー号で飛び込んで来た銀之介に、唐とう子こは目を釣つり上げた。

「ごめん！　ついうっかり寝坊しちまって。楓かえでさん達は？　もしかしてもう？」

「まだ来てないよ」

「間に合ったか！」

　自転車から飛び下り、銀之介は脱力した。

「もうすぐ来ると思うから、ここで待ってよ」

「そ～～～だな」

　唐子と銀之介は近くのベンチに腰を下ろした。

「それにしても、急だったね。楓ちゃんが帰っちゃうの決まるの」

「そうだよな。船の旅が終わった直後だったもんな。あのすごい旅。いろんな意味で」

　思い出し、銀之介は顔をしかめた。

　あの事件後、結局すぐに帰港となった。一週間の豪ごう華か客船の旅はたった三日で終わりとなった。

　一体何者にシージャック犯が倒されたのか？　それは今でも謎なぞになっている。多分これからだって謎になってるだろう。

　オオカミの着ぐるみを着た謎の英雄！　そんな記事が雑誌に載のったりしたけど、半月もたつとすっかり静かになってる。マスコミの川の流れって早いのだ。

　今ではすっかり元の通り、今ではすっかり。

「でも、よかったよね。狩かり谷や先生、銀之介君のこと分かってくれて」

「本当だよな。甲かん板ぱんに叩たたきつけられて意識が朦もう朧ろうとしてるなか、狩谷先生見た時は絶対絶命ここで終わるって思ったもん」

「銀ぎん之の介すけ君が、たくさんの人を救ったんだもん。危険なオオカミじゃないよ。優しくて強いオオカミだよ。銀之介君は」

「よせやい、照れるじゃないか」

　銀之介が鼻の下を擦こすった時だ。一台のタクシーが目の前に停止した。

　下りてくるのは、狩かり谷や森もり彦ひこと楓かえでの二人だ。

「見送りに来てくれたんですか。昨日きのうのお別れ会で十分なのに」

「やっぱり、見送りたいもん。本当は空港まで行きたいんだけど、それはちょっと無理だから。御ご免めんね」

「ううん。いいわ。ここで十分よ」

　楓はにっこりと微笑ほほえんだ。

「楓ちゃん。また日本にも来てね」

「ええ、唐とう子こさんも遊びに来てね」

　楓が唐子の手を握にぎった。

「能天気なウサギ。相変わらず元気そうだわ」

「あ～～あ、まだまだ楓ちゃんの動物占うらないで見て欲しい人いたのにな」

　心の底から残念そうに呟つぶやく唐子に、楓は一言だけ言った。

「動物占いって呼ばないで」

　それから、銀之介に手を伸のばす。

「サヨナラ。駒こま犬いぬ君」

「え？　ああ」

　ごしごし服のすそんとこで手擦こすってから、銀之介は手を突き出した。

「何が見える？　やっぱり羊ひつじ」

「ええ、ジッパーのついた羊。いつも通り」

「そっか、羊か。相変わらず僕ぼくらしいな」

　へらへら笑う銀之介に、楓は懇こん願がんするような瞳ひとみを向け言った。

「いつまでも羊のままでいてね。いつまでも」

「………分かったよ。まあ、僕なんか他ほかに進化しようがないから」

「楓、そろそろ電車…」

「分かったわ。兄さん」

　森彦に頷うなずいてから、楓はまた視線を銀之介に向けた。

　まっすぐな視線を銀之介に向けて、口を開く。

「サヨナラ。私、駒犬君のおかげで変われたような気がする」

「僕のせいで変わる？」

「駒犬君………」

　楓かえでは、唇くちびるだけ動かした。誰にも聞こえない、唇だけの言葉を。
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「行っちゃったな」

「うん、行っちゃったね」

　駅の外から電車が出ていく音を聞き、銀ぎん之の介すけと唐とう子こは呟つぶやいた。

「やっぱ、なんか寂しいよな」

「うん寂しいよ。せっかく仲良くなれたのに」

「ところでさ、楓さんが最後に言ってたことって何だったんだろうな？」

「え？」

「ほら、僕のせいで変わったとか変わらないとか言ってたじゃん」

「それは…………」

「それに、何か最後口ぱくぱくしてたけど、何か言いたかったのかな？」

「ねえ、銀之介君。もしかして気がついてないわけ」

「何が？」

「何がってね～」

　唐子はため息混じりに吐はき出した。

「あ～流れてきたらだいたい想像つくでしょ」

「つかん」

　銀之介は正直に言った。事実、本当に想像ついてない顔つきだった。

「だから、楓ちゃんは銀之介君のこ……………」

　唐子はそこで言葉を止めた。

「楓さんは僕ぼくの子じゃないぞ。何言ってるんだ？」

　とんちんかんなこと爆ばく発はつさせる馬ば鹿かを睨にらみつけ、大声でわめく。

「何でもない何でもない何でもない！」

　いいだけわめき散らしてから、明るく言う。

「帰ろう。乗っけてってよ。家まで」

「え～～、こっから唐子ん家ちまでって登り坂ばっかじゃん」

「いいから！　男でしょ。ちっとは生なま身みの体鍛きたえなさいって」

「へいへい」

　渋しぶ々しぶと返事し、銀之介はペダルを漕こぎ出した。

「自転車の二人乗りっていけないんだよな」

「子供が見てたら止めるよ。でも、気持ちくない？　こうやって遠くの山見ながら自転車に乗るのってさ」

「そ～だな」

　銀之介は遠くに立ち並ぶ山々を見つめ、頷うなずいた。

「気持ちいいよ。うん」

　二人を乗せた自転車は、春の空気の中、ちゃりちゃり音を立てて進んで行った。










　　　エピロ～グ




　ごとごとと揺ゆられる電車の中、楓かえでと森もり彦ひこは向かい合って座っていた。

「いいのか？　楓」

　森彦が、目を閉じたまま口を開いた。

「好きだったんだろ？　駒こま犬いぬ君のことを」

　楓は何も答えなかった。無言で窓の外を見つめている。

「いいんだぞ。お前だけ日本に残ったって」

「ふふふふ、何言ってるの兄さん」

　楓は笑いながら言った。

「私が駒犬君のことが好き？　そんなことある訳ないじゃない」

「楓……」

「駒犬君はいい人よ。嫌きらいじゃないわ。だからって好きって訳じゃないの。誤解しないで。それにね」

　一呼吸してから、楓は言った。

「駒犬君には、もう素す敵てきな人がいるもの。まだお互いにはっきり意識はしてないみたいだけど、誰も邪じや魔まできない素敵な人が」

「……………お前が言うならいいよ」

　また、無言の時が流れた。

　楓かえでは、くもったガラスに人差指を這はわせる。そして、静かにそれを動かした。

　正直な気持ちをガラスに描えがく。

　たった二文字の心。

　水すい滴てきが流れ、すぐに字は読めなくなる。同時に、楓の瞳ひとみからも熱い水滴が流れ出した。

「さよなら」

　小さな小さな呟つぶやきが、楓の口元からこぼれ落ちた。

　小さな小さな、呟きだった。





第二十二話　完
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　　　第二十三話　さよならお銀ちゃん
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「え～～～～～！！！」

　朝の駒こま犬いぬ宅にて、不満のオモチャ箱はぶちまけられた。

　ひっくり返したのは駒犬家の居い候そうろう、駒犬銀ぎん花かちゃんだ。

　五〇〇パーセントの気合の入ったお出かけルックで武装した銀花は、両足をばたばたさせて叫んだ。

「約束してたじゃん！　ど～～ぶつえん連れてってくれるってえええええええええ！！！」

「すまん！　お銀ぎん！」

　銀ぎん之の介すけは両手を合わせて謝あやまった。

「来週の日曜日には必ず連れてくから！　今日きようは我が慢まんしてくれ」

「やだ！　我慢出来ない！」

「そう言うなよ。ど～～～しても行かなくちゃならない用事が出来たんだから」

「用事って何なのさ！」

「だから、唐とう子このうどん屋を手伝いに」

　ボソッと呟つぶやく銀之介に、銀花の怒りのオ～ラが燃え上がった。もう少しでスーパーサイア人にだってなれそうだ。

「銀兄ぃは銀花より、うどんのお姉ちゃんの方がいいんだ！」

「あ？」

「銀花がちっちゃくてペチャパイで算数が苦手でニンジンが食べられなくて手でミミズを捕まえられるから嫌きらいなんだ！」

「だから、そんなんじゃなくって………」

「お子様パンツ穿はいてて毛糸のもこもこパンツも穿いてて髪の毛がくりんくりんしててお風呂熱いのが苦手だから嫌いなんだ」

「だから………」

「少女マンガが大好きで、少年マンガも大好きでテレビでプロレス見ながら技の練習してるから嫌いなんだ。それからリンゴを丸かじりしようとして顎あごが………」

「え～～い、やかましい!!」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんに自分の道を突っ走る銀花を、銀之介は思い切り怒ど鳴なりつけた。

「えぐ………うぐ………」

　口がへの字にまがる。大きな瞳ひとみがぷるぷる涙で震える。大だい洪こう水ずいがやって来そうだ。来るなよ、来るなよって神に祈いのったけれども洪水はやって来た。

「わ～～～～～～～～～ん！！！」

　銀ぎん花かは泣いた。泣きじゃくった。

　銀ぎん之の介すけは両方の耳に指を突っ込んだ。これぐらいでちょうどいいボリュームだ。

「銀花ちゃん。それじゃおじちゃんと一緒に動物園行こうか？」

　銀ぎん一いち郎ろうが助け舟を勢いよく漕こぎ出したけれども………。

「やだ！！！！」って即答されたもんだから助け舟は一挙に海のもずく。

「そ────だよな。こんなおじちゃんと一緒じゃいやだよな」

　銀一郎はしっかりといじけてすっこんでった。

「分かってくれよ。仕し方かたないんだよ」

「分かんない！　銀花今日きよう行くの！　今日動物園行くの！　今日銀兄ぃと一緒に！」

　ここまでやかましいと銀之介だってさすがに頭にくる。

「うるさい奴やつだな。そんなに動物が見たけりゃ変身して鏡の前にでも立ちゃいいだろ。わがままオオカミが見えるから」

　銀花はしゃくりあげながら銀之介を睨にらみつけた。

「銀兄ぃの銀兄ぃの銀兄ぃの！！！！」

　小さな体一杯に息を吸い込む。

「ぶわかああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　耳を塞ふさいでてもその一いち撃げきは脳みそに響いた。

「あ～～～～～～～～～ん!!」

　銀花はまた大声でわめきながら部屋を飛び出して行った。すぐにバタンって玄関の扉の音が聞こえる。鉄てつ砲ぽう玉だまが飛び出したのだ。

「まったく、気に入らないことがあると、いっつもこれだ」

　銀之介は一人、毒づいた。

『銀花ちゃんの気持ちも分かるのよね。ずっと楽しみにしてたみたいだし、今日も朝早く起きてお弁当を……』

　母、典のり代よの言葉が心に痛かった。

　だけど、銀之介は鼻をフンッて鳴らして言った。

「わがままオオカミめ！」
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「教師っていいわね。夏休みとか春休みとか休みが多くて。ってよく友達に言われるけど、そういう訳でもないのよね。休日出勤だってよくある話だし、残業だって多いし」

　そんなことぶつくさ呟つぶやきながら、倉くら地ちは書類をとんとこ整理した。

「さてと」

　一区切りついたのかまとめた書類をファイルにつめると、倉地はイスを半回転させ視線の矛ほこ先さきを変えた。

「で、休みにわざわざやって来て相談したいことってなあに？　銀ぎん花かちゃん」

　イスにちょこんと腰を下ろした銀花はしばしうつむいて靴の先っぽを見詰めてた。

「ジュース。もう一本飲む？」

　ぷるぷるクビを横に振ってから、銀花は顔を上げた。

「美術のおばちゃん！」

「お姉さん！」

　にこやか～～だけど凄すごみのある笑顔をぶつけられた。

「美術のお姉さん」

　命のまだまだ惜しい銀花は慌あわてて訂正を入れた。

「銀花に教えて欲しいの」

「何を？」

　銀花は、倉地の目をしっかりと見詰めハッキリと言った。

「早く大人おとなになる方法！」

「早く大人になる方法ねえ」

　倉地は考え込んだ。さすがに大人だから妙みような誤解はしない。

　大人になる方法だってえええ!!　そ、そんないけないよ！　小学生がそんなこと考えちゃ。あ、いけない。いけないんだ！　ああああ！

　なんてどっかのバカが陥おちいりやすそうなパターンにははまらない（どこのバカなのかは本人の名誉のため省略）。

「別に急がなくても、待ってればいやでも大人になるわよ」

「そんなんじゃいや！　銀花、今、大人になりたいの！」

「いいわね、そんなこと言えるって」

　倉地は遠い目で窓から外を見つめた。

「いつのころからかしら、誕生日が嬉うれしくなくなるのって」

　物思いが始まった。いつまでも続きそうな物思いだ。

「ねえ、ねえってば、美術のおばちゃん」

「お姉さん！！！」

　無視出来ないとこにしっかり反応してから、倉地は視線を落とし銀花と合わせる。

「ねえ、銀花ちゃん。どうしてそんなに早く大人になりたいの？」

「だって、銀ぎん花かが子供だからかなわないんだもん。銀花が子供だから…………」

　押し黙る銀花に、倉くら地ちは優しく語りかけた。

「銀花ちゃん。子供子供って言うけど、お姉さんは銀花ちゃんのこと子供だと思わないわ。悩んでる銀花ちゃんの心はもう大人おとなの女の人と変わらないわ」

「心なんか関係ないもん。心なんか外から見えないもん」

「困ったわね。そりゃ牛乳を飲むとか、毎日運動するとか、プロポーションのいい大人になる方法はあるけど、いきなり大人になる方法なんてないわよ」

「そうだよね。御ご免めん。ヘンテコなこと聞いちゃって」

　銀花はイスからぴょんと飛び下りると、ペコリって頭を下げた。

「銀花ちゃん。よかったら先生と一緒にサンドイッチでも食べに」

「いいです。銀花お弁当持ってきてるから」

　それだけ言うと、銀花は美術研究室を出た。

「一体誰に恋してるのかしらね。銀花ちゃん」

　倉地はそう呟つぶやいてから、天てん井じようを見上げた。

「恋か……………」
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　まだ春休み。なもんだから校舎は静まりかえってる。

「やっぱり無理だよね。急に大人になるなんて」

　ため息ぼとぼと落としながら、銀花は職員玄関へと向かってた。そこから入ったのだ。

「はあああ」

　三十二回目くらいのため息を吐はき出した時、銀花はその異変に気がついた。

「何だろ？　この変な煙」

　恐ろしくも不ぶ気き味みな煙が漂ただよってた。前方の扉の隙すき間まから漏もれてる。いかにも煙を吐き出しそうな不気味なデザインの扉だ。

「うっぷ、へんな臭におい」

　鼻をつまみ、銀花は紫むらさきの煙から身を守った。すぐにでも逃げ出した方がよさそうだけどそこは好こう奇き心しん旺おう盛せいな小学生。扉へ向けて一歩一歩歩き出す。

　あともう少しで扉って時だった。世界が紫色に染まった。扉が内側から開かれ大量の煙が噴ふん出しゆつしたのだ。鼻つまんでてもこの攻撃には耐えられなかった。

「ごほごほごほごほごほ」

　たっぷりとセキしてから、銀花は目を開けた。

　紫色の異星人が床にうつぶせに倒れてた。すぐにでもモルダーさんとスカリーさんを呼ばなくちゃいけない状況だ。

「大変だ、モルダーさんとスカリーさんを呼ばなくちゃ。だけどモルダーさんとスカリーさんの電話番号、銀ぎん花か知らないし、どうしよう」

　あれこれ考える銀花の前で、紫むらさき色の異い星せい人じんはむっくりと起き上がった。その顔を銀花へと向ける。

「人類代表になってファーストコンタクトしないと。でも宇宙語なんて話せないし。ど～～～しよ～～」

「あれ？　その声は、もしかして駒こま犬いぬセンパイの従妹いとこの銀花ちゃんですか？」

　ひょこっと異星人の口から飛び出す日本語に、銀花は目をパチクリさせた。

「やだなあ、私ですよ私」

　異星人が目のあたりをごしごしこすった。ぐるぐる渦うず巻きのビン底メガネが現れる。

「あ！　メガネのお姉ちゃん」

「三みつ石いし小こ夏なつです。メガネのお姉ちゃんでいいですけど」

　不思議の国のお姫ひめ様は笑いながら体の紫色を払はらった。うっすら紫だけど異星人と間違えられることはなくなったろう。

「ところでど～～したの？」

「倉くら地ち先生にちょっと相談があって、メガネのお姉ちゃんは？　まだ学校は休みでしょ」

「私は、見ての通りです」

　小夏は胸張って言った。確かにものすごく説得力がある光景だけど、残念ながら何してたかは不明だ。まあ、普通じゃないことをしてたってことだけは痛いくらいよく分かる。

「せっかくだから見てく？　メガネのお姉さんの偉大な仕事」

「あの、銀花これから帰ろうと」

「いいからいいから、見てって見てって」

　小夏に手を引っ張られ、銀花は不思議の国に拉ら致ちされた。




　不思議の国も紫色に染まってた。今年の流行色なのかもしれない。

　そして、中央に、そいつはあった。おとぎ話に出てくるような形の鉄の鍋なべ。そいつが電気調理器の上に載のっかってた。脇のテーブルにはヤモリの尻尾しつぽとか魚の目玉とか恐ろしく不ぶ気き味みなもんが並んでる。材料ってとこだろう。

　銀花は鍋を覗のぞきこんだ。異様な光こう沢たくを放つ紫の液体が入ってた。頭からかぶったらバットマンに出てくる怪人にだってなれそうな無気味な液体だ。

「これ、何？」

「さすが、よくぞ気づきましたね。このクスリに」

　褒ほめちぎる小夏だけど、この状況でこいつに気がつかない奴やつは世界中捜さがしてもいないんじゃないかなって、銀花は思った。

「すごいクスリなんですよ」

　それも分かる。あんな材料使ってこんな鍋なべで作ってあれほどの煙出してるのだ。これで便秘薬ですとか言われたらフライングチョップを入れたくなる。

「古本屋で、すごい本を見つけたんです」

　小こ夏なつは、ぼろぼろで崩くずれそうな本を持ち上げ言った。

「古代エジプトで使われたという秘密のクスリの作り方が書いてあったんです!!」

　ぶっちゃけ、あんまり興味はなかった。普段の銀ぎん花かなら尻尾しつぽ振ってたろうけど、今の心はボトム・ジ・アース。どんよりどよどよで尻尾なんて振れる訳がない。

　だけど、小夏の一言で尻尾がピクリと動いた。

「ザ！大人おとなになるクスリ！」

「大人になるクスリ！」

　食らいついてくる銀花に、満足気に笑みを向けてから小夏は説明を始めた。

「生物の細胞に働きかけ、肉体を急成長させてしまうというクスリです」

「すごい…………すごいけど…………本当かな？」

「大丈夫！　実験の準備はしてきました」

　小夏はびしっと指差した。プラスチックケースが置かれてた。中にはちびっこいカメがもそもそ歩いてた。

「近所の爬は虫ちゆう類ペットショップのおじさんに頼たのんで一匹借りてきました。ミドリガメのミドリちゃん。この実験が成功なら、ミドリちゃんは立りつ派ぱな大人になるんです」

　小夏は小こさじでその得たいの知れないクスリをすくうと、カメの前に持ってった。

「さ、舐なめてください」

　言うまでもないことだけど、そんな得え体たいの知れないもんカメさんは舐めようとしなかった。

「舐めてください！！！」

「カメさん！　お願いだよ！」

　普通とは言いがたいけど二人の乙女おとめ光線がびんびんとカメの甲こう羅らに当たる。

　カメはゆっくりとクスリを舐めた。

　十秒たった。何も起きなかった。

　二十秒待った。やっぱり何も起きなかった。

　半ば諦あきらめ空気が漂ただよった三十秒。カメさんがぶるぶるって体を震わせた。異変は起こった。

「成功です！」

　小夏は満足気に息を吐はき出した。

「成功だけど…………」

　銀花は黙だまって、自分よりも大きくなったカメを見詰めた。

「ペット屋のおじさん間違ってるね。これって絶対ミドリガメじゃないよ。リクガメって奴やつだよ。きっと」

　すっかり大きくなったカメさんは、こんな窮きゆう屈くつなとこいややとばかしにのそのそ扉へ向けて歩き出した。

「あ、ダメです！　借り物なんですから！」って言ったってカメに通じる訳がない。

「ダメですって!!」

　カメに引きずられ、小こ夏なつは行ってしまった。グッバイアディオスまた会う日までだ。

「でも、すごいな。このクスリ」

　銀ぎん花かはしばし液体を見詰めてから、きょろきょろとあたりを見渡した。目撃者はいない。

「ほんのちこっとくらい、もらってもいいよね」
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「どうも、ありがとうございました」

　銀ぎん之の介すけは出ていくお客様にぺっこりと頭を下げた。

「銀之介君。もうのれん下ろしちゃっていいよ」

　おでこの汗あせをぬぐう銀之介に、唐とう子この父、辛から雄おさんの声が届く。

「もう、うどん玉終わっちゃったから」

「は、はい」

　銀之介は返事すると、のれんをしまった。

「いや～～ほんっと助かったよ」

　辛雄さんがにっこにっこしながら言った。

「郷土研究クラブの団体さんが来るって時に唐子の奴やつがああなっちまったろ。どうしようかと思ってたんだ」

「いえいえ、僕ぼくなんか何も経験ないから邪じや魔ましちゃったみたいで。注文も何度も間違えちゃったし」

「気にしなくてもいい。気にしなくて。とにかく、助かった。ありがとう」

　辛雄さんは銀之介の肩をばしばし叩たたいてから、言った。

「迷めい惑わくついでにこれを唐子んとこに運んでくれないか。風か邪ぜひきうどん。隣となりの肉うどんは銀之介君のお昼だ」

「どうも、ありがとうございます」

　ぺこって頭下げてから、銀之介はどんぶりを覗のぞき込んだ。一つはこってりぎらぎらの肉うどん。一つはあっさりで消化のよさそうなうどん。具は鶏とり肉にくとかまぼこだけだ。

「あの、唐子のうどんに卵、入れた方がいいんじゃないですか？」

「しかし、銀之介君のアレルギーが」

「蓋ふたしてくれれば大丈夫ですから」

「君は本当に優しいな。分かったよ」

　手早くどんぶりに卵が割り入れられる。もちろん蓋ふたもきっちりだ。

「どうも、それじゃ持ってきます」

「ゆっくり食べてきていいからね」

　蓋つき月見うどんの載のったお盆ぼんを持って、銀ぎん之の介すけは階段を上のぼった。行き先はよく来る和風の部屋だ。

「唐とう子こ。うどん持って来たぞ」

　襖ふすま戸どを開ける。六畳じようの畳たたみ部屋の中央に布ふ団とんが敷しかれてて、そこに唐子が潜もぐってた。

「うどん食べれるか？」

「ウン、大丈夫」

　起き上がった唐子に、銀之介はお盆を渡した。

「じゃ、僕ぼく目閉じてるから、さっさと崩くずしちゃってくれ」

「あ、月見なんだ。おかしいな、銀之介君は卵アレルギーで卵見ただけでジンマシン出ちゃうから今日きようは月見はお休みにしてって言っといたのに」

「お休みだったよ。ただ風か邪ぜには卵っていいだろう。頼たのんで入れてもらったんだ。見なきゃいいだけだから」

「ありがとね。いろいろ心配してもらっちゃって」

　唐子はもそもそもそってうどんをすすった。

「でも、本当にありがとね。せっかくの休みだったのに朝急に電話しちゃって」

「ひひっへほほほ」（いいってことよ）

　肉うどんほおばりながら、銀之介が言った。

「でもさ、唐子が熱出すって珍めずらしいよな」

「失礼しちゃうよ。アタシだってバカじゃないんだから」

　唐子は憤ふん慨がいしたように膨ふくれた。

「昨日きのうの夜からちょっとぐずぐずしててさ、温かくして早く眠ねむったんだけど、朝にドカン！　も～～、どうしようもないんだけど団体さんは来ちゃうし、お父さん一人じゃどうしようもないし。という訳で、ついつい銀之介君に電話かけちゃった」

「困った時はお互い様だからな。さてっと」

　さっさとうどんを食べ終わった銀之介は、よいこらしょっと立ち上がった。

「それじゃ、後片付けの手伝いに行くよ。夜は何時から営業なんだ？」

「今日は夜はお休みするってお父さん言ってたよ」

「そう言えばうどん玉も終わったって言ってたな。了りよう解かい。それじゃ後片付けして帰るよ」

「本当にありがとね」

「どういたしまして。じゃ～～～お大事にな」

　銀ぎん之の介すけはどんぶり持って階段を下りた。

「おじさん。後片付け手伝います」

「いいいい、後は私がやるから。すまなかったね。これ少ないけど」

　銀之介の手に、茶封筒が握にぎらされる。

「お金はいいですって。いつもタダでいろいろ食べさせてもらってるんだし」

「いやいや、本当に助かったんだ。だから受け取ってくれ。少ないけどバイト料って奴やつだ」

「でも」

「もらってくれ！」

　結構ですとか言ったら、うどんの生き地じに練り込まれそうな気迫だ。

「すみません」

　銀之介はぺっこり頭下げて封筒を受け取った。

「また来てくれよ。いつもで来てくれよ。ずっと来てくれてもいいぞ。永遠に来てくれても」

　よく分からない言葉を背中に受けて、銀之介は七しち味みうどん亭ていを出た。

「三〇〇〇円も入ってるや。なんか申し訳ないな」

　だけど今更返すのも失礼ってもんだ。

「よし、ありがたく使わせてもらうことにしよう」

　銀之介はあれこれ考えた。ゲーム屋にでも行って中古ゲームを物ぶつ色しよくしようか？　それとも本屋に行って漫画でも買おうか？　銀ぎん花かの少女コミック雑誌で面おも白しろいのあったからその本でも…………。

「お銀ぎんの奴、もう家に帰って来てるかな？」

　大だい洪こう水ずいしてる銀花の顔を思い出し、銀之介は息を吐はき出した。

「仕し方かたないんだけど、けっこうひどい思いさせちまったよな」

　子供の頃ころを思い浮かべた。ハンバーグ食べに連れってってやるって言われて喜んでたけど、急にキャンセルになった悲しい思い出だ。

「『りぼん』でも買って帰るか。残りは来週の動物園の時にお銀になんか買ってやろっと。うんうん」

　一人でそう頷うなずき、本屋への道を歩き始めたまさにその時。

「みっつけた～～～～～～！！！」

　そんな声とともに背中に衝しよう撃げきが走る。よく銀花にやられるフライングボディーアタックに似てる衝撃。だけど威力はケタ外れに強い。

「いたたたたたた、何すんだよ。おぎ………」

　てっきり銀花だと思って振り向いた銀之介は、目をパチクリさせた。

　確かに、くりんくりんへあ～～とか、好こう奇き心しんの光迸ほとばしってる瞳ひとみとか銀花っぽいとこもある。だけど、それは銀花じゃなかった。どう見たってサイズが全然違うのだ。

　銀ぎん花かは今年で十一歳さい。体の各部位だってまだまだ発展途上なお子様サイズ。

　それに比べて、目の前の娘むすめはどう見たって銀ぎん之の介すけと同じくらい。下へ手たしたらそれ以上だ。各部位だってしっかり大人おとなの仲間入りしてる。

　なんか見覚えはあるけれども、やっぱり知らない人だ。

「あの、どちら様で」

「へへ～～ん、分かんない？」

　分かんない？って言われたって分かんないもんは分かんない。

「じゃあ、発表しま～～～す！！！」
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　謎なぞっぽい娘は子供っぽく声を張り上げる。だけど、何かを言いかけて言葉を止める。

「へへへ、誰だっていいじゃん!!」

　娘は銀之介の手をぎゅって握にぎった。男ってバカだから、？？？？な状況でも青少年袋がどきってする。

「動物園行こ動物園」

「あの…………ちょっと…………」

「いいからいいから」

　娘は少し息を吸い込むと、一言一言嚙かみ千ち切ぎるようにして言った。

「ぎ…ん…の…す…け」

「ど、どうして僕ぼくの名前を」

「いいからいいから。あはは」

　突然現れたその娘むすめに、銀ぎん之の介すけは半ば強ごう引いんに引っ張られて行った。
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　飯いい波なみ山やま動物園。飯波市内にある動物園だ。ライオン等の猛もう獣じゆうはいないけど、それ以外ならたいていいる。大きな公園と動物園が一緒になったようなとこだ。

　日曜だってことで、人はそれなりに多い。小さい子供のいる家族づれがほとんどだ。まあ、若者のデートスポットとしちゃちょっと役不足なのかもしれない。

　そんな中で、ちょっと目立つカップルがいた。

　イマイチ釈然としない顔つきの青年を、元気二〇〇パーセントの娘が引っ張ってるっていうカップル。

　青年の名前は駒こま犬いぬ銀之介………娘の名前は………いまだ謎なぞだった。




「銀之介！　こっちこっち！　見て見てほら、ラクダさんがいるよ。うわ～～～、おっきいコブ!!　重くないのかな～～」

　二〇〇パーセントで動物園を楽しむ娘に、銀之介はひたすら困こん惑わくしてた。

　困惑理由は単純でいてすっごく明快だ。だけど知らなきゃ何も始まらないくらい重要な疑問でもある。

　一体この娘は誰なんだろう？

　出会った頃ころから抱かかえてるこの疑問は、いまだ投げ捨てることが出来ない。

　さりげなく尋ねてはいるのだが、女の子は答えちゃくれない。

　う～～む…………やっぱり赤の他人なのかな？

　だけど知らない人がいきなりフライングボディーアタックしてくるのも納得出来ない。動物園に引っ張ってくのも納得出来ない。

　もしかして、僕が覚えてないだけで古い知り合いとかかな？

　ラクダを見て喜ぶ娘の横顔を銀之介はしつこく観察した。

　可愛かわいい娘だ。それは間違いない。太たい鼓こ判ばん押したっていい。子供のようにキラキラ光る瞳ひとみを持ってて、それがもちまえの健康美に拍車をかけてる。髪の毛はちょっと天然茶ちや髪ぱつでくせっ毛だ。

　銀之介は頭のデーターベースをひっくり返した。これまでの引っ越し人生の中、出会った女の子達を思い浮かべる。北ほつ海かい道どうから始めて関かん東とう、関かん西さい、四し国こく、九きゆう州しゆう。

　やっぱりダメだった。

　ため息を吐はき出す銀之介の頭に、とんでもない可能性が浮かび上がる。

　もしや、出会った男の子を想像すべきなのか？　最近は技術が進んでるって言うし………。

　恐る恐る銀ぎん之の介すけは、もう一度データーベースをひっくり返した。幸いなことに該がい当とう者はいなかった。

「よかった。本当によかった」

　心の底からほっと胸をなでおろす。

　そんな様子に、女の子は軽く笑う。

「あはは、おっかしいの。銀之介何やってるの？」

「いや、ちょっとね。あははははは」

　銀之介は、安っぽい笑いを響かせた。

「そ～～だ、銀之介。お腹なか空すいてない？　お腹」

「空いてるって言えば空いてるし、空いてないって言えば空いてないけど」

「じゃ、空いてるんだね」

　娘むすめは元気よくそう決めつけると、銀之介の手を強ごう引いんに引っ張った。

「あっちに芝しば生ふがあるから、そこで食べよう。お弁当」




「じゃじゃじゃ～～～～ん」

　芝生にて、その個性的な弁当は広げられた。なんて言うか、個性的な弁当だった。

「おにぎり何がいい？　シャケに梅干に塩コンブ」

「塩コンブ」

「はい!!」

　手渡されたおにぎりも、なかなか個性的な顔をしてた。

「食べて食べて」

　キラキラ光る瞳ひとみで見つめられたら、食べないわけにはいかない。

「どうどう？」

　やっぱりキラキラ光る瞳で見つめられたら、おいしいって言わないわけにはいかない。

「おいしいよ」

「やった！！！！！！」

　娘は子供のように飛び跳はね喜んだ。一緒にいる銀之介の方が恥ずかしくなってしまう。

「ちょっとちょっと、落着いて」

「へへ～～ん、朝早く起きて作ったんだもん。おいしくて当たり前だよね」

　ひとしきり飛び跳ね回ってから、娘は自分もおにぎりにかぶりつく。

「うん、おいひいおいひいおいひい」

　口一杯にコメ粒ほおばる娘に、銀之介はおずおずと尋ねた。

「そろそろ、教えてくれないかな？」

「はひほ？」（何を？）

　たくさんのコメ粒が飛んで来た。銀ぎん之の介すけは憮ぶ然ぜんとした顔で、一粒一粒顔にはりついたコメ粒を取った。手て馴なれた手つきだ。居い候そうろうしてるオオカミ娘むすめに何度もやられてるから。

「君は………………誰なんだい？」

「まだ分かんないのかな？」

「出身地は？　出身地が分かれば多分」

「群ぐん馬ま県！」

「群馬ね。え～～と、群馬にいたのは確か………」

　そこで銀之介はおやっとクビをかしげる。

「待てよ、僕ぼくの引っ越し人生に群馬県はまだ入ってなかったはずだけど」

「へへへ」

「群馬っていったら、銀ぎん三ざぶ郎ろうおじさんとこに遊びに行った時ぐらいか。でもあの時は別に現地の女の子とは知り合いにはならなかったはずだけど………」

　それでも記き憶おくに釣つり糸をたれる。結果、何かがひっかかった。

「分かった！　おじさんに商店街に連れてってもらった時、お惣そう菜ざい屋で店番してた女の子！　僕があんまりコロッケ欲しそうな顔してたせいかコロッケを内ない緒しよで一つおまけしてくれた」

「ブッブ──────」

　不正解だった。銀之介は再度釣り糸をたれるけど、当たりはない。

「別にい～～～じゃん。誰だってさ」

　娘は笑いながら言った。

「だけど、せめて苗みよう字じか名前が分かんないと、いつまでも、君、君って呼ぶのも何だか」

「じゃ、亀かめ子こでいいよ。亀に子で亀子。はい決まり！」

「決まりって………そんないい加減な」

「決まりって言ったら決まりなの！　亀子！」

　叩たたきつけるようにそう言ってから、娘………亀子はおかずの入った箱を銀之介に突き出した。

「食べて食べて、この鶏とりのてりてり焼き、自信あるんだよ」

　このままじゃいかん！

　銀之介は思った。このままではこの娘のペースに巻き込まれて流されて謎なぞが謎のまま終わってしまうことにもなりかねない。

　第一に、動物園の入園料は銀之介が二人分払はらったのだ。ここは強く情報請求したっていいんじゃないか？　そ～～だいいに決まってる。こんな、ちょっと可愛かわいいけど知らない女の子にコケにされてどうするんだ！　コケは水すい槽そうの中だけで十分だ！

　そう強く心の中で叫んだ銀之介は、きって亀子を睨にらみつけた。

「君さ、いい加減に………」

「ダチョウが逃げたぞ～～～～～」

　そんな叫びが聞こえたのはまさにその時だった。

　銀ぎん之の介すけの背中にイモムシが走った。セナもびっくりのスピードだ。

「まさか、まさか僕ぼくに向かって突っ込んで来るってこたないよな」

　恐る恐る振りむいたら、残念ながらそのまさかだった。

「あ～～、いっつもこれだいっつも」

　銀之介は亀かめ子この手握にぎって逃げ出した。ど～～～してか分かんないけど、ダチョウは銀之介の後を追いかけて来る。

「何だ？　僕に恨うらみでもあるってのか？」

　ひーひー走る銀之介に、亀子が言った。

「止まって！」

「え？」

「大丈夫だから止まって！」

「バカ言うな。こんなとこで止まったらダチョウに蹴けり殺され………」

　銀之介の逃亡は終わった。何のことはない、つまづいて転んだのだ。

　迫るダチョウ。こんな状況ながら銀之介はこんなことを考えた。

　ダチョウに蹴られて死ぬのと、豆とう腐ふの角に頭をぶつけて死ぬのとどっちが恥ずかしいだろうか？

　だけど、ダチョウは銀之介を蹴り殺さなかった。クイクイ鳴きながらその頭を銀之介に擦すりつける。

「ど～～なってるんだ？」

　ダチョウの頭を撫なでる亀子を見ながら、銀之介は呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。

「すみませ～～ん」

　飼し育いく係らしいおじさんがえっちらおっちらやって来た。

「君達、怪け我がないかい？」

「怪我はないですけど、これは一体」

「いや、このダチョ子にはすごくラブラブしてたダチョ雄おがいたんだが先月別の動物園に引っ越しして」

　おじさんはハンカチで涙を拭ふきながら言った。

「それ以来、ダチョ雄に似た色を見ると目の色をかえて飛んで行くんだ」

「この、服のせいか」

「ほら、ダチョ子。行くぞ」

　おじさんが引っ張るけど、ダチョ子は言うことを聞かなかった。

「こらダチョ子！」

　すっと亀かめ子こが歩み出た。ダチョ子のクビに手を這はわせ優しく語りかける。

「かわいそうだね。でも人違いなんだよ。ごめんね。きっと、また会えるよ。きっと」

　ダチョ子は大きな瞳ひとみをぱちくりさせて亀子を見た。

「ね、だからみんなに迷めい惑わくかけちゃダメだよ」

「お、大人おとなしくなったぞ。すまなかったね、デートの邪じや魔まして。そうだ、せめてものお詫わびにこれ、入場割引券。また来る時に使ってくれ。それじゃ」

　ダチョ子連れておじさんは戻って行った。

「さ、お弁当食べよ」

　まだ倒れてる銀ぎん之の介すけに亀子が歩み寄る。

「どうして？　どうして大丈夫って気がついたんだ？」

「え？　だって、あのダチョウさんの目、すっごく優しそうな目してたから」

「そうなのか」

「うん、そうだよ。はい」

　手が伸のばされた。

「捕まって」

　しばしの間の後、銀之介は伸ばされた手を握にぎり締めた。

「びっくりしたね。本当」

「まったくだ」

「でも銀之介ってば情けないよ。蹴けり殺されるうううとか言って」

「仕し方かたないだろ。誰だってああなるよ」

「あはははははは」

　屈くつ託たくのない笑えみに、銀之介も自然に笑みがこぼれる。

　笑いながら、銀之介は思った。

　まいっか、この子が誰なのかなんて急いで知ろうとしなくても。

　向こうは僕ぼくを知ってるみたいだし、こうやってるうちに思い出すだろ。

　きっとそのうち。

「あ、あっちで何かやってる。お弁当食べたら行こうね」

「ああ、行こう」
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　夕焼けこやけで日がくれた。家路につく人々の中に、二人はいた。

「あ～～～楽しかったね。銀之介」

「ああ、楽しかった。久しぶりに子供の頃ころを思い出して遊んだよ」

　銀ぎん之の介すけは目を細めて亀かめ子こを見た。

「亀子さんはすごいよ」

「え？　どうして？」

「まるで子供みたいだから」

　銀之介のその一言に、亀子はぷくって膨ふくれた。

「子供じゃないもん！　見てよこの体！　どこからどう見たって大人おとなでしょ。もっとちゃんと見てよ。ほらー」

　いきなり服を脱ぎ出す亀子を、銀之介は慌あわてて止めた。

「違うってば。体のことじゃなくて、心のこと！」

「心？」

「そう、心のこと。幼よう稚ちだとか言ってるんじゃないよ。なんて言うか、ああ、亀子さんにとってこの世はまだ不思議の世界なんだなって」

「？？？」

「なんて言うんだろ。大きくなるにつれて、慣れちゃうっていうのかな。生きてるってことに」

　銀之介は夕焼け空を見上げた。

「子供の頃ころは、もっと世界が広かったような気がするんだ。もっともっと夕焼けもキレイで、もっともっと御ご飯はんもおいしかったような気がする。もっともっと世界はハラハラドキドキする冒険に満ちてたような気がする」

「子供の頃の方がよかったってこと？」

「そこまでは言わないよ。大きくなることで生まれる楽しみもある。だけど、大きくなることで感じられなくなる楽しみもあるんだ。だからまあ、その時々をしっかり楽しまなくっちゃならないってことかな。自分でも言っててよく分かんないんだけど」

　銀之介は照れくさそうに笑った。

「亀子さんを見てたら、なんかそんなこと考えちゃってさ」

「よく分かんないよ。それよりさ、今度は遊園地行こうよ遊園地」

「遊園地か。別にいいよ」

「やった～～。それじゃ次の日曜日に」

「日曜日…………」

　銀之介は申し訳なさそうに言った。

「ごめん、今度の日曜はダメなんだ」

「え～～～、どうして？　どうして？」

「その日は…………約束があるから。大事な約束」

　銀之介は軽く喉のどを鳴らして続けた。

「うちに居い候そうろうしてる従妹いとこの女の子がいるんだ。その子を、動物園に連れてってやるって約束」

「……………」

「いや、本当は今日きようだったんだけどさ。うどん屋やってる友達が風か邪ぜひいたとかでど～～しても手伝いに行かなくちゃならなくなっちゃってさ」

「風邪………そうだったんだ」

「きっと、僕ぼくにとっての動物園と、お銀ぎんにとっての………動物園。全然重さが違ってたと思うんだ。あ、あ、お銀ってのはその子のことなんだ。すっげ～～やかましい奴やつで」

「銀ぎん之の介すけはさ…………銀之介は………」

　亀かめ子こはすこしだけ目を伏せると、か細い声で言った。

「お銀ちゃんのこと、嫌きらい？」

「嫌いじゃないさ。そりゃやかましいしわがままだし朝ひどい起こしかたするけど………嫌いじゃない。あの能天気な元気さ、僕は好きだな」

　銀之介はぽりぽりと鼻の頭を搔かいた。

「僕一人っこだからさ、なんか妹できたみたいで嬉うれしいんだ。あくまで居候だからそのうち帰っちゃうんだけど、そう考えるとちょっと寂しくなることもある」

「そう………なんだ」

「それより亀子さん。そろそろ教えてくれないかな。僕ずっと考えてたんだけど、思い出せないんだよな。君のこと」

　銀之介は笑いながら亀子に目を向けた。そして思わず言葉を飲み込む。

　大きな瞳ひとみ一杯に涙をためて、うつむいてた。

「ど～～したの？　目にゴミでも入った？」

「何でもないの！　何でもない」

　ごしごしって目をこする。

「もう行かなくちゃ。今日きようはありがとう」

「え？　ちょっと亀子さん」

「さよなら！　バイバイ！　銀ぎん花かちゃんと仲良くね！」

　一方的にバイバイを叩たたきつけると、亀子は突っ走って行った。

「お～～～～～い!!」

　亀子の姿は、すぐに見えなくなった。

「一体誰なんだろ？　亀子さん」

　仕し方かたなく歩き始めた銀之介だけど、ふと足を止める。

「待てよ……………」

　銀之介は思い切り首を傾かしげた。

「亀子さん。銀花ちゃんと仲良くって言ってたよな。なんでお銀の名前知ってたんだろ？」
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「おかしいわねえ」

　小こ首くびを傾かしげながら廊下を歩く倉くら地ちは、曲がり角にて正面衝しよう突とつした。まあそこんとこは胸んとこに天然クッションを持つ倉地だからお互いにダメージは少なかったけど。

「あら、プチ三みつ石いしちゃん」

　目の前の小こ夏なつを見た倉地は、ちょっと気になったことを指摘した。

「ど～～したのその格好」

『見て分かんないですか？』

　探検家ルックで太いロープを手にした小夏は、小さな胸張って言ったもんだ。

「カメを追いかけてるんです！」

　残念ながら見て分からなかった。

「カメ？」

「そ～です。ミドリガメのミドリちゃん。確かこっちに逃げて来たはずなんですけど……見ませんでしたか？」

「見てないわ。まあ足元見て歩いてる訳じゃないから見逃してるかもしれないけど」

「それはないと思います。いたら問答無用に気がつくと思うんで。それじゃアタシはこれで」

　すちゃって手上げて走り去ろうとする小夏を、倉地は呼び止めた。

「プチ三石ちゃん。ちょっと聞きたいんだけど」

「何ですか？」

「私の服知らない？　研究室のクローゼットから一番地味なのがなくなってたんだけど」

「研究室に巨大クローゼットがある教師って、日本中捜さがしてもそうはいないと思いますよ」

「そんなことはどうだっていいでしょ。とにかく、朝来た時はあったんだから。知らない？」

「う～～～～ん、倉地先生ファンクラブの人達の仕し業わざじゃないんですか？」

「それにしては、下着が無事だったのよね」

「不思議ですね」

　二人が悩んでる時だ。ぐいぐいって倉地のタイトスカートが引っ張られた。

　振り返った倉地は、とんでもない奴やつの存在に、思わず悲鳴を上げた。

「な、なんなの？　これは」

「あ、やっと見つけました。ミドリガメのミドリちゃん」

「このどこがミドリガメなのよ！　これはどっからどう見たってリクガメじゃない」

「やっぱり、そうですか。実はアタシも最初からおかしいなって思ってたんです。ミドリガメにしてはちょっぴり甲こう羅らが丸いかなって」

「ちょっと、離しなさいよ！　このスカート高かったんだから。ちょっと」

　ビリビリ。

「あ～～～、私のスカートが」

「倉くら地ち先生。また透すけてるパンツ穿はいてる。余計なお世話かもしれませんけどど～～かと思いますよ。それって」

「うるさいわね。それよりあのカメどうするのよ」

「倉地先生も手伝ってください。このロープでぐるぐるに縛しばるんです」

「あとできっちり説明してもらうわよ。ど～～してこんなカメが学校の廊下を歩いてるのかっていう理由を」

　倉地はロープをがしっと握にぎり締めた。

「スカートを台無しにしてくれたお礼、きっちりさせてもらうわ」

　倉地の気迫が通じたのだろう。カメはもともと青白い顔をさらに青ざめさせると、すたすたと逃げ出した。

「カメってあんなに早く走れたんですね。アタシ初めて知りました」

「感心してないで追いかけるわよ！」

「はい！」

　小夏と倉地はカメを追いかけた。こりゃかなわないとカメは近くの男子トイレに飛び込んだ。

「逃がさないわよ！」

　倉地がドアを蹴けり開け、二人はトイレに飛び込んだ。

「覚かく悟ごしなさいよカメ！」

　カメはいなかった。ガランとしたタイル張りの空間の中、あのどでかい甲こう羅らは見当たらない。

「ねえ、プチ三みつ石いしちゃん。カメってテレポート能力ってあったっけ？」

「さあ」

　謎なぞが謎を呼んで訳分かんないって顔つきの二人は気がつかなかった。

　足元を、ちびっこいカメがかしゃかしゃ通り過ぎて行ったってことを。

　倉地の股またの下でちょっと顔を上げたちびっこいカメは、ちょっとだけ赤くなった。ちびっこいカメにも、透けてるパンツは刺激が強かったよ～～だ。
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「う～～～む」

　銀ぎん之の介すけは悩んでいた。ひたすらに悩んでいた。

「結局、誰だったんだろうな。亀かめ子こさんって」

　家に帰る途中も悩んだ。家に帰ってからも悩んでる。かれこれ三時間くらい悩んでる計算になる。

　いつまでたっても脳みそは答えをはじき出してはくれない。困ったもんなのだ。

「なあ、母かあさん。本当に知らないか？　群ぐん馬ま県出身で元気のいい女の子。髪の毛はお銀ぎんみたいなくせ毛でさ」

「知らないわ」

「私も知らんぞ」

　新聞読んでた銀ぎん一いち郎ろうも頷うなずいた。

「昔のクラスメイトか何かだろ？」

「たぶんそうだと思うんだけど…………記き憶おくがないんだ」

「よく思い出せ。昔はメガネかけてたかもしれないし、髪形だって違ってたかもしれないぞ」

　銀ぎん之の介すけはいろんなパターンを想像してみた。メガネはっつけたり髪形変えたり眉まゆ毛げ太くしてみたり。残念ながら該がい当とう者はいなかった。

　銀之介はその場で万ばん歳ざいをした。

　いろんなパターンを想像してみたけどダメだったから、体でお手上げを表現したのだ。

「きっとそのうち思い出すわよ。そろそろ御ご飯はんよ。銀ぎん花かちゃん呼んできて」

「え？　僕が………やだよ」

「いいから」

　にこやか～～に微笑ほほえむ母の右手には庖ほう丁ちようがしっかりと握にぎられてた。

「つつしんで行かせていただきます！」

　敬礼してそう返事すると、銀之介はすたこらさっさっと二階へと向かった。

「お銀ぎん、いるか？」

　返事はなかった。

「お銀？」

　扉をがちゃっと開け中を覗のぞきこむ。こんもりしてる布ふ団とんが見えた。

「何だいたのか。返事くらいしろって。夕飯だぞ」

　それだけ言って去ろうとする銀之介に、その言葉は飛んできた。

「ごめんね」

「え？」

「朝はわがまま言っちゃって」

　布団の膨ふくらみから聞こえてくるくぐもった言葉に、銀之介はぽりぽりと鼻の頭を搔かいた。

「こっちこそ悪かったな、約束破って。その、動物園はちゃんと連れてってやるから」

「ねえ、銀兄い」

「何だ？」

「銀花、ずっとここにいてもいい？」

「え？」

「銀花、ずっとここにいてもいい？」

　銀ぎん之の介すけは軽く笑うと、ハッキリと言った。

「ああ、好きなだけいろよ」

「うん！　ありがと」

「さ、御ご飯はんだぞ。早く出て来い」

「うん！」

　布ふ団とんがふっとんで、元気よく膨ふくらみの中身が飛び出して来た。

　その姿に、銀之介は目を丸くした。

「お、お前、その体!!」
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　ワゴン車の前に、銀ぎん花かはちょこんと立った。帽ぼう子しかぶってマスクしてサングラスもかけてる。怪あやしさコンテストで優勝を狙ねらえるいでたちだ。

「銀花ちゃん。群ぐん馬まに帰っても桃もも花かのこと忘れないでね。私も銀花ちゃんのこと忘れないから。銀花ちゃんが可愛かわいがってた教室の金魚のデメちゃんは私がちゃんと面倒見るから。だから安心してね。でも、銀花ちゃんいなくなったらデメちゃん悲しくて泣いちゃうんだろうな。そしたら水すい槽そうから水がじゃばじゃばあふれ出てデメちゃんおぼれちゃうかも……大変だぁ」

　よく分かんないこと言いながら涙ぐんでるのは銀花の親友、おっとり系少女の桃花。

「家に着くまでマスク外すんじゃないぞ。出来るだけ車の中にいるんだぞ。いいな」

　銀之介が、先せん輩ぱいとしての助言をしてた時だ。

「ごっめ～～～～ん。遅くなっちゃって」

　唐とう子こがてこてこ走ってやって来た。

「どうしたんだよ唐子。そんな粉まみれになって」

「お銀ぎんちゃんのおみやげのうどんこねてたから。はい」

　唐子は粉まみれの手で紙づつみを突き出した。

「向こうでみんなで食べてね」

「ありがと」

　包みを受け取ると小こ脇わきに抱かかえる。

「さ、銀花。そろそろ行くぞ」

　運転席からの声に、銀花はこくって頷うなずいた。

「それじゃね、みんな」

　銀花はワゴン車の助手席に乗り込む。

　最後に挨あい拶さつをして、ワゴン車は動き出す。しかし、一メートルほど進んだとこで、ぴたっと止まった。止めてえええって言う銀花の叫び声で。

「銀兄ぃ」

　窓から顔を突き出した銀ぎん花かは、マスクひっぺがし銀ぎん之の介すけを呼んだ。

「銀花、また来てもいいよね」

「ああ、いいぞ」

　こっくり頷うなずいてから、銀之介は笑顔で言った。

「わんわん病が治なおって帰って来たら、連れてってやるよ」

「遊園地だね！」

「動物園じゃないのか？」

「今度は遊園地！」

「分かった分かった。遊園地だな」

「約束だよ」

「ああ、約束だ」

　伸のばされる手。手袋を外した毛むくじゃらの指に、銀之介は自分の小指をからみつけた。

「指きりげんまん、噓うそついたら針はり千本飲ます。指切った」

　満足したのか、銀花は笑った。

　再び車が動き出す。銀花は身を乗り出し手を振りたくった。

「ばいば～～い。銀兄ぃ。桃もも花かちゃ～～ん。おじちゃんおばちゃん！　うどんのお姉ちゃ～～～ん！　まったね～～～」

　言葉の尻尾しつぽを残して、ワゴン車は見えなくなった。
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「最後の最後まで、うどんのお姉ちゃんだったな」

　唐とう子こははあってため息を吐はき出した。

「さ、お店の手伝いあるから帰ろっと。桃もも花かちゃん、お家うちまで送ってあげるよ。ほら、そんな暗い顔しちゃダメ。もう会えないって訳じゃないんだから。じゃ～～ね、銀ぎん之の介すけ君」

　桃花の手を引っ張って、唐子は坂を下りていく。

「なんだか、寂しくなったわね」

「確かにな。でもまあ銀ぎん三ざぶ郎ろうのことだ。邪や馬ま台たい国こくの秘宝発掘もまだ続いてるってことだし、わんわん病が治なおったらまた預あずかってくれとでも言ってくるだろ。さ、昼飯にしよう昼飯に」

「今、準備するわ」

　銀ぎん一いち郎ろうと典のり代よも家の中へと戻ってく。

　ただ一人、銀之介だけが道路に立っていた。

「さ～～って、これで朝ひどい起こされ方されることもないし休みだからどっか連れてけって暴力をふるわれることもないし、あ～～～やれやれだよ本当に」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやくとう～～んと伸のびをした。

「プロレス見ながら技かけの実験台になることもないし、とんでもない料理の毒どく見みをやらされることもないし。うんうん、平和が一番。退屈な平和が……」

　退屈、その言葉で、銀之介は押し黙った。

　確かにやかましかった。いろいろ痛かった。だけど、楽しかった。

「わんわん病治ったら、戻って来るんだぞ。ちゃんと遊園地連れてってやるから」

　車の走り去った方向にそう呟つぶやいてから、銀之介は家の中に戻ろうとする。

　と、そこで足を止めた。

「にしても、何であいつ動物園じゃなく遊園地がいいって言ったんだろ」

　子供の気まぐれって言っちゃえばそれまでだ。だけど、気になる台詞せりふが一つ、脳みそのシワに引っかかってる。

　今度は遊園地!!

　今度ってのはこの次って意味だ。この次ってのは前に何かあったってことだ。

「あいつ、あの日動物園に行ったのかな？」

　でも動物園でそれらしい影は見当たらなかった。

「お銀ぎんのことだから、やれラクダだやれシマウマだって騒ぎ立てるはずだから気づかないはずはないと思うけど………あ」

　やれラクダだやれシマウマだって騒ぎ立ててた人物が、ふっと頭に浮かび上がった。

　いまだに謎なぞに包まれてる亀かめ子こさんだ。

　一瞬、銀ぎん花かと亀かめ子こがだぶって見えた。

「そう言えば、あの二人似てたよな。オ～ラがそっくりだった」

　銀ぎん之の介すけは一人でうんうん頷うなずいた。

「お銀ぎんが大きくなったら、きっと亀子さんみたいになるんだろうな。相変わらずバカでわがままでやかましくて」

　そんな光景を想像しながら、銀之介は苦笑した。

「結局、誰だったんだろうな。亀子さんって」

　いまだに解けない謎なぞを抱かかえて、家へと戻った。
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「うんうん。分かってるよ、ちゃんと戸締まりしとくって。心配いらないってば、もう子供じゃないんだから。じゃ～～ね。お父さん」

　唐とう子こは電話線越しに軽く手を振ると、受話器をがちゃんと置いた。

　夜の七しち味みうどん亭てい。だけど今日きようは何だかひっそりと静まり返ってる。

　普段ならまだ戦闘時刻の午後八時。店に客の姿はない。ま、そりゃそうだ。今日は休みなのだから。

「バスが故こ障しようして今日は帰れないか。よかった。アタシ一緒に行かなくて。もし行ってたら明日あした休まなくちゃいけなくなってたもんね。三年生の初日から休むのはやっぱまずいもんね。うんうん」

　唐子は一人でこくこく頷うなずいた。

「さてっと、夕ゆう飯はん作って食べよっと。面めん倒どうっちいからうどんでいっか。月見うどん月見うどん。らんらんらんっと」

　鼻歌を歌いながら唐とう子こはうどんを作り始めた。手慣れたものだ。すぐに湯気の立つうどんが完成する。

　居間のちゃぶ台の上に運んで七しち味み唐とう辛がら子しを振りかければ準備オッケ～～だ。

「いっただっきま～～す」

　もそもそもそもそもそ。

「ふんふん、はっはひふひほふふははひほほはへ」（やっぱりうちのうどんは最高だね）

　唐子はうどんを口にくわえながらお行ぎよう儀ぎ悪くテレビのリモコンを入れた。

　たまたま天気予報をやってた。お天気のお姉さんが天気について熱っぽく語ってる。

　低気圧の波とか高気圧の壁とか訳分かんないこと言ってた。もち理解不可能。唐子ってば圧力鍋なべぐらいしか知らないから。

『………という訳で、今晩から明日あしたの朝にかけて、雷かみなりをともなった雨になるでしょう』

　それだけは理解出来た。

「雷をともなった雨か」

　うどんずずって飲み込んでから、唐子は顔をしかめた。

「アタシ、嫌いなんだよな。雷って」

　これまで楽屋で待ってたかのように、タイミングよくぽつぽつって音が聞こえた。雨粒さんが空からやってきたのだ。

「雨……か……」

　いよいよだなって、唐子はごくって喉のどを鳴らした。

「早くお風ふ呂ろ入って今日きようは早く寝よっと」
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「雨…………か」

　銀ぎん之の介すけは窓から外を見て一人ごちた。

「傘かささして学校行くのってやなんだよ。めんどっちいから明日の朝までに止やんでくれればいいんだけど」

「銀之介、ご飯はんよ」

「ほ～～～～い」

　一階から聞こえてくるその声に返事を飛ばし、銀之介は階段を駆かけ下りる。

「わお！」

　食卓を見た銀之介は思わずそんな歓声を上げた。テーブルの上に並ぶ豪ごう華か料理の数々だ。

　ステーキ、ハンバーグ、ビーフシチュー、トンカツ、豚しょうが焼き、焼鳥、モツ煮込み、ユッケ、レバ刺さし。

　健康って言葉とはかなりかけ離れたとこにいっちゃってるけど、オオカミ男の銀ぎん之の介すけが思わず尻尾しつぽを振っちゃうような肉々コース。

「ど～～したの母さん。今日きようなんか特別な日だっけ？」

「いいから座りなさい」

　にこにこ顔の典のり代よにそう言われて、銀之介は自分の席に腰を下ろした。

　わんわん病のため銀ぎん花かは群ぐん馬まに帰ってる。だから三人っていう幾分寂しい食卓。

「コホン」って咳せき払ばらいしてから、父、銀ぎん一いち郎ろうが口を開いた。

「銀之介。明日あしたは何の日だ？」

「明日は…………始業式の日だよ」

「それで何年生になるんだ？」

「失礼だな。留年なんかしなかったって。明日から高校三年生だよ」

「おめでとう。転校することなくこの日を迎えて」

「あ……そっか」

　銀之介は理解した。言わずと知れたオオカミ人間の銀之介。これまでは正体がばれちゃ引っ越しばれちゃ引っ越しってことを繰り返してる。呆あきれるくらいの回数だ。

「まあ、無事に三年になるってことと、三年もがんばれっていうことの意味もかねてちょっとしたお祝いをしようと思ってな」

　銀一郎は銀之介のコップにビールを注そそいだ。

「という訳だから一杯飲め」

「苦いからヤダ」

「一杯くらい我慢しろ。まあ儀ぎ式しきみたいなもんだから」

　上じよう機き嫌げんの銀一郎の手前もあるし、銀之介はコップを握にぎり締めた。

「それじゃ、カンパ～～イ！」

　三つのグラスが打ちつけられた。

「いや～～、父さん実は冬までもたないんじゃないかって思ってたが、無事に二年生が終わって本当によかった」

「無事っていうほど無事でもないんだけどね」

　銀之介は微び妙みように苦笑した。実のところけっこうばれてる。ただばれた連中がクセの塊かたまりみたいな連中で、秘密が守られてるってことだ。

　銀之介にとっちゃ感謝感謝の大感謝だ。特に一番最初にばれちゃった人に。

「五月になったら一周年記念をやるから。その時は唐とう子こちゃんも呼ぼうな」

「うん、唐子にゃ足を向けて眠ねむれないからな。秘密も守ってくれたし。秘密を守るためにいろいろとがんばってもらったし」

「唐とう子こちゃんって言えば………」

　ビールを一気に飲み干した典のり代よが、思い出したように呟つぶやいた。実はお酒に強いお母様なのだ。

「今日きよう、商店街ってお休みの店ばっかだったわ。商店街の日帰り慰い安あん旅行で今日休みだって張り紙がしてあったけど。唐子ちゃんも一緒に行ったのかしら」

「どうかな？　なんてったって明日あした始業式だからな。唐子って宿題はやんないけど、学校行事とかにはすごく熱心な奴やつだからな。明日は最初の掃除もあるし、体力の温存ってこともあって家にいるんじゃないかな？」

「ということは、もしかして今日は一人か？」

「そういうことになるかな」

「何だ。だったら誘ってやればよかったな。気の毒に。一人で寂しいだろ」

「唐子が寂しいか……」

　銀之介はもやもやって思い浮かべた。外ハネでソバカスな唐子ちゃんの姿だ。

　わ～～わ～～叫んでぎゃ～～ぎゃ～～～騒いでぴょこぴょこ飛びまわるお元気ハツラツな娘むすめだ。一人だからって寂しがってる姿はそーぞーしにくい。

「唐子のことだから寂しがってはないと思うよ。親おや父じさん帰ってくるの遅かったとしてもきっと一人でうどんもそもそ食べて風ふ呂ろ入ってテレビ見て寝るんじゃないのかな」

「そうか？」

「そうだよ。それに、唐子って、親父さんと二人暮らしだろ。前に一度聞いたことがあるんだ。おふくろさんいないのってやっぱ寂しい？って」

「そしたら何だって？」

「そりゃ寂しいって言われれば寂しいけど、慣れちゃうもんだよ。アタシなんて悲劇のヒロインってキャラじゃないもん。あはははは。だって」

「そうか。でもやっぱり寂しいと思うがな。家に一人ってのは」

　銀ぎん一いち郎ろうはしみじみそう言ってから、打って変わって明るい口調でこう続けた。

「そうそう、寂しい寂しいって言ってて思い出したんだが、ウサギってのは寂しいと死んじゃうこともあるんだってな」

「寂しいと死んじゃう？」

　銀之介の頭に一匹のウサギが浮かび上がった。




『私、ウサギのウサ子。なんだかとっても寂しいの。ああ寂しいわ。すごく寂しい。あ～～寂しくて寂しくてたまらないわ。だから死の。コロン』




「う～～～む」

　銀之介は微び妙みように苦笑いした。

「それって何なに死しって言うんだろうな？」

「意外なところだとあのピラニアも同じらしい。一匹で飼かってると寂しくて死んじゃうって聞いたぞ」

「あのピラニアが？」




『俺おれ、ピラニアのピラ雄お。なんだかすごく寂しいんだ。ああ寂しい。すっげえ寂しい。あ～～寂しくて寂しくてたまんねえぜ。だから死ぬぜ。プカリン』




「う～～ん、動物って案外単純なことで死んじゃうんだな」

「そうかしら、私は分からないでもないな。寂しいとご飯はんだっておいしくないし、体調だって悪くなるし。きっとそういうのの積み重ねで死んじゃうんじゃないのかしら。ウサギもピラニアも」

「ウサギはともかく、ピラニアもねぇ。見かけの強さは関係ないってことかな」

　銀之介はうんうんと頷うなずき、そして思い出した。

「そう言えば…………」

　今はもう日本にいない、美少女クラスメイト。狩かり谷や楓かえで。彼女が持つ能力、動物占うらない。触れた相手の深層心理を動物の形で感じ取れる超能力。

　確か、唐子は能天気なウサギだって、風か邪ぜのお見舞いに来た時に言ってた気がする。

　能天気なウサギは、寂しくなるとどうするんだろうな？

　銀ぎん之の介すけは、そんなことをふと考えた。

　だけどすぐに思考回かい路ろは目の前の肉料理に向かう。

「あ、父さん！　そのレバ刺さしは僕ぼくがとっといたのに」

「もたもたしてるからだぞ。うん、うまいうまい」

「がるるるるるるるるる」

　父と息むす子この血で血を洗う争いが始まった。

　争いは母がしかりつけるまで続いた。

「仲良く食べなさい!!」
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「ふ～～、いいお湯だったな」

　ほかほか湯気を立てながら、唐とう子こは風ふ呂ろの脱だつ衣い場ばを出た。お気に入りのパジャマに身を包んでいる。

　風呂の脱衣場を出てすぐ近くの洗面所の鏡。その前に唐とう子こは立った。

　外にはねたがる頑がん固こなくせっ毛も、水の力で大人おとなしくしてる。いわゆるストレートな髪になってる。

　洗面所前でドライヤーを使おうとした唐とう子こだったけど…………。

「すごい、雨の音だな」

　耳をすまさなくても分かるくらい雨音が強くなってる。それにいやなのはごろごろ鳴ってる雷かみなりさんの音だ。

「やだな、アタシ雷嫌いなんだよな」

　そう一人ごちてから、唐子はおしって何かを決めた。

　ドライヤーのコンセントを引っこ抜くと、そのままてってこ居間へと向かう。

　居間にてテレビをつけた。音量も可能な限りの大音量にする。

「よし、これでもう恐こわくないね」

　満足して頷うなずくと、唐子はそこでドライヤーを使い始めた。

　だけど、安息も長くは続かなかった。バリバリバリバリって宇宙から来た物質を引き千ち切ぎるような物音。そしてカーテンの隙すき間まから飛び込んで来る光の点滅。

「いやあ」

　唐子は思わず耳を塞ふさいだ。恐る恐る耳に押し当てた手を外す。バリバリって音はまだ続いてた。

「そうだ、もっと楽しい番組。もっと楽しい番組！」

　テレビのリモコンに手を伸のばすと、唐子はボタンを適当に押した。

　トーク番組だったのが変わった。ドラマになった。病院を舞台とした話のようだ。

『先生。私の命はあとどれぐらいなんですか？』

『何を言ってるんですか？』

『いいんです。隠かくさなくたって。私、分かってますから』

　唐子はテレビのスイッチを切った。小刻みに荒い息を吐はき出す。

「やだ、やだよ」

　バリバリバリバリバリバリ！

　また空を引きさく音。唐子は両耳を押さえた。

「止やめてよ！　止めて！　止めて！」

　搾しぼり出すような声で、唐子は何度も何度も叫んだ。
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「すっげ～雷だよな。本当」

　たらふく肉を食べた銀ぎん之の介すけは、ぽんぽこになったお腹なかさすりながら呟つぶやいた。

「本当ね。でも雷もすごいけど…」

　典のり代よは静かに視線をソファーに向けた。

　が～すか眠ねむる銀ぎん一いち郎ろうがいた。ある意味雷にも負けてない。

「こっちのイビキもすごいわね。お酒に弱いくせに飲みたがるんだから」

「本当、父さんも進歩ないよな」

　銀ぎん之の介すけが呆あきれのため息を吐はき出し、よいこらしょと立ち上がった。

「さ、後片づけちゃっちゃとすませよ。手伝うよ母さん」

　その直後だった。駒こま犬いぬ家の電話が、元気よく自己主張を始めたのは。

「あ、電話」

「出版社の人だったら、今は留守ですって伝えておいてね。理由は……」

「へいへい、居い留守の言い訳は慣れてますってば。適当に言っとくよ」

　鷹おう揚ように手を上げると、銀之介は廊下に向かった。階段脇わきのちょっとしたスペースが電話の生息地域なのだ。

　銀之介は受話器を取ると、少しばかしよそ行きの声で言った。

「もしもし、駒犬です」

『………………』

　無言だ。聞こえてくるのは受話器の向こうの雷と雨の音。

「もしも～～～し、どちら様ですか？」

『……銀……之介……君』

　か細い声だ。一瞬誰かと思ったけど、自分のことを名前で呼ぶ女の子は限られてる。って言うかこの町では一人しかいない。

「唐とう子こ？　唐子なのか？」

『銀之介君だ。あは』

　なんか、ちょっと元気のない声が、受話器の向こうから届いた。

「ど～～した、こんな夜に。明日あしたの始業式の時間のことか？　時間はいつも通りに」

『違うよ。始業式のことじゃないよ。ただ、銀之介君は何やってるのかなって思ってさ』

「僕ぼくはいつも通りだよ。春休みの最後を満まん喫きつしてる。あ、でも夕ゆう飯はんは豪ごう勢せいだったんだ。転校することなく無事に三年生になれるってことで、ちょっとしたお祝いしたんだ」

『おめでとう。銀之介君』

「おう、何だかんだで秘密を守ってくれた唐子の力もあるからな。サンキューサンキュー」

『そんなことないよ。アタシだって、銀之介君にはいろいろとお世話になってるんだし』

「唐子…………どうかしたのか？」

　いつになく元気のない唐子の口調に、銀之介はそう尋ねる。

『何でもないよ。何でも』

「何でもないってことはないだろ。なんか元気ないし、それに……」

　時折聞こえるのは、鼻をずずってすすりあげる音。半泣きの時によく聞かれる音だ。

「具合でも……悪いのか？」

『悪くない悪くない。何でもないの。何でも………。ただ、なんとなくさみし…』

　突然、世界が真暗になった。電話もその口を閉じる。

「まいったな。停電か」

　しばしそのまま待ってたけど、復活する気配もないから銀ぎん之の介すけは受話器を置いた。

「母さん。懐かい中ちゆう電灯ってあったっけ？」

「この間出版社の何周年記念とかで送られてきた記念品があったでしょ。あの中に入ってなかったかしら」

「ああ、あのナップザックみたいな奴やつ。非常たいくつ袋っつったっけ？」

「非常たいしゅつ袋！　もらった時は何でこんなもんって思ったけど、やっぱり備そなえあれば憂うれいなしよね」

「物置きだったよな。ちょっと待ってて。今取って来るから」

「いいわよ。別に急がなくても。明るくなるまでじっとしてればいいだけだから」

　のんぽり母さんらしいやって苦笑してから、銀之介は手て探さぐりで物置きへと向かった。

「にしても、唐子……どうしたんだろ？」

　最後に言いかけた言葉が気がかりだった。

『なんとなくさみし…』

　やっぱりあの後には『い』の文字がくっついたんじゃなかろうか。親おや父じさんがまだ帰って来なくて一人で寂しい。

　なんとなくさ、ミシンでエプロン作りたくなっちゃって……なんてオチじゃないだろう。

「あの唐子が、寂しいねえ」

　銀之介の頭に、先程のウサギの話が浮かび上がった。

　寂しくて寂しくてたまらないと、コロンと死んでしまうウサギ。

　なんか意識しないのに、唐子とウサギがシンクロしてしまう。

「考えすぎ考えすぎ。いくら動物占うらないがウサギだったからってそんな」

　軽く笑い飛ばすけど、全部が飛んでく訳じゃない。気がかりと言えば気がかりだ。

　そんなふうに考えごとしてた銀之介だから、悲劇は起こった。

「いってぇぇぇ！　柱の角に小指がぁぁぁ！」

　暗くら闇やみの中、銀之介は悶もだえ苦しんだ。
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　同じく暗闇の中、受話器を握にぎり締めたまま、唐子はしゃがみ込んでいた。

　聞こえるのは雨の音と、そして断続的に続く雷かみなりの音。

「やだ…………やだよ」

　雷が一つ鳴るごとに、光景が頭に浮かび上がった。心の底にしまってた光景。

　雷らい雨うの夜、薄暗い病院の廊下、あわただしく駆かけ回る医者、そして………ベッドに横たわる母親。

　耳を塞ふさいでも聞こえてくる雷かみなりの音。目を閉じても瞼まぶたの裏に浮かびあがる映像。

　唐とう子こは暗くら闇やみの中、階段を駆け上がった。部屋に飛び込む。手て探さぐりで押入を開けると布ふ団とんを引っ張り出して頭からかぶる。

「お願いだよ。早く電気ついて」

　電気の紐ひもをがちゃがちゃ引っ張ったけど、やっぱりまだ停電中だ。

　唐子は部屋の片隅にうずくまった。

　雷の音がとどろくごとに、まるで得え体たいの知れない黒い怪物に心を食われていくような感触を覚える。

　空が光る度に、カーテンを閉めてない窓から光が飛び込んでくる。畳たたみの床にくっきりと窓の枠わくの影を映し出す。

　バリバリバリバリ！

　また空が光った。そして影が映し出される。しかし、これまでとは違う何か大きな物の影。

　唐子は弾はじかれたように顔を窓に向けた。

　ガタガタと窓が音をたてる。唐子の体に戦せん慄りつが走る。

　バリバリ！

　明かりに照らされ映し出される。その姿は、得え体たいの知れない化け物の姿。

「やああああ」

　唐子は思わず悲鳴をあげた。

「何だ、鍵かかってないのか」

　がらがらって窓を開け、そいつは顔を突っ込んだ。

「唐子。大丈夫か？　悲鳴聞こえたけど、何かあったのか？」

「え？」

　聞き覚えのある声。時を同じくして光の帯が部屋に飛び込んでくる。懐かい中ちゆう電灯の光だ。

「おいっす、唐子。なんか電話で様子がおかしかったからさ。ちこっと心配になってちょっくらやって来たんだけど」

「銀之介………君」

「あ、申し訳ないんだけどさ。タオルか何か貸してもらえるかな？　一応傘かささしては来たんだけど途中で風に吹き飛ばされちまって、棒しか残ってないんだ。へっくち」

　銀之介はクシャミをかました。

「濡ぬれた毛がべったりして冷たいな。カぜひくかも」

「銀之介………………君」

　唐子の大きな瞳ひとみから、涙がこぼれ落ちた。

「あ～～～ん！　銀ぎん之の介すけく～～ん」

「ととっと、唐とう子こ！」

　いきなり唐子にかじりつかれて、銀之介はおおいに慌あわてた。
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「そっか、親おや父じさんが乗ってるバスが故こ障しようして、帰ってくるのは明け方になるんだ」

　唐子に借りたバスタオルでわしゃわしゃ体をふきながら、銀之介が呟つぶやく。

　まだ部屋は暗い。カーテンは閉めたから懐かい中ちゆう電灯の明かりだけが友達だ。

「そりゃあ寂しいな」

「誤解しないでよ！　アタシそんな弱虫小虫で泣き虫って訳じゃないから。一人だって平気だよ。鼻歌歌いながら過ごしちゃうよ。ただ今夜は………雷かみなりが鳴ってたから」

「雷が嫌いなのか？」

「好きって人はあんましいないんじゃない？」

　もっともな意見に、銀之介はこくこく顎あごを動かした。

「なんて言うか、雷の音聞いてたら、思い出しちゃってさ。それで…」

「何を？」

「お母さんが死んじゃった日のこと」

「………」

　思わず言葉がつまる銀之介に、唐子はわりと明るい口調で言った。

「アタシが小学校三年生の時だったんだ。こんなどしゃぶり雨と雷の夜でね。病院から電話があって急いでタクシーで駆かけつけたの。すごいどしゃぶりで前が見えないくらいの雨。『おけをひっくり返したような雨だな』ってタクシーの運転手さんが言った言葉、まだ覚えてる」

「…………」

「結局アタシ達が駆けつけてからしばらくして、お母さんは死んじゃって。アタシもうわんわんわんわん泣いたかな。で、病院の廊下の窓からどしゃぶりで雷の空を見て思ったの。この雷の中、恐ろしい怪物が来てお母さんを連れてっちゃったんだって。子供の想像力ってすごいよね。アタシなんか見えたもん。どしゃぶりの空に浮かぶへんなの。すっごく恐こわかった」

　唐子はあはって笑った。

「なんかその時のことが頭にぼこぼこ浮かんできちゃって。恐くて寂しくて恐くて寂しくて、銀之介君に電話しちゃったの。御ご免めんね」

「いや、別にいいよ」

「でも、本当。来てくれてありがとね」

「いやいや、どういたしましてだよ」

　沈ちん黙もくがやってきた。雨音と雷の音と、相手の吐と息いきだけが聞こえる沈黙。

「ありがとね。銀ぎん之の介すけ君」

　唐とう子こがぽそっと呟つぶやいた。

「もういいって。何度も何度も」

「ううん。今のありがとは、さっきのありがととは違うことなの。別のありがと」

「？？？？？」

　ひたすらクエスチョンマークを浮かべる銀之介に、唐子は笑いながら言った。

「覚えてる？　銀之介君が転校して来た日のこと」

「まあな」

　思わず苦笑しながら銀之介は頷うなずいた。転校初日。つまり正体がばれちゃった日のことだ。忘れたくても忘れない。

「放課後、宿題やってかない罰ばつとして掃除してるアタシのとこへ銀之介君やって来て、『何してるの？』って聞いたよね」

「そういやそうだったな」

「銀之介君が初めてだったんだ。掃除やってるアタシを手伝ってくれた人」

「そうなのか？」

「うん」

　こっくり唐子は頷いた。薄暗い中でも分かるくらいしっかりと。

「それからも、銀之介君は時間があるとアタシにつきあって掃除を手伝ってくれた。いつイヤになってアタシから離れてくんだろって思ったこともあったけど、銀之介君はずっとずっと最初の銀之介君だった。ずっとずっと」

「……………お礼を言わなくちゃいけないのは僕ぼくの方だよ」

　銀之介は呟いた。

「僕の体質を知った唐子は、言ってくれたよな。秘密を守ってくれるって。心の金庫にがちっとしまって南なん京きん錠じようかけとくって。すっごく嬉うれしかった。涙と鼻水が止まらなかったよ」

「確かに、あの時は出っぱなしだったね。水道の蛇じや口ぐち全開にしたみたいに」

「秘密は守ってくれてても、いつかは僕のこと気味悪くなって離れてくんだろって思ってた。だけど唐子はずっとずっと最初の唐子だった。ずっと仲良くしてくれて、ずっと秘密を守ってくれて、秘密を守るために一いつ生しょう懸けん命めいにがんばってくれて。本当に助かった。嬉しかった」

　軽く息を吐はき出した銀之介は、少し照れくさそうに言った。

「ありがとな。唐子」

「こちらこそだよ。銀之介君」

　二人してへへへって笑った。気恥ずかしいような照れくさいような、そんな不思議な気分だ。

　そんな中、懐かい中ちゆう電灯が瞬またたきをした。

「あれ懐中電灯」

「え？　おかしいな。電池切れかな？　しっかりしろ。おい」

　ぺしゃぺしゃ叩たたいたのがいけなかったようだ。懐かい中ちゆう電灯は完全に目を閉じてしまった。

「まいったな。真暗だよ」

「真暗だね…………銀ぎん之の介すけ君寒いでしょ。こっちおいでよ。毛布大きいから」

「でも」

「いいからいいから」

　手をぐいっと引っ張られ、銀之介は引き寄せられた。毛布を二人して肩にはおる。肩と肩がぴったりとくっつく状況。

　妙みように緊張して、口数が少なくなる。

　どれぐらい沈ちん黙もくがとぐろをまいたろうか。

　唐とう突とつに、本当に唐突に唐とう子この口からその名前が飛び出た。

「気づいてた？　楓かえでちゃんのこと」

「楓さんがどうしたの？」

「好きだったんだよ。銀之介君のこと」

　もちろん銀之介は一円玉よりも軽く笑い飛ばした。

「何言ってんだよ。そんなはず…」

「本当だよ。アタシ女の子だから分かるもん。間違いないよ」

「…………マジなのか？」

　こいつはとんでもないことだぞって感じに息を荒くする銀之介に、唐子は平へい坦たんに言った。

「どうする？　イギリスに楓ちゃん迎えに行く？　きっと銀之介君が行けば、楓ちゃん来ると思うよ」

　一瞬の沈黙。そして、吐はき出される言葉。

「…………楓さんのことは好きだよ。ちょっと冷たい感じはするけど、実はすごく優しい人だし。すっごい美人だし。髪の毛さらさらしてるし……うなじ奇き麗れいだし…………だけど………だけどさ…」

　ごくって固い固い唾つばを飲み干し、銀之介は言った。

「僕ぼくは……僕には……」

　急に世界に太陽が昇のぼった。強烈な光に銀之介と唐子は目を細める。

「停電、直ったみたいだね」

「そうだな……」

　明るい中で自分達の状況を見る。顔を赤くし二人はどちらからって訳でもなく距離をとった。

「雨、まだ降ってるね」

「さっきよりは小降りになってるけどな」

「雨が止やむまでいなよ」

「でも、止やむの明け方って聞いたぞ」

「じゃあ、明け方までいなよ」

　唐とう子こはにっかり笑った。

「話ししよ。たくさんたくさん。まだアタシが聞いてない銀ぎん之の介すけ君のこと話してよ。アタシも、まだ銀之介君に話してないアタシのこと話すからさ」

　少し考えてから、銀之介は微笑ほほえんだ。

「ああ、そうしよう」

「決まりぃぃぃ」

　唐子が爆ばく裂れつ元気な声を張り上げた。

「さ、まずは銀之介君の初恋の話！　略りやくして、はこばな！」

「微び妙みょうな略だな」

「さ、話して話して」

「僕ぼくの初恋の話か。え～～～、保育園の時の……」

　がんがんがんがん。

　階下から扉の叩たたかれる音が響いて、銀之介と唐子は体をびくつかせた。

「お～～い、唐子。みんなで蹴け飛ととばしたらバスが直なおった。帰ってこれたぞー。開けてくれよ」

「お父さんだ！」

　唐子が立ち上がる。

「お～～い、もう寝ちゃったかぁ？」

　がんがん叩く音はまだ続いてる。どうやら少しアルコールをたしなまれているようだ。

「それじゃ、僕帰るよ」

「帰っちゃうの？」

「ああ、こんな格好見られる訳にはいかないし、それにこんな格好じゃなくてもヤバイだろ。こんな夜にさ」

「そっか……」

　一応、男と女って立場だ。ちょっとヤバイざんすってとこだろう。

「それじゃな」

　窓から飛び出して行こうとする銀之介に、唐子の声がかけられる。

「待って、銀之介君」

　右足をかけて振り返る銀之介に、唐子は満面の笑みで元気に言った。

「アタシもう大丈夫だよ」

「え？」

「これからは、どしゃぶりで雷かみなりの夜でも、恐ろしい怪物のことは思い出さないと思う。きっと毛むくじゃらで優しいオオカミのこと思い出すと思うから。だから大丈夫」

「………優しいオオカミか」

　照れくさそうに微笑ほほえんで、銀ぎん之の介すけは窓のへりを蹴け飛とばし夜の闇やみに飛び込んだ。

　優しいオオカミ姿は、すぐに闇に消えて行った。

「と～～こ～～～、お父さんだぞ～～」

「は～～～ぃ、今開けるぅぅぅ。も～～～、鍵かぎ持ってるはずなのにな～～」

　慌あわただしく、唐とう子こは部屋を飛び出し階段を駆かけ下りた。




　　　　　７




　翌日の朝。すっかり空は晴れ上がってた。久しぶりにみる快晴って奴やつだ。

「行ってきま～～す」

　ガ～スカお休みになってる父親にそう元気爆ぼく発はつな挨あい拶さつして、唐子はうどん屋を飛び出す。

　朝日に照らされる商店街をてってこてってこ走る。店先を掃除してる商店街の皆さんに笑顔を振りまきながら、いつものところを目指す。

　ちゃんと決めた訳じゃないけど、いつのまにか決まってたいつものところ。

　そこで唐子は足を止める。

　ちゃんと決めた訳じゃないけど、いつのまにか決まってたいつもの時間。

　その時間に、銀之介はやって来る。

「おはよ！　唐子」

「おはよ、銀之介君」

　いつもの挨拶を交わす二人。

「三年生もよろしくね」

「こちらこそな」

　歩き出す二人。

「ねえ、銀之介君」

　銀之介の顔を睨のぞき込むようにして、唐子が話しかける。

「聞かせてくれないかな？　昨日きのうの夜の続き」

「え？　ああ、しょうがないな～～」

　銀之介は苦笑いすると鼻の頭をぽりぽり搔かいた。

「僕ぼくの初恋は保育園の時で、同じクラスにいた夕ゆう子こちゃん」

「違う、そっちの話じゃなくて」

「え？」

　キョトンとする銀之介に、唐子は一言一言区切るようにして言った。

「僕には……の続き」

「……………………」

「停電の中で言いかけたあの続き…」

「べ、別にいいだろそんなの」

　不自然に言葉をつまづかせ、銀ぎん之の介すけはそっぽ向いた。

「それより急ごう、学校遅刻するぞ」

「あ、ずる～～～い」

　足を速める銀之介を、唐とう子こは追いかけた。

「ね～ね～～、話してよ。話してってば～。ちょっと～～」

　やかましい唐子に観念したのか、銀之介は一言だけ言った。

「いつか話す」

「本当に？」

「ああ」

「分かった。じゃ、待ってるから」

　唐子はいつもの笑顔で笑った。

「さ、学校行こ！」





第二十四話　完
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　　　唐子のひとりごと







　こうして、アタシ達の新しい一年は始まった。高校最後の一年間。三年生になっても、アタシ達は相変わらずの毎日を過ごした。笑って騒いで時々怒って。

　結局、お銀ぎんちゃんは飯いい波なみ市には戻って来なかった。発掘してた遺い跡せきがやっぱり邪や馬ま台たい国こくじゃないってことが判明して、お銀ちゃんのお父さんもお母さんも山ごもりを止やめてもとの生活に戻ったってことらしい。お銀ちゃんにはその方が幸せなんだろうけど、アタシはちょっと寂しかった。

　一度、楓かえでちゃんから手紙が来た。学校の友達と写ってる写真。楓ちゃんは笑ってた。すごく素す敵てきな笑顔だった。この笑顔はこの街で覚えてった笑顔だって思うと、なんかちょっと誇ほこらしく思えた。

　国くに渡わたり先輩と乙おと部べ先輩は同じ大学に進んだらしい。たまに女子バレー部のＯＢとして後こう輩はいを特とつ訓くんしに来てるようだ。すんごい特訓で次々と部員が止やめてるって噂うわさを聞いた。ちょっち恐こわかった。

　漆うるし野の刑けい事じさんは時々飯波市にやって来た。用件はいつも同じだ。銀ぎん之の介すけ君を借りに来るのだ。警察犬の変わりにするために。銀之介君もアタシも必死に抗議したけど、駄だ目めだった。あの人の悪知恵には勝てない。きっとあの人の前世は悪魔だったと思う。

　そんなこんなで、一年があっという間に過ぎた。

　停電の夜の言葉の続きは、まだ聞いていない。多分、銀之介君のことだから、普通に忘れてるんだと思う。

　アタシはずっと待っている。

　僕ぼくには……の続きを。










　　　あとがき




　前巻のあとがきでの公言どおり、今回は遊びませんでした。ちゃんと最終回に向かって走ってます。これもお寺で座ざ禅ぜんを組んだおかげです（なんまんだぶなんまんだぶ）。

　前回、楓かえでとオオカミの話がありました。これじゃ一応ヒロイン（？）の唐とう子こが可哀かわい想そうだってことで、今回は、唐子とオオカミの話を書きました。

　ある夜、唐子からの電話が駒こま犬いぬ家に届くってところで始まるお話なんですけど……。

　女の子からの電話。実は、過去にありました。しかもそんなに遠くない過去。

　ヒマだから遊ばない？　みたいなお電話だったのですが………………ちょうどその時、僕ぼくはバイト地じ獄ごくのまっただ中。馴なれない通勤だけでへとへとって状況。

「バイトで忙いそがしいでござる」

　って言ってしまったあの夜から、もう電話が鳴ることは二度とありませんでした。

　今になってハイパーミラクル後悔してます。何な故ぜ僕はあの時、バイトをサボらなかったのか？

　今後はこの失敗を繰り返さないよう、女の子からのお誘さそいがあったらそれを最優先にしたいと思ってます。仕事だろうが打ち合わせだろうが親しん戚せきの結婚式だろうが恐きよう竜りゆうが歩いていようが宇宙人が攻めて来ていようがそんなものはきっぱり無視します！

　これが男の道って奴やつじゃないかな？




　という訳で、次は最終回です。銀ぎん之の介すけは飯いい波なみ高校を無事に卒業出来るのか？　健けんとマサは本来の仕事を思い出すのか？　銀之介と唐子はもうちょっとどうにかなるのか？

　さっぱり考えてません。またお寺にでもこもって考えたいと思います。それでは。ゴ～～～ン（鐘の音）


阿あ智ち太た郎ろう






　言っておきたいこと

　やっぱり社員としては買わなきゃなんねえってことで、ＰＳ２用ゲームの『ガングレイヴ』を買った（本当は会社に転がってるのを借りてくる予定だったけど転がってなかったから）。

　バンバカ敵てきを撃うってくゲームで、ボス戦はちょっと手こずるけどコントローラーを放り投げることなくクリア出来た。

　わりと難なん易い度ども低めだし、作った人はゲームが苦手かなぁって思ってた。だけどだ、このゲームのプロデューサーの久く保ぼさんと会社でだべってた時にとんでもない話を聞いてしまった。

「俺おれ、『ロミオマストダイ』で全すべてＳランクだ」

　あっちょんぶりけ！
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。独特な笑いとハートウォーミングな世界を描きファンの支持を集める人気作家。飼い始めた熱帯魚は順調に成長中。嬉しいらしい。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神学園』（電撃コミックスＥＸ）などがある。









[image: ]電撃文庫





僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで⑨




唐とう子ことオオカミの夜よる








阿あ智ち太た郎ろう
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